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本報告 書 は、 日本 自転 車振 興 会 か ら競輪 収 益の 一部 で あ る

機械 工業 振興 資 金 の補 助 を受 けて作 成 した もので ある。



序

デ ー タ ベ ース は、 わ が 国 の 情報 化 の 進展 上 、 重 要 な役 割 を果 た す もの と期 待 さ れ て い る。

今 後 、 デ ータ ベ ース の 普 及 に よ り、 わ が 国 にお いて健 全 な高 度 情 報 化社 会 の 形 成 が 期 待 さ

れ る。 さ ら に海 外 に対 して 提 供可 能 な デ ータベ ースの 整 備 は、 国 際 的 な情 報 化 へ の 貢 献 お

よび 自 由 な 情 報 流 通 の 確 保 の 観 点 か らも必要 で あ る。 しか しな が ら、 現 在 わ が 国 で 流 通 し

て い る デ ータ ベ ース の 中 で わ が 国独 自の もの は1/3に す ぎ な いの が 現 状 で あ り、 わ が 国

デ ータ ベ ース サ ー ビス ひ いて はバ ラ ンス あ る情 報 産 業 の 健 全 な 発 展 を図 る た め には 、 わ が

国 独 自 の デ ータ ベ ース の 構 築 お よび デ ータ ベ ース 関連 技 術 の 研 究 開 発 を強 力 に促 進 し、 デ

ータ ベ ース の 拡 充 を図 る 必 要 が あ る。

この よ うな 要 請 に応 え るた め、(財)デ ータ ベ ース振 興 セ ン タ ーで は 日本 自転 車 振 興 会

か ら機 械 工 業 振 興 資 金 の 交 付 を受 けて、 デ ータ ベ ースの 構 築 お よび 技 術 開 発 にっ い て民 間

企 業 、 団 体 等 に対 して 委 託 事 業 を実 施 して い る。 委 託 事 業 の 内 容 は、 社 会 的 、 経 済 的、 国

際 的 に重 要 で 、 ま た地 域 お よび 産 業 の 発 展 の 促進 に寄 与 す る と考 え られ て い る デ ー タベ ー

ス の 構 築 とデ ー タベ ー ス 作 成 の 効 率 化 、 流 通 の促 進 、 利 用 の 円 滑 化 ・容 易 化 な ど に 関係 し

た ソ フ トウ ェ ア技 術 ・ハ ー ドウ ェア 技 術 で あ る。

本 事 業 の 推 進 に 当 っ て、 当財 団 に学 識 経験 者 の方 々 で構 成 さ れ る デ ータベ ース 構 築 ・技

術 開 発 促 進 委 員 会(委 員 長 山梨 学 院 大 学 教 授 蓼 沼 良一 氏)を 設 置 して い る。

この 「シル バ ーエ イ ジ の 医療 と福 祉 情 報 の 実 際 的 な活 用 を 目的 と した デ ータ ベ ー ス 構 築

」 は平 成3年 度 の デ ー タ ベ ー スの 構 築 促 進 及 び 技 術 開発 促 進 事 業 と して、 当 財 団が 美 崎 高

齢 者 福 祉 互 助 会 ・美 崎 生 活 館 に対 して委 託 実 施 した課 題 の 一 つ で あ る。 この 成 果 が 、 デ ー

タベ ー ス に興 味 を お持 ち の 方 々や 諸 分 野 の 皆 様 方 の お役 に立 て ば幸 いで あ る。

な お、 平 成3年 度 デ ー タベ ースの 構 築 促 進 お よび 技 術 開 発 促 進 事 業 で 実 施 した課 題 は次

表 の とお りで あ る。

平成4年3月

財 団法 人 デ ータベ ース 振 興 セ ンタ ー



平成3年度 データベース構築・技術開発促進委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

社

1

2

3

」
月寸

C
U会

C
U
7

8

形態学的コメン トを含む病理データベースのプロ ト

タイプ作成

交通事故調査データベースのプロ トタイプの作成

シルバーエイ ジの医療 と福祉情報の実際的な活用を

目的と したデータベース構築

気候情報データベースの構築

地下水情報データベースシステムの構築のための調

査研究

ファジィに関する文献データベースシステムの開発

大学におけるデータベース利用教育 システムに関す

る調査研究

マルチメディア型社会科用データベースの開発

㈱ エ ス ・ ピ ー ・オ ー

(財)日 本自動車研究所

美崎高齢者福祉互助会美崎生活

館

㈱エムテーエス雪氷研究所

㈱パスコ

(財)日 本情報処理開発協会

日外アソシエーツ㈱

㈱新学社

中小企業振興

地 域 活 性化

9異 分野研究のための知的オ リエ ンテーション・デー

タベースシステムの構築可能性調査

10瀬 戸内圏公共図書館の郷土資料データベースの構築

11記 事データベースアクセス用パイロッ トシステム構

築

12商 業調整支援データベースの構築

13地 域流通最適化に必要なデータベースの構築に関す

る研究

14情 報源検索データベースのプロ トタイプ作成

㈱ けいはんな

㈱中国新聞社

㈱河北新報社

㈱ 日本統計 セ ンター

(社)日 本 ボラ ンタ リー ・チェ
ー ン協会

セ ン トラル開発㈱

情報図書館RUKIT

15有 価証券報告書のMTデ ータ変換 ソフ ト開発 と英訳 コムライ ンイ ンターナ シ ョナル

辞書作成 ㈱

16海 外の主要国際 ・国家規格データベースの構築 日本電子計算㈱

海 外 1了 ア ジア太平 洋交流 デ ータベ ースの研究 一プ ロ トタイ ㈱西日本新聞社

プ作成一

18先 端産業分野における専門用語の電子辞書データベ 科学技術情報研究所㈱
一ス化の調査研究

19書 誌 デー タベ ース用 ダ イナ ミック シソー ラス ・エ ン ㈱紀伊國屋書店

ジンの構築 と自然言語検索システムへの応用

技 術 20知 的 ハイパー メデ ィアを活用 したデー タベ ース構築 ㈱新世代 システムセ ンター

に関する調査研究

21CD-ROMに よる光 学材料 データベー スの構築 ㈱ リアライズ社

、



eま じ めLこ

近 年 の シル バ ーエ イ ジ(高 齢 者)の 急 激 な増 加 は社 会 的 に も種 々 の 問 題 を提 起 して お り、

国 は も ち ろ ん、 市 町村 、 団体 、 企 業 にお い て も多 数 の 施 策 、 対 策 が と られ よ う と して い る。

美 崎 高 齢 者 福 祉 互 助 会 ・美 崎 生 活 館(以 下 美 崎 生 活 館 と略 す)は 一 部 会 員 制 の 組 織 で あ

るが 、 こ れ等 の動 き に先 駆 け て現 在 ま で の19年 間 滋 賀 県 守 山市 の 美 崎 地 区 にお い て高 齢

者 の 訪 問看 護 、 生 きが い事 業 、 訪 問活 動 、 移 送 、 デ イ ケ ア ー等 の 事 業 を行 な っ て き た。

美 崎 生 活 館 の常 に一貫 して 目指 す老 人福 祉 は老 人 ホ ーム の よ うな 施 設 収 容 中心 主 義 の 福

祉 で は な く、 地 域 家庭 型 の在 宅 福 祉 で あ る。 そ して、 こ れ等 の 活 動 は全 て常 に医 師 、 福 祉

専 門 の 大 学 教 授 、 福祉 ・情 報 の専 門 家、 ボ ラ ンテ ィア の提 携 に よ っ て行 な わ れ て き た とい

う こ とが 出来 る。

近 年 、 医療 と福 祉、 保 健 の 連 携 が いわ れ て お り、 従 来 の 医療 専 門家 の み、 福 祉 専 門家 の

み の 対 応 で は もは や高 齢 者 の 種 々 の 問 題 は解 決 で きな くな っ て き て い る。

この 点 にお いて も美 崎 生 活 館 の 活 動 は これ 等 に先 駆 け て実 施 して き た と い う こ とが 出来 る。

昨 年 度 は これ らの 医 療 、 福 祉 の 両 サ イ ドか ら収 集 した過 去 の デ ー タ を基 礎 に医 療 と福 祉

の 両 面 か らの デ ータ ベ ー ス、 「生 活 記 録(個 人 カ ル テ)」 を作 成 し、 デ ータ ベ ー ス化 を行

な うた め の調 査 「シル バ ーエ イ ジの 実 態 お よび 生活 に必要 な 情 報 の デ ータ ベ ー ス構 築 の た

め の 調 査 研 究 」 を実 施 し、 パ ソ コ ンの ワ ープ ロ機 能 を利 用 して 試 作 した が、 今 年 度 は特 に

デ ータ ベ ース 用 ソ フ トを 利 用 して 、 デ ー タの イ ンプ ッ トを実 施 した。 また、 そ れ等 の デ ー

タ を利 用 して ケ イ ス カ ン フ ァ レン ス を実 施 した。 更 に、 パ ソ コ ンネ ッ トワ ー クの 一 環 と し

て パ ソ コ ン通 信 の 利 用 に っ い ての 検 討 も行 な った。

そ れ らの結 果、 作 成 した デ ー タベ ー ス は昨 年 度 作 成 の もの に比 べ て シ ンプ ル にな り、 ま

た 使 用 しや す くな った し、 ま た こ れ らの デ ー タベ ース は ケ イ ス カ ン フ ァ レン ス にも 有 効 に

活 用 出来 る こ とが 分 か っ た。 ま た、 パ ソ コ ン通 信 にっ い て も今 後 有 効 で か っ 興 味 深 い情 報

交 換 の 手 段 と して 利 用 で き る こ とが 分 か っ て い る。

県 や 市 にお いて も現 在 シル バ ーデ ー タベ ー スづ く りに積 極 的 で あ るが 、 今 回 実 施 した こ

と は、 これ 等 の 動 き とも 合 致 してお り、 今 後 の 有 効 な 活 用 が 期 待 され る。
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前 年 度 の 「シルバ ーエ イ ジの実 態 お よび 生 活 に必 要 な情 報 の デ ー タベ ー ス構 築 の た め の

調 査 研 究 」 にお いて は次 の こ と を実 施 した。

(1)美 崎 生活 館 の所 有 情 報 にっ いて の 調 査

美 崎 生 活 館 は19年 間 、 高 齢 者 の 福 祉 と医療 相 談 を 民 間 の 組 織 で 、 医療 ・福 祉 の 専 門

家 、 ボ ラ ンテ ィ アの 協 力 を得 て実 施 して きた の で この 間 に蓄 積 した情 報 、 デ ータ と い う観

点 か ら、 過 去 の 活 動 を見 直 し、 整 理 した。 そ の結 果、 情 報 と い う観 点 か らみ る と、 医 療 カ

ル テ 、 生 活 記 録 個 人 カ ル テ、 デ イ ケ ア記 録 、 移 送 記 録 を始 め 、 種 々 の記 録 が あ る こ とが 判

明 した 。

一 例 を あ げ る と、 美 崎 生活 館 と関 わ りの あ る高 齢 者 にっ いて は 「高 齢 者 福 祉 互 助 会 個 人

カ ル テ 」 に、1.イ ンテ ー ク開始 時期 、2.氏 名 、3.生 年 月 日、4.写 真 、5.住 所 、

隣組 、 電 話 番 号 、6.収 入 の手 段 、7.家 族 構 成 、8.略 図(地 図)の 項 目 にっ い て は 記

載 して い た。 しか しなが ら、 この形 式 で は時 系 列 的 に記 録 を充 分 に記 載 す る こ とが 出来 な

い と い う欠点 が あ る こ とが 分 か っ た。

い っ ぽ う、 医療 関連 の デ ータ は 「医 療 カル テ 」 に 医師 が 記 入 して い た し、 日常 訪 問、 移

送 、 デ イ サ ー ビス、 相 談 等 の 記 録 は 「福 祉 台 帳 」 に記 入 し、 更 に、 月 毎 の統 計 、 記 録 を

「月 計 表 」 に記 録 して い た。 しか し、 こ れ まで これ らの 記 録 は 特 定 の 一 人 が 記 入 して い た

の で 、 他 の者 が読 ん で も 理 解 出来 な い とい う状 況 にあ り、 ま た 情 報 が 別 々 にな っ て い る た

め に、 相 互 に見 る とい う こ と も出 来 ず 、 有 機 的 に生 か さ れ て い な い こ とが 分 か っ た 。

この よ うな実 態 か ら、 これ 等 の 分 散 して い る情 報 を1カ 所 に集 中 さ せ、 特 定 個 人 の頭 に

の み 記 録 され て いる情 報 を も記 録 して、 誰 で もが 、 何 時 で も 、 共 通 に利 用 可 能 な デ ー タ ベ

ー ス を 構 築 して い こ う と い う こ と に な っ た の で あ る。

(2)わ が 国 にお け る シル バ ーデ ー タベ ース の現 状 にっ いて の 調 査

次 に 主 と して文 献 と ヒ ア リング か ら県 や 市 を 中 心 に福 祉 、 医 療 、 保 健、 生 活 情 報 にっ い

ての デ ータ ベ ース化 の現 状 にっ いて の 調 査 を実 施 した。 そ の結 果 、 名 古 屋 市 、 中津 市 にお

い て実 際 に行 な わ れ、 活 用 さ れて い る こ とが わ か っ た。 しか し、 医療 、 福 祉 と い う 面 か ら

み る と、 まだ 充 分 に統 合 さ れ た もの は 出来 て いな い こ とが わ か っ た。

ま た、 実 際 にそ れ らの機 関 に も出 掛 け て、 見 学 を行 な っ た。

(3)シ ル バ ー デ ー タ ベ ー ス の 開 発
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1)シ ル バ ーデ ー タベ ー ス委 員 会 の設 置

8名 か らな る委 員 会 を設 置 した。

2)シ ル バ ーデ ータベ ー ス の 開発

シ ル バ ー エ イ ジ に関 す る情 報 を収 集 し、 デ ータベ ー ス を作 成 す る場 合 、 情 報 に は2っ

の 種 類 が あ る。

第1番 目 に は ひ との属 性(年 齢 、 性 別 等)に 関 す る情 報 で あ り、 第2番 目 には ひ との 状

況 、 状 態 に関 す る情報 や 家 族 ・近 隣 の 仲 間(人 間 関係)に 関 す る情 報 で あ る。

こ れ らの情 報 を大 き く分 け る と、 数 値 や 単 純 な記 号 で表 わ す 事 が 可 能 で あ るデ ー タ と言

葉 に よ る しか 表 現 出来 な い言 語 情 報 或 はデ ー タ と にな る。

デ ー タ ベ ース の 作 成 と い う観 点 か らみ る と前 者 は後 者 に比 べ て 処 理 が 容 易 で あ る と い う

こ とが 出来 る。

この よ うな2種 類 の デ ー タか らな る情 報 にっ いて、 既 にデ ー タ の 蓄 積 が 行 な わ れ て い た

「個 人 台 帳 」 を 中心 に 医 療 カル テ、 ソ ー シャ ル ワ ーカ ー記 録 等 か ら必 要 な項 目 を拾 い上 げ

次 の よ うな 項 目 か らな る デ ータベ ース の作 成 を対 象 の 個 々人 にっ い て行 な っ た。

1.属 性(氏 名 、 年 齢 、 性 別 、 家族 構 成等)

2.人 間 関係(家 族 関係 、 親 族 関係 、 近 隣 との 関 係 等)

3.心 身 の 状況(健 康 、 疾 病、 治 療 状 況、 日常 動 作 状 況 、 痴 呆 の状 況 等)

4.家 庭 医(緊 急 時 に往 診 可 能 な ホ ー ム ドクタ ーの 有 無 、 専 門 医、 病 院 、 施 設 等)

5.介 護 者 の 状況

6.暮 し(住 居 の 状 況 等)

7.医 師 の 医療 相 談 の 記 録

8.ソ ー シ ャル ワ ー カ ーの 記 録

作 成 例 は 図1-1並 び に 図1-2に 示 す。

(4)デ ータ ベ ー スの 利 用(ケ イ ス マ ネ ー ジメ ン トの 実 施)

デ ー タベ ー スの 作 成 の 目的 は収 集 した情 報 を利 用 し、 次 の判 断 材 料 に利 用 して い くこ と

で あ る。 情 報 や デ ータ か ら異 常 や 変 化 を感 知 す れば そ れ に対 して ア ク シ ョ ン を と り、 対

処 して い くこ とで あ る。 そ の意 味 か ら も図1-3の 情 報 の フ ロ ー 図 に示 す 様 に、 作 成 した

デ ータ ベ ース を元 にケ イ ス コ ンフ ァ レ ンス や ケ イ ス マ ネ ー ジ メ ン トを医 療 、 福 祉 等 の 専 門

家 に よ り実 施 し、 情 報 や デ ータ の 新 週 性 を確 認 し、 個 々 の 高 齢 者 にっ いて の 最 適 な 処 置 を
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と り、 老 化 、 痴 呆 化 の 進 展 を抑 え、 出 来 るだ け正 常 で健 康 な 状 態 を維 持 す る と とも に予 知

す る こ と に よ り、 早 期 に発 見 して予 防 す る こ とで あ る。

実 際 に10例 にっ いて ケ イ ス マ ネ ー ジメ ン トを実 施 したが 、 いず れ も充 分 に利 用 可 能 で あ

る こ とが 判 明 して いる。

(5)前 年 度 の反 省 と課 題

デ ータ ベ ース を作 成 した 結 果 の 反 省 点 お よ び 課 題 は 以 下 の 通 りで あ る。

1.情 報 の入 手 方 法 に っ いて 検 討 の余 地 が あ る こ と。

情 報 の整 合 性 を と る、 人 に よ る記 入 ミス、 文 字 の 読 み に くさ、 記入 情 報 の 不 正 確 さ

と いっ た問 題 が あ り、 情 報 の 入 手 時 の 対 応 の工 夫 の 必 要 性 が あ る こ と。

2.パ ソコ ンの ワ ープ ロ機 能 を利 用 して作 成 した の で、 検 索 出来 な い と い う欠 点 が あ る

こ と。 また イ ンプ ッ トにっ い て容 量 的 な 問題 も あ り、 時 系列 的 な イ ンプ ッ トが 出来

な い とい う問 題 が あ る こ と。

3.メ イテ ナ ンス に結 構 手 間 ど る こ と。 そ の た め に改 良 の 必 要 性 が あ る こ と。

以 上 の様 な反 省 点 は あ っ た が、 しか しケ イ ス カ ン フ ァ レ ンス にお い て は有 効 に活 用 出来

る こ とが 分 か って い るの で、 これ らの 反 省 点 を今 年 度 の課 題 と して取 り組 ん で い く こ と に

した 。
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9人 カルテ(生 活相原)

氏 名 カルテ番号

生活記録(田 刀棚劇 氏名 カルテ番号
1

年 ・月 ・目 相 原 記 録 記日台()
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Sociallsohtio●,■ ●1adju3ヒ ■㊨nt,deワhoヒ.
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ふ る え

落 ち着 き

体 温

主豚;
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EKO
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判断;

連絡の必要

性の有繍

()福 祉事務所 〔)地 区民生 委員(}社 会福祉鴇蹟会

()福 祉施殴()保 健所()塞 庭匿

(警 窺消防書()シ ルバ ー人 材()そ の侮()

(個 人相駿カル テー01) カルテ番号( ) (個人 カル テ〈医原相談〉-01) カルテ番 号( )

ケアー ・サービス判定衷科累

(夷周 酒ω壱福祉互助会)

」F成 年 月 日

対 象な らびに

サ ービスの内容

1、 一人事 らし

2、 虚 弱ねたき り

3、 痴呆老人

級助}モ源

相 談、訪問(医 摸塙祉)

家庭 介護サー ビス

入浴 サービス

デイサー ビス

伯食

派遣 ホ ームヘル パー

保健婦 ・栄授 士

OT/pT

紹 介 老人 ホーム紹介

連絡 緊忠 連絡

寂旗

民生委員

福祉"務 所

社会福祉協議会

区長

病坑 ・保 健所

消防尋 ・翌類書

栢 会 ポラ ンテア ー団体

家政婦 会

務退 移送

法律 事務所

情報の提供

処置

機関への要請 既存の生活 館

(実 施間 日)サ ービスの利用

図1-2 デ ー タベ ー ス作 成 例(そ の2)



生の情報一 一 情報の収拾一 情報の検討一 情報の処理一 情報の利用

(リ ソース)(デ ータベース)

クラ イ ア ン トー

CT家 族

となり近所
の仲間

自治会役員

民生委員
学区社協協力老一

そ の他

(ボ ラ ンテ ィア)

↑

ソー シ ャル

ワー カ ー

ボ ラ ンテ ィア

1専門家に
・一〉よ る 調 査

1醐 査
・
1
↑
`

合同会議
術策計画

福祉台帳へ 福祉事務所 ・社
記録 協 ・学区協力員

・→・・情態性

緊急性
必要性

処遇法

ランク付
会員認定

その他

相談 ・治療

十

↑

↓

デイケア活動

(生活館活動)

コ ン ピ

ュ ー タ

へ の

入力

生活館活動

(医 療 ・福祉)
検索
研究

統計処理

カ ンフ ァレンス

ケ ー ス マ ネ ジ
メ ン ト

各 種診断 ・治療

カ ンセ リン グ…………↓

一フ ィ ー ドバ ッ ク デ ー タ の 修 正

プライバシー遵守

死亡 ・移転 ・脱

会な ど記録修正

図1-3情 報 の フ ロ ー 図

一7一





2.今 年 度 の デ ー タ ベ ー ス 化

の 目 的
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既 に記 した よ うに、 昨 年 度 か ら継 続 して行 な っ て きた滋 賀 県 守 山市 に在 る美 崎 生 活 館 に

関 わ る高 齢者 を対 象 に、 個 々 人 の 医 療 と福 祉 を 中 心 に収 集 した デ ー タ を元 に 「シル バ ーエ

イ ジの 実 態及 び生 活 に必 要 な 情 報 の デ ー タベ ース構 築 の た め の 調 査 研 究 」 と題 して デ ータ

ベ ー ス の 構築 を行 な っ て きた が、 引 きつ づ い て今 年 度 は 「シル バ ーエ イ ジ の 医 療 と福 祉 情

報 の実 際 的 な 活 用 を 目的 と したデ ータベ ース構 築 」 と題 して 、 前 年 度 の調 査 研 究 を 更 に前

進 さ せ る こ と を 目的 に行 な っ て きた。

先 ず 第 一 番 目 に、 前 回 の デ ータベ ース シス テ ム で はパ ソ コ ン を利 用 して い たが 、 デ ータ

を収 集 し、 デ ータ ベ ース の 体 系 にす る こ とが 先 ず 第1の 目的 で あ り、 ワ ープ ロ機 能 を利 用

して デ ータベ ース を作 成 して い た の で、 検 索 可 能 で はな か っ た。 また容 量 的 に も問 題 が あ

っ た 。 そ こで 今 回 はパ ソ コ ン によ り検 索 可 能 で あ る こ と と容 量 的 に も考 慮 した シ ス テ ム化

を 目指 す こと、 更 にデ ー タ の グ ラ フ 等 の 図表 化 に よ り時 系 列 的 にデ ータ を見 て い く こ とが

で き る こ とを も 目的 に して デ ータ ベ ース の構 築 を行 な っ た。

第2番 目 と して は、 こ の よ うな デ ータ ベ ー ス化 の 目的 は単 にデ ータ を収 集 す るの み で は

な く、 そ れ らの収 集 した デ ータ を う ま く利 用 あ る い は活 用 す る こ とで あ るの で 、 こ れ らの

デ ータ を元 に 医療 と福 祉 の専 門 家 に よ る個 々 の デ ータ の解 析 、 必 要 な 場 合 には処 置 を とる

と い う判 断材 料 に使 用 す る、 いわ ゆ るケ イス カ ンフ ァ レ ンス を 実 施 す る こ と に よ り利 用 し

た 。 そ して更 に追 加 さ れ た デ ータ につ い て は記 入 し、 ま た利 用 した 結 果 相 応 し くな い、 的

確 で な い と判 断 さ れ た デ ータ にっ いて は修 正 、 補 足 の処 理 を行 な い、 デ ー タ ベ ース の活 用

に反 映 させ て い っ た。

第3番 目に パ ソ コ ン通 信網 を利 用 して美 崎 ネ ッ トを設 置 して 、 美 崎 生 活 館 以 外 か らの デ

ータ の イ ンプ ッ トにっ い て、 或 は 高 齢 者 が 生 活 して い く上 にお い て必 要 な趣 味 、 旅 行 、 施

設 、 社 会 設 備 ・施 策 等 の 情 報 を収 集 した高 齢 者 生 活 情 報 デ ータ ベ ー スの 将 来 の 構 築 にっ い

て の 試 み にっ い て も実 施 した。

これ らは 「高 齢 者 問 題 国 際 行 動 計 画 」(1982年8月6日 開 催 の 高 齢 者 問 題 世 界 会 議

)の 中 で述 べ られ て い る高 齢 者 に関 す る情 報 の収 集 、 デ ータ ベ ー ス化 の必 要 性 とも 合 致 す

る もの で あ り,今 後 益 々 この よ うな デ ー タベ ース の 必要 性 が で て くる も の と思 わ れ る。 ま

た 国 内各 所 で も こ の よ うな デ ータ ベ ー スの 開 発 は行 な わ れ て い るが 、 医療 と福 祉 が 別 々 に

行 な わ れ て い た り、 同一 視 しよ う と い う考 えが され て いな いの が 実 状 で あ る。 この 面 で も

医 療 と福 祉 を合 同で と りあ っ か って い る こ とは先 駆 的 な試 み で あ る と いえ る。
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3.デ ー タ ベ ー ス の 構 築



3.1.ハ ー ド面 か ら の 検 討

現 在 、 美 崎 生 活 館 にお いて デ ー タ ベ ー ス構 築 な どの た め に利 用 して い る コ ン ピュ ー タ 及

び周 辺 機 器 は以 下 の 通 りで あ る。

コ ン ピ ュ ー タ

デ ィ ス プ レ イ

ハ ー ドデ ィ ス ク

EMSボ ー ド

プ リ ン タ ー

モ デ ム

イ メ ー ジ ス キ ャ ナ ー

NEC

NEC

TEAC

メ ル コ

EPSON

AIWA

OMRON

PC9801-VX(CPU80286)

HD-101A(100MSCSI)

EMJ-4000L(4M)

LP-2000(ペ ー ジ プ リ ン タ ー)

PV-A24B5(2400BPSMNP5)

HS7RII

これ らはデ ー タ ベ ー ス へ の デ ー タ 入 力 とそ の 出力 の た め に用 い られ て い る。 現 段 階 で の

デ ー タ 処 理 に対 して は 十 分 な 対 応 が で きるが 、 よ り高 速 な デ ー タ検 索 や そ の プ リ ンタ ー へ

の 出力 な ど を考 え る と、 出来 れ ば コ ン ピュ ー タ 本 体 は32ビ ヅ ト、16MHzぐ ら いの 性

能 が 望 ま しい。 特 に、 デ ー タ の 出 力 に関 して はDTP(デ ス ク ・トップ ・パ ブ リッ シ ン グ)

を効 率 的 に利 用 す る こ と を考 え て い るが 、 そ の た め にはWINDOWS3.0が 快 適 に動

作 す る環 境 が 必 要 で あ り、 そ れ には現 在 の16ビ ッ ト機 で は若 干 の無 理 が あ る こ と を否 定

す る こ とは で きな い。

100Mバ イ トの ハ ー ドデ ィ ス ク は現 段 階 で は満 足 い く容 量 で あ るが 、 これ か ら さ ら に

様 々 な 福 祉 、 及 び 医 療 情 報 を イ ンプ ッ トして い く とな る とさ ら に大 容 量 の ハ ー ドデ ィス ク

か 、 あ る い はMO(光 デ ィ ス ク)が 必 要 とな っ て くるか も しれ な い。
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3.2.ソ フ ト面 か らの 検 討

デ ー タベ ー ス の た め の ア プ リケ ー シ ョン ・ソ フ トと して は桐Ver.3((株)管 理 工

学 研 究 所)を 使 用 して い る。 その 際 、 桐 の 一 括 処 理機 能 を用 い て、 目的 の デ ー タ ベ ー ス構

築 の た め に カ ス タ マ イ ズ し、 デ ー タ入 力 や 検 索 な どの便 を は か っ て い る。

桐 を デ ー タ ベ ー ス ・ソ フ トと して採 用 した理 由 と して は、 そ の 高 度 な 一括 処 理 機 能 や 可

変 長 項 目を 扱 え る点 な ど を あ げ る こ とが で きるが 、 いず れ に して も、 文 字 情報 が 主 体 とな

るデ ー タ管 理 に は最 適 の デ ー タベ ー ス ・ソフ トで あ る と言 え る だ ろ う。 デ ー タ 検 索 や 並 び

替 えの 処 理 速 度 、 あ る い は 印刷 な どの 能 力 にお い て も他 の いわ ゆ る リ レー シ ョナル ・デ ー

タ ベ ー ス を抜 き ん出 て い る。

難 点 を あげ る とすれ ば1項 目1000文 字 の制 限 が も う少 し、 大 き くな らな い だ ろ うか

と い う 点 で あ る。 現 時 点 で は1000文 字 を越 え る長 文 の 文 書 情 報 に 関 して は項 目 を分 割

して処 理 せ ざ る を得 な い。 また、 一 般 に公 開 す べ き有 益 な福 祉 ・医療 情 報 は コ ン ピ ュ ー タ

と い う 媒 体 を使 え な い多 くの 人 た ち の た め に印刷 して配 布 さ れ るべ きで あ るが 、 そ の た め

に も桐 の デ ー タ を 自由 自 在 に切 り張 りで き る よ う に、 で きれ ばWINDOWS対 応 版 が で

き る こ とが 期 待 され る。

コ ン ピュ ー タ と い うメ デ ィ アが 情 報 を排 他 的 に管 理 す る もの で は な く、 コ ン ピ ュ ー タ に

全 く縁 の 無 い者 が そ の蓄 積 さ れ た有 益 な情 報 を得 るた め には 、 や は り、 印 刷 に よ る メ デ ィ

ア が 大 きな 力 とな る こ と を無 視 す る こ とは で きな い。 美 崎 生 活 館 で はで き るだ け迅 速 に そ

の 様 な 作 業 を進 め られ る よ う にデ ー タ ベ ー ス とDTPと の 連 繋 を積 極 的 に考 え て い る。 単

調 な ワ ー プ ロ文 書 で はな く、 写 真 な どの グ ラ フ ィッ ク を含 め た 視 角 的 にも魅 力 あ る 紙 面 作

りをそ こで は 目指 して い る。

DTP用 の アプ リケ ー シ ョ ン ・ソ フ トと して は アル ダ ス ・ペ ー ジ メ ー カ ー3.OJ/S

Eを 用 いて い る。 こ れ はWINDOWS対 応 ソフ トで あ るが 、 これ に よっ て文 書 編 集 作 業

を非 常 に多 角 的 かっ 効 率 的 に行 え る よ うに な った。
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3.3.デ ー タ の 内 容 項 目 か らの 検 討

デ ー タ入 力 の た め の フ ォー ム は次 ペ ー ジの よ う に な る。 た だ し、 この デ ー タ すべ て をデ

ィス プ レイ上 で 見 る こ と は不 可 能 で あ る し、 ま た、 その デ ー タ を上 か ら下 まで ス ク ロー ル

さ せ て 見 る こ とは煩 わ しいの で 、 デ ィ スプ レイ上 の 便 宜 を は か る ため に一 件 の デ ー タ を次

に 示 す よ う に4っ の カ テ ゴ リー に分 割 して、 それ を一 括 処 理 に よ る編 集 対 象 表 の 切 り替 え

によ っ て必 要 な デ ー タ の み をデ ィ スプ レイ上 で 確 認 で き る よ う に した。

デ ー タの 内容 項 目の詳 細 を説 明 す る前 に、 桐 の 一 括 処 理 に よ る操 作方 法 を述 べ る こ と に

す る 。 画 面 上 部 と下部 に あ る メニ ュ ー ・バ ー にお け る カー ソル の 移 動、 あ る い は メ ニ ュ ー

上 の ア ル フ ァベ ッ トの 直 接 入 力 に よ りそれ ぞ れ の 機 能 を選 択 す る こ とが で き る。

(1)フ ァ イ ル(F)

1:基 礎 資 料 、2:家 庭 環 境 、3:健 康 状 態 、4:公 的 福 祉 、5:生 活 館 サ ー ビ ス

の 各 項 目 が ポ ヅ プ ア ッ プ ・メ ニ ュ ー の 中 か ら 選 択 で き(表 示 中 の フ ァ イ ル は 『☆ 使

用 中 ☆ 』 と な る)、 そ れ に よ っ て 一 件 の フ ァ イ ル の5っ の カ テ ゴ リー の 中 か ら任 意

の も の を デ ィ ス プ レ イ 上 で 切 り替 え る こ と が で き る 。

T㌻F/フバ 雪 雪'一 ■畔 警 醒 評 熟 ㌻囲 　

No.■

'踊w題
____

㎜ 品函三顧緬■ 太郎 よ み みさき たろう 性 別 男

会員
2={

3:

4:公 ・

5:生1

生年 月日1920年1月1日(満72才)死 亡 日

世帯 酌一ビス 健康状態B受 給 している年金 老齢福祉年金

ま

い

1生 所
〒524守 山市今浜町美崎1

学 区=美 崎 自治会:美 崎

連絡法 電話(自 宅):0775-99-9999電 話(モ の他):

種 類 社宅 ・公営 大きさ1LDK備 考 日当たりが悪い

稼 動
前住所:守 山市勝部町 転入時期=1986

転出先=転 出時期=

→ 工 固定_
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一
・・.3}名 剛 美崎 太郎1よ み1み さき たろ う 巨 司 男

会員(1992年 か ら)1生 年 月 日1192・ 年1月1日(満72才)1死 亡 日1

世舗 成1ひ とり暮 らし 健 康状態IBI受 給している年金 麟 福祉年金

住

ま

い

住 所
〒524守 山市今浜町美崎1

学 区:美 崎 自治会:美 崎

連絡法 電 話(自 宅):0775-99-9999電 話(そ の 他):

種 類 社宅 ・⇒ 大 きさ11LDKl儲1日 当た りカ・悪 い

移 動
前住所:守 山市勝部町 転入時期:1986

転 出先:転 出時期:

家 庭 環 境

一人暮 ら し 原因:配 偶者 の死1986年 から

同居家族 1 12113114115

別居家族

名 、前 続 柄 住 所 電 話

6 美崎 一郎 長男 守 山市美崎100 99-8888

7 守山 花子 長女 守山市勝部町99 99-7777

可能な介護剤 家族の中でi長男 家族以外で111調 看護121

燗 関係 隊 旗と・普通 繊 と・髄 近隣 友人と澗 題あり

主な訪問者1訪 問者あり 訪問者名 滋 賀 次郎 雛 ・週に唖

備 考 已 さん以外はほとんど燗 関係力・ない

健 康 状 態

体の健劇 普副 既往司 臓 病・関節炎1精 神の状司 もの忘れ

体の不自由
見 に くさ:普 通 ふ らつ き:普 通

もの が言 い に くい:良 好 痺 れ 、 こ り、 痛 み:悪 い

通院/入院中の病劇 琵琶湖病院 通院鍛/入 幽 間 ・週壱・渡 くらい

日鞠 作 已 事 ・自分でできる 鞭 ・自分でできる

着脱:自 分 でできる 入浴:自 分 でできる 歩行:自 分 でできる

家 司 餌 ・自分 でできる 掃除 ・自分でできる 買物 ・自分 でできる

寝たきりになった原図 その時期 ・

社会参加111宗 教団体121町 内会131141

ケアー コーデ ・ネイシ ・ヨ

公的サー ビスの必要性

コ ー ド 必要なサー ビス 実 施 期 日 / 備 考

訪 問:家 庭介護サー ビ
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(2)検 索(K)

名 前 によ っ て デ ー タ を検 索 す る。 もち ろ ん、 この部 分 の 検 索項 目 を増 や す こ と は容

易 にで き るが 、 実 際 上 、 名 前 に よっ て 検 索 す る こ とが ほ とん どな の で この よ う に し

た。 必 要 が 生 じれ ば 、 順 次 、 他 の検 索 項 目 を取 り入 れ る こ ともで き る。

『 チ 　A一 =.一 項－K/検索 酬 ■ 醒 『醒1醗 『
*噛 囲 　☆

籟譲 渡璽
N・⇒ 名 前ll燗 …1よ 司 みさき たろう1性 男・」已

会員 (1992年から唯 朝 日1192・年1月1日(満72才)1死 亡日1

世帯馴 ひとり暮らし11離 状態IBI受 給している年金1老齢福祉年金

住

ま

い

住 所
〒524守 山市今浜町美崎1

学 区=美 崎 自治会=美 崎

連絡法 電話(自 宅)=0775-99-9999電 話(モ の他)=

種 類 社宅 ・公営1大きさゆK1鮪b当 たりが悪い

移 動
前住所:守 山市勝部町 転入時期:1986

転出先:転 出時期:

→
乙 甲美崎生活館

(3)整i列(S)

1:カ ル テ 番 号 順 、2:名 前 あ い うえ お 順 、3:健 康 状 態 順 の 中 か ら選 択 す る こ と

に よ って、 そ れ ぞ れ の順 序 に デ ー タ を整 列 し直 す こ とが で き る。 整 列 に関 して も必

要 な らば、 他 の 整 列 項 目 を取 り入 れ る こ とが で き る。

㌣7-i開
方1s/整列甲嬰 鷲 興 醒 詞〔囲 　

N・螂 名 川 美崎 太郎 離 離 醤iた ろう1剛 男
3:会員(1992年 から)1生 年
2:譲 織 えお順

満72才)1死 亡日1

世帯却 ひとり暮らし1糠 状態1川 受給している剰 老齢福祉年金

住

ま

い

住 所
〒524守 山市今浜町美崎1

学 区:美 崎 自治会:美 崎

連絡法 電話(自 宅)=0775-99-9999電 話(モ の他):

種 類 社宅 ・公営1大 きさ11LDKl鯖1日 当たりが悪い

稼 動
前住所:守 山市勝部町 転入時期:1986

転出先:転 出時期=

→… 薗醐 開 超嘩 1:'F,'r美崎 生 活 館 個 人 力
1レデ7㌘ 罵 声1'㌻㌻ 響.'國 ■皿 咀r㍗ ゴ'ト
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(4)選 択(C)

1:カ ル テ 番 号 、2:性 別 、3:会 員/非 会 員 、4:誕 生 月 、5:年 齢 、6:健 康

状 態 、7:住 所 の 項 目 に よ っ て デ ー タ を 選 択 し、 さ ら に 複 数 選 択 す る こ と に よ っ て

必 要 な デ ー タ を 絞 り こ ん で い く こ と が で き る。8:☆ 一 段 選 択 解 除 、9:☆ 全 選 択

解 除 に よ っ て 、 そ れ ぞ れ 絞 り こ ん だ デ ー タ を 一 段 前 に 、 あ る い は 初 期 の 段 階 へ と選

択 を 解 除 す る こ と が で き る。

No.■ 眉 名 前 美崎 太郎

会員(1992年 か ら)生 年月日1920

世帯構成 ひとり暮ら し 健康状態

除簾轟轟段選一
全

☆
☆

念
免

員会ド月
月

貴
生
齢

会
誕
年

〒524守 山市今浜町美崎1

区:美 崎 自治会=美 崎

連絡法 電話(自 宅)=0775-99-9999電 話(そ の他)

社宅 ・公営 大きさ1LDK

前住所:守 山市勝部町

転出先:

備考 日当たりが悪い

牽云入日寺其日:1986

転出時期:

康_,璽 享㍗ 三 ・美崎生活館1臥 加 テ〔 聴 ・摩 唖 囲r

(5)印 刷(P)

部 数 を指 定 してデ ィ スプ レイ 上 で表 示 して い るデ ー タの 全 項 目 を、 先 に示 した よ う

な 形 で 印 字 す る。 部 数 の 初期 値 は1部 とな って い る。 ま た、[CTRL]+[GR

PH]で デ ィス プ レ イ画 面 の ハ ー ドコ ピー を す る こ とも で き る。

『-i幣
力F『∵ ■願腰P`印 型ご醗 ぞ⌒ 　

N・・副 名 前1美崎 太郎1よ み1みさき たろう1性 別已

会員(1992年 から)1生 年∋192・ 年1月1日(満72才)1死 亡日1

世帯酬 ひとり暮らし1健 劇剰Bl受 給している年金1老齢福祉年金

"

ま

い

住 所
〒524守 山市今浜町美崎1

学 区=美 崎 自治会:美 崎

連結法 電話(自 宅)=0775-99-9999電 話(モ の他):

種 類 社宅 ・公営1大きさゆKl螂 日当たりが悪い

群 動
前住所:守 山市勝部町 転入時期=1986

転出先:転 出時期=

印席1」言β数は?>1

圏 ■圃 三 ヨfillma■騙 ■■■■■■手同畷 謹 書5-::1変囲 ■罪 ■■圃 ■
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(6)編 集(E)

通 常 、 デ ー タ の検 索 者 は この編 集 機 能 を使 う必 要 はな い。 この編 集 コマ ン ドを選 択

す る こ とに よ って 、 い った ん一 括 処 理 作 業 を抜 け出 して 、 普 通 の 会 話 処 理 の 状 態 に

入 る こ とが で き る。 デー タ入 力 作 業 にお い て この モー ドを使用 す る。

帳票繍 礁 表福 助 ㌦ 割 舗KI*美 崎 遅 引iE*

N・螂 名 前1美崎 太郎1よ 一司 みさき たろう1性 別1男

会員(1992勒 ら)1生 年朋1192・ 年1月1日(満72∋ 死亡日1

世帯却 ひと噌 らし1離 状態1叶 受季合している年金1老齢福祉年金

住

ま

い

住 所
〒524守 山市今浜町美崎1

学 区:美 崎 自治会=美 崎

連絡法 電話(自 宅)=0775-99-9999電 話(そ の他):

種 類 社宅・公営1大きさゆK帷 旧 当たりが悪い

移 動
前住所=守 山市勝部町 転入時期=1986

1転出先:転 出時期=

→
劃 緬誓1議■臨 …縞 柄自 彊 闘 ■ 囲

(7)そ の 他(0)

1:フ ァイ ル属 性 、2:終 了 の 選 択 項 目が あ る。

う な作 業 対 象 フ ァ イル の 様 々 な 属 性 を表 示 す る。

終 了 して桐 の 初 期 メニ ュー へ と戻 る。

1を 選 択 す る と次 ペ ー ジ に示 す よ

2を 選 択 す る と、 す べ て の 作 業 を

溜r腎r煕 『畔 警醒璽■6襲懸 膿 欝
⇒ 名 前1美崎 太郎 囲 みさき たろうll⌒ 自.
会員(1992年 から)1生 年朋1192・ 年1月1日(満72才)1死 亡日12終 了

世帯綱 ひとり暮らし 帷 状態IBI受`合 している年金声 福祉年金

住

ま

い

住 所
〒524守 山市今浜町美崎1

学 区=美 崎 自治会=美 崎

連絡法 電話(自 宅):0775-99-9999電 話(モ の他):

種 類 社宅 ・公営1大 きさ11LDKl構1日 当たりが悪い

穣 動
前住所=守 山市勝部町 転入時期=1986

転出先:転 出時期:

趣 岨 囲 墓蕪 蒸 管 端 生活食官{臥加 テ芦願 で'_〔 〔
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B:¥KIRI¥MISAKI¥卜IISAKI.TBLの 属 性 調 査 結 果 で す 。

秦竃 狐 黍§鞠 固人力ルテ
イ乍成 は1991.07.21

難R,mpis値 は892・02・14項

量 は86
タ
不雇
フ

索
引
一つ

 

蓼 ま
( は

ファイル イズ は
レコー ド は

0

3

0

45056バ イ ト

3

リターンキーを押 してください 蹴:

(8)UP(U)

現 在 、 表 示 中 の デ ー タ の 一件 前 のデ ー タへ と移 動 す る。

(9)DOWN(D)

現 在 、 表 示 中の デ ー タ の 一 件 後 の デ ー タ へ と移 動 す る。

(1)と(8)、(9)に よ る画 面 上 の移 動 を 図式 化 す る と次 の よ う に な る。

← 一 「 フ ァ イル 」 に よ る選 択 一 一今

UP

DOWN

基礎資料 家庭環境 健康状態 公 的福祉 生 活 館

サ ー ビス

一ー一

画面上の
…

[
デ ー タ

ーー一一ー一一

1

、

一
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次 にデ ー タ ベ ー ス の各 項 目 につ い て簡 単 な 説 明 を加 え る。 総 数96個 の デ ー タ 入 力 箇 所

に対 して、 選 択肢 か ら選 ぶ こ との で き る項 目 に関 して は 下 図 の 例 に見 られ る よ うな ポ ップ

ア ヅプ ・メ ニ ュ ー を用 い た。

帳票形式`礁 訂轟 人 力㍉ 零MlsnKI
*美 崎 空 曇引i官A

生年月日1920年1月1日(満72才)

受給 している年金 闘齢福祉年金

〒524守 山市今浜町美崎1

区:美 崎 自治会=美 崎

社宅 ・公営 大きさ1LDK

前住所:守 山市勝部町

転出先:

峯鰻
転出時期=

→
囲 。1鴨 冒嗣 ■ 桐1遍廓踊 圃 酬 喧

以 下 にカテ ゴ リー ご と に桐 か らの 項 目名 の 出力 を表 示 し、 必 要 な 説 明 を加 え る。

【基 礎 資 料 】

『 ■ 晒濯閂幣『c『 噸 警『評悪露膏 ぽ 嚥

N・'31名 前1美崎 太郎1よ み1み さき たろう1性 別1男

会員(1992年 から)1生 朝 日11鱗1月 田(満72才)1死 亡日1

世帯却 ひとり暮らし1願 状態IBI受 ‖糺 ている剰 老齢福祉年金

住

ま

い

住 所
〒524守 山市今浜町美崎1

学 区:美 崎 自治会:美 崎

連絡法 電 話(自 宅):0775-99-9999電 話(モ の 他 、=

種 類 社宅・公営已 さゆK瞬 旧当たりが悪い

穣 動
前住所:守 山市勝部町 転 入時期:1986

手量出先:車 云出日寺期=

桁固定→.- t/` 美崎生活館 個 ・k加トデ
]D/DOWN;:
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1カ ルテ番号

2会 員
3入 会年

4名 前
5よ み

6性 別

7誕 生年
8誕 生 月

9誕 生 日

10満 年齢

11死 亡 日

12世 帯構成

13健 康状態
14年 金

15郵 便番号
16住 所

17電 話1

18電 話2

19学 区

20自 治会

21住 まい

22住 まいの大 きさ

23前 住所
24転 入時期

25転 出先住所

26転 出時期

27備 考1

字種{半 角}

{1:会 員,2:非 会 員}

字 種{半 角}

{1:男,2:女}

字 種{半 角}

字 種{半 角}

字 種{半 角}

{1ひ と り 暮 ら し,2:老 人 夫 婦 の 世 帯,3:同 居 世 帯,4:そ の 他}

{1A,2:B,3:C,4:D,5:E,6:F,7:G}

{1老 齢 福 祉 年 金,2:厚 生(共 済)年 金,3:恩 給,4:生 活 保 護,5:}

{1524,2:524-01,3:524-02.4:}

字 種{半 角}

字 種{半 角}

{1:自 家,2:借 家,3:間 借.4:ア パ ー ト,5:社 宅 ・公 営,6:}

{1:1LDK,2:2LDK,3:3LDK,4:}

字 種{半 角}と な っ て い る の は デ ー タ値 と して 半角 文 字 を要 求 す る とい う意 味 で あ る。

ま た 、{1:…,2:…}と あ るの は先 に述 べ た ポ ップ ア ッ プ ・メ ニ ュー の 内容 を示 し

て い る 。 この記 述 の仕 方 は後 の カ テ ゴ リー にお いて も共 通 した もの で あ り、 そ れ を理 解 す

る こ と に よ っ て各 デ ー タ 項 目が どの よ うな 種 類 の デー タ を要 求 して い るか が 容 易 に推 測 で

き る で あ ろ う。 この基 礎 資 料 の 中 で さ らに付 け加 え る と す るな らば、 項 目10の 満 年 齢 は

項 目計 算 式 に よ り自動 的 に記入 され る と い う こ とで あ る。 この 基 礎 資 料 は文字 どお り基 礎

的 な デ ー タ を扱 って お り、 主観 に左 右 され に くい客観 性 の あ る デ ー タ を対象 と して い る。
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【家 庭 環 境 】

蒙聖 駕償 一 一:一 澗 唖 陸 謬 聞因て≡
一 人 暮 ら し, 原因:配 偶者の死1986年 か ら

同居家族 1 回131同15

別居家族

.◇ ふ輪
一日 目|」 続 柄 住 所 電 話

6 美崎 一郎 長男 守山市美崎100 99-8888

7 守山 花子 長女 守山市勝部町99 99-7777

可能な舗 訓 蒙働 中で1長男 家族嚇 で川端 醸121

燗 酬 家族ピ 韻 繍 と・普通 近隣・友人と・問題あり

主な訪問者1訪問者あり 訪問者名:滋 賀 次郎 頻度=週 に一度

備 考惨 さん以外はほとんど人間関係がない

8

0
0

0

1

9
白

り
0

4

り
α

9
'

り
0

り
0

り
0

0
0

う
0

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

3

3

3

3

3

4

4

4

4

4

4

→
㌣㌍:㌍一 軍雪雲饗 ツ箒1言㌣美崎生活館

同居家族1
同居家族2
同居家族3
同居家族4
同居家族5
同居家族6
一人暮らしの原因

その時期
別居家族1
続柄1
住所1
その電話1
別居家族2
続柄2
住所2
その電話2
介護者(家 族)
介護者(家 族以外) 1

46介 護者(家 族以外)2

7

0
0

0
∨

0

1

0
乙

り
0

4

4

4

5

C
U

【
U

眞
U

家族との関係
親戚との関係
近隣との関係

訪問者
訪問者名
頻度
備考2

個 人 カ ル テ ▽i『 踏 貫 ・類 註 こ一 驚吉 汽

{1:配 偶 者.2:息 子,3:娘,4:そ の 配 偶 者,5:孫,6:}

{1:配 偶 者,2:息 子,3:娘,4:そ の 配 偶 者,5:孫,6:}

{1:配 偶 者,2:息 子,3:娘,4:そ の 配 偶 者,5:孫,6:}

{1:配 偶 者,2:息 子,3:娘,4:そ の 配 偶 者,5:孫,6:}

{1:配 偶 者,2:息 子.3:娘,4:そ の 配 偶 者,5:孫,6:}

{1:配 偶 者,2:息 子,3:娘.4:そ の 配 偶 者,5:孫,6:}

{1:配 偶 者 の 死,2:子 の 死,3:子 の 転 勤,4:本 人 の 希 望,5:家 庭 の 事 情

,6:未 婚,7:}

字 種{半 角}

{1:親 戚.2:近 所 の 人,3:家 政 婦,4:ホ ー ム ヘ ル パ ー,5:訪 問 看 護,6:

介 護 看 な し,7:}

{1:親 戚,2:近 所 の 人,3:家 政 婦,4:ホ ー ム ヘ ル パ ー,5:訪 問 看 護,6:

介 護 者 な し,7:}

{1:良 好,2:普 通,3:問 題 あ り,4:悪 い,5:}

{1:良 好,2:普 通,3:問 題 あ り.4:悪 い,5:}

{1:良 好,2:普 通,3:問 題 あ り,4:悪 い,5:}

{1:訪 問 看 な し,2:訪 問 者 あ り}

この カ テ ゴ リー は 訪 問 な どの 機 会 を通 じて得 た会 員 の 家 庭 を 取 り巻 く諸 状 況 を扱 う。 家

庭 内 と家 庭 外 にお け る患 者 の 人 間 関 係 をつ か む こ とに よ っ て 、 よ り適 切 な 福 祉 サ イ ドか ら

の 処 置 を施 すた め の資 料 と して役 立 て る こ とが 目的 で あ る。
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【健 康 状 態 】 :F/フ"ffi'`1一睡 翻 ■ 瓢 煕 認 圃 匪 一 言一 三　

体唖 図 普通 唾 往症卜臓 病関 節炎1精 網 状況1もの忘れ

体の不自由
見 に くさ=普 通 ふらつ き:普 通

ものが言いに くい:良 好 痺れ、 こり、痛み:悪 い

通院八 時中の繍1題 湖病院 通喘 献 院鯛 ・週に一度くらい

日常重囲 食事 油 分でできる 鞭 ・自分でできる

着脱=自 分でできる 入浴:自 分でできる 歩行:自 分でできる

家 事1食事 泊 肝 できる 掃除 ・自分でできる 買物 ・自分でできる
一 ・

寝たきりにな・た駆1モ 塒 期 ・

社会参加111宗教団体121町 内会131141
1

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

5

5

5

5

5

5

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

7

7

体の健康

既往症

見に くさ
ふ らっ き

ゴ 『鴎■■i■

ものが言 いに くい

痺れ、 こ り、痛 み

病院名

頻度、期間
精神の状況

食事

排便

着脱

入浴

歩行

食事2

掃除

買 い物

寝 たきりになった原因

72そ の時期2

73社 会参加1

74社 会参加2

75社 会 参加3

76社 会参加4

77ケ ア ー コー デ ィネ イ シ ョン

・ ∵ ゴ 美崎生活館 個人力ルデ:三 二

{1:健 康,2:普 通,3:虚 弱}

{1:良 好,2:普 通,3:悪 い}

{1:良 好.2:普 通,3:悪 い}

{1:良 好,2:普 通.3:悪 い}

{1:良 好,2:普 通.3:悪 い}

・三顧■⑳ ■

{1:正 常,2:も の忘 れ,3:失 見 当,4:異 常}

{1:自 分 で で きる,2:介 助必 要,3:全 面 介助}

{1:自 分 で で きる,2:夜 便 器使 用,3:お む つ}

{1:自 分 で で きる,2:介 助必 要,3:全 面 介 助}

{1:自 分 で で きる,2:介 助 必要,3:全 面 介 助}

{1:自 分 で で きる,2:介 助必 要,3:全 面 介 助}

{1:自 分 で で きる,2:協 力 必要.3:で きな い}

{1:自 分 で で きる,2:協 力必 要,3:で き な い}

{1:自 分 で で きる,2:協 力 必要,3:で きな い}

{1:.2:脳 卒 中,3:リ ウマ チ様 疾患.4:高 血 圧.5:心 臓疾 患.6:喘 息 ・

気 管 支 炎,7:結 核,8:老 衰,9:悪 性 腫 瘍,10:骨 折(事 故),11:痴 呆,12:

胃腸 病,13:視 力障 害,14:精 神 障害}

{1:老 人 クラ ブ,2:町 内会,3:学 習 会.4:宗 教 団 体.5:奉 仕 活 動,6:シ

ルバ ー 人材 活 動,7:就 労.8:昼 間施 設 の 利 用,9:ゆ いの里,10:}

{1:老 人 クラ ブ,2:町 内 会.3:学 習会,4:宗 教 団 体,5:奉 仕 活 動,6:シ

ルバ ー 人材 活 動.7:就 労,8:昼 間施 設 の 利 用,9:ゆ いの里,10:}

{1:老 人 クラ ブ,2:町 内 会,3:学 習 会,4:宗 教 団 体,5:奉 仕 活 動,6:シ

ルバ ー 人材 活 動,7:就 労,8:昼 間施 設 の利 用,9:ゆ い の里,10:}

{1:老 人 クラブ,2:町 内会,3:学 習 会,4:宗 教 団 体,5:奉 仕 活 動.6:シ
ルバ ー 人材 活 動,7:就 労,8:昼 間施 設 の 利 用,9:ゆ い の里,10:}

訪 問 者 、 あ る い は医 師 の 観察 によ る健 康 状 態 を この カ テ ゴ リー は扱 う。 日常 的 な 生 活 能

力 を把 握 す る こ と によ っ て、 必 要 な福 祉 サ ー ビスや 医 療 サ ー ビ ス な ど を迅 速 に提 供 す る こ

とが 望 まれ る。
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【公的サービスの必要性】當自活 漂;嬬 『 一 一 マ囲 ぎ 蹴 認 「〉一

コ ー ド 必要なサービス 実 施 期 日 ∫ 備 考

■ 訪問=デ イサービラζ

031 紹介=老 人ホーム紹介 できるだけ近 くに

052 移送=情 報の提供 燃えにくいカーテンの紹介

78サ ー ビス コー ド1

79必 要 なサ ー ビス1

80実 施期 日1

81サ ー ビス コー ド2

82必 要 な サー ビス2

83実 施 期 日2

84サ ー ビス コー ド3

85必 要 なサ ー ビス3

86実 施 期 日3

転 ・_騨 定言 螺 ・美崎蝋 巨鯨 加げ 冥 ∵ 一一 囲 晒 一

字 種{半 角}

表 引 き{【 サ ー ビ ス コ ー ド1],聾SERVICE1.TBL',,[サ ー ビ ス コ ー ド],

{必 要 な サ ー ビ ス]}

字 種{半 角}

表 引 き{[サ ー ビ ス コ ー ド2],'SERVICEI.TBL',,[サ ー ビ ス コ ー ド】.

[必 要 な サ ー ビ ス]}

字 種{半 角}

表 引 き{[サ ー ビ ス コ ー ド3],'SERVICE1.TBL",,[サ ー ビ ス コ ー ド],

[必 要 な サ ー ビ ス]}

サ ー ビ ス コ ー ド 一 覧

サ ー ビス コー ド 必要 なサー ビス
011 訪問:家 庭介護サー ビス
012 訪問:入 浴サー ビス
013 訪 問:デ イサ ー ビス
014 訪問:給 食
021 派 遣:ホ ー ム ヘル パ ー
022 派遣:保 健婦 ・栄養士
023 派遣:OT/PT
031 紹介:老 人 ホー ム紹介
032 紹介:ボ ラ ンテ ィア団体
033 紹介:家 政 婦会
041 連絡:緊 急 連絡
042 連絡:家 族
043 連絡:民 生委員
044 連絡:福 祉事務所
045 連絡:社 会福祉協議会
046 連絡:区 長
047 連絡:病 院 ・保健所
048 連絡:消 防署 ・警察署
051 移送
052 移送:法 律事務所
052 移送:情 報 の提供
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家庭 環 境 、 健 康 状 態 か ら考 え て早 急 に必 要 と され る公 共 機 関 に よ る福 祉 サ ー ビス を記 入

す る。 この 判 断 に基 づ い て、 患 者 と公 共 サ ー ビス との 間 の 円滑 な 情 報 交 換 を仲 介 す る こ と

を 目的 とす る。 こ こで は 、 前 ペ ー ジの 一 覧表 にあ る よ う にサ ー ビス を コー ド化 して、 そ れ

を桐 の 表 引 き機 能 によ っ て 利 用 して い る。

【美 崎 生 活 館 の サ ー ビス 利 用 】

願羅一 漏 『鷹羅 輸 罵 評 圃 遇 闘 雪国品濃潟

1992年1月11日

N・.31名 川 錨 太郎1よ み みさき たろう

利用サービス111頗 訪問12

備 司 ホスピスのことに閲 端 たれてし・る様子であった・

医 療 相 談

血 圧 トlaxBP=150 卜伽BP= 1・・1識 者1岡 田 医師

備 考 手にむくみがある。

美 崎 生活 館 が行 って い る友 愛 訪 問や 医療 相 談 な どの利 用 記 録 で あ る。 同 時 に、 そ の 際 、

気 の 付 いた心 理 的 な動 向 や 健 康 状 態 の変 化 な ど も記 さ れ る 必要 が あ る。 備 考 欄 には 最 大1

000文 字 ま で の文 字 入 力 が 可 能 で あ る。

■ ■ ■ ま と め ■ ■ ■

一 人 の人 間 が 持 っ て い る福 祉 サ イ ドへ の 情 報 と医療 サ イ ドへ の 情 報 を総 合 的 にデ ー タ ベ

ー ス 化 す る こ とは、 全 人 的 な人 間 理 解 に多 少 な りとも貢 献 で き る成 果 で あ ろ う。 人 間 を分

節 的 に ど らえ て、 い わ ゆ る管 理 す る ため の デ ー タ収 集 とは 明 らか に 目指 して い る方 向性 が

異 な っ て い る。 しか し、 よ り人 間 的 な理解 を追求 して い くた め に は、 デ ー タベ ー ス 化 そ の

も の が 本 来 的 に 内包 して い る危 険 性 に関 して も配慮 す る必 要 が あ る。 デ ー タ ベ ー ス は そ の

デ ー タ が 入 力 さ れ た時 点 にお け る個 人 の 情 報 を即 時 的 に管 理 す る。 他 方 、 生 きた 人 間 が 有

す る情 報 の ソー ス は刻 々 と変 化 す る可 能 性 を秘 め た もの で あ る。 美 崎 生 活 館 の 個 人 カ ル テ
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・デ ー タ ベ ー ス に即 して 言 え ば
、 基 礎 資 料 の よ う に極 め て変 動 の 少 な い デ ー タ も あ るが 、

む しろ、 重 要 な の は家 庭 環 境 、 健 康 状 態 、 美 崎 生 活 館 の サ ー ビ ス利 用 な ど変 化 しや す い デ

ー タ で あ る。 特 に、 具 体 的 な接 触 を通 じて 得 た感 想 は主 観 的 で あ るか も しれ な いが 、 デ ー

タ と して は忘 れ ず に イ ン プ ヅ トさ れ て い くべ きで あ る。 この デ ー タベ ー ス で は備 考 欄 に十

分 な 記 入 領 域 が あ る の で、 そ こを 利 用 す べ きで あ る し、 実 際 的 に は美 崎 生 活 館 の サ ー ビス

利 用 の カ テ ゴ リー に お い て 日時 と と も に観 察 さ れ得 る心 理 的 な 変 化 を書 き とど め て お くこ

とは 極 め て重 要 で あ る。 そ の 作業 を地 道 に続 け て い くこ と に よ って 人 間 を即 時 的 な対 象 物

と して で は な く、 共 時的 な 連帯 の 内 に理 解 す る道 が 開 か れ て い くだ ろ う。 そ の た め にデ ー

タ ベ ー ス の枠 組 み 自体 が 柔 軟 に改 め られ て い くこ と は望 ま しい こ とで あ る。

この デ ー タベ ー ス で は会 員 の微 細 な 心 理 的 変 化 を追 跡 す る た め の 項 目 は ま だ も う け られ

て いな い。 しか し、 この こ とは健 康 状 態 の 医 学 的 な チ ェ ッ ク と共 に一 人 の 人 間 を他 面 的 に

理 解 す る た め に はぜ ひ と も 必要 な こ とで あ るの で 、 美 崎 生 活 館 の サ ポ ー ト体 制 の 充 実 に合

'わ せ た 適 切 な メ
ン タル ・チ ェ ヅク が 将 来 的 に は期 待 され る。 今 回 は まだ 限 られ た 情 報 の 中

か ら具 体 的 なデ ー タベ ー ス の応 用 例 と して 、 次 の 章 に見 られ る よ うな ケ ー ス カ ン フ ァ レ ン

ス を試 み たが 、 人 間 が 持 つ 様 々 な不 満 、 不 安 、 希 望 と いっ た 心 理 的 な 側 面 が デ ー タ と して

蓄 積 さ れ て くれば 、 自ず とよ り実 りあ る成 果 を期 待 す る こ とが で き るで あ ろ う。
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4.美 崎 シ ル バ ー エ イ ジ デ 一 夕 ベ ー ス

(MSADB)の 利 用
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4.1平 成3年 度 活 動 に際 して

1)確 認 事 項

1.本 活 動 を シル バ ー エ イ ジ ・デ ー タベ ー ス委 員 会(SADBAサ ドバ)と す る
。

2.本 活 動 、 ケ イ ス カ ン フ ァ レ ン ス を月1回 開催 す る
。

3.ラ ン ク別 管 理 は 従 来 通 りの シス テ ム で 継 続 す る。

4.CCの 対 象 を美 崎 生活 館 の 会 員 に限 定 す る。

5.緊 急 以 外、 館 長 の判 断、 対 処 は控 え、 定 例 のCC(総 合 判 断会)に よ る方 針 に基

づ いて処 す る こ と。

6.そ の他

福 祉 か らの アプ ロー チ と して 以 下 の2点 を確 認 した。

対 象 者 の 生 活 を3っ の レベ ル で把 握 す る こ と。

1.知 的 レベ ル 、2.情 的(感 情)レ ベ ル、3.行 為 レベ ル

2)審 議 事 項

ク ラ イ ア ン トの対 処 に あた っ て 従 来 の個 別 化(1人1人 の ニ ー ドに あ わ せ て個 別 的 な

対 応)で は な く、 キ ー パ ー ソ ン を中 心 とす る集 団(グ ル ー プ)の1メ ンバ ー と して ケ

ア ー して い く。 検 討 の結 果 、 以 下3っ の グ ル ー プ とす る。

K－ グ ル ー プ 、 小 林 グル ープ 、 大 曲 グ ル ー プ

4.2第1回 ケ イ ス 会 議

第1回 ケ イ ス 会 議 の 議 題 と して 次 の よ うな項 目 にっ い て検 討 した。

1.死 亡 に よ るケ イ ス削 除,移 動 、

2.要 介 護 ケ イ ス(準B)

3.そ の 他

*死 亡 ケ イ ス;015(男 性)氏 の ほ か年 内 に死 亡 した数 ケ イ ス
。

*ラ ンク の変 更(ラ ン クBよ り病 状 変 化 の よ り重 ケ ア ーラ ン クへ の 変 更);
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029女 性(老 人 痴 呆 症)夫 の 介 護、 家 庭 の 状 況(介 護 苦 の た め息 子 夫婦 が 家 を

出 る)、 介 護 者 の ニ ー ド(家 庭 で介 護 で きる よ うな設 備 の 整 備 、

風 呂、 ホ ームヘ ル パ ーの 利 用 、 福 祉 機 器 な どの 紹 介)、 課 題 相

談 にの るか ど うか?

*K－ グル ープ の そ の 後 の 活 動 状 況(報 告 と問 題 点)

049女 性

019女 性

031女 性

028女 性

004男 性

035女 性

007女 性

*大 曲 グル ープ

Kグ ル ープ の メ ンバ ーで あ るが 「最 近 様 子 が 変 」 「ね た き り」

「失 禁 」 が 心 配 で仲 間 との ま じわ りが と ど こお る。

Kグ ル ープ の メ ンバ ー、 最 近 頭 痛 が ひ ど くな る、CT異 常 な し

ホ ーム ドクタ ー に安 定薬 を懇 願 して い る。 ただ し家 族 に 内 緒?

91年8月 ころ よ り寝込 ん で い る。

91年8月 ころ よ り寝込 ん で い る。

怪 我(事 故)が 原 因で その 後 経 過 が 悪 く寝 込 む よ う にな る。

小 林 住 宅 の キ ーパ ー ソ ン事 情 によ り生 活 館 活動 に参 加 で きな い

(理 由 は小 学 低 学 年 の2人 の ま こ の 食 事 の 世話 の た め)、 老 人

ホ ー ムへ の入 所 を ほの めか す、 友 人 か らパ ンフ レ ッ トを と り寄

せ 検 討 して い る。 ひ ん ぱ ん に人 前 で 涙 を流 す よ う にな る。 嫁 と

の 不 仲 を う っ た えて いる。

息 子 の 家 を た らい回 しに され る老 人 の ケ イ ス、 館 長 が 家 族 の 者

と接 触 して生 活館 のDCプ ロ グ ラ ム に参 加 す る よ うす す め るが

長 男 の 反 対 に あ う。 今 後 の 対 応 を協 議 。

009(女 性)を 中心 とす る大 曲 グ ル ープ と託 老 プ ログ ラ ム へ

の 参 加、 仲 間 意 識 と互 助 精 神 に培 わ れ て い るグル ープ 、 そ の 活

動、 連 帯 性 の 評 価。

4.2.1死 亡 ケ ー ス

ケ イ ス(1)006男 性 平 成3年3月21日 死 亡

昭和58年 、 守 山 市 へ東 京 よ り転 居、 現 住 所 に住 む。

大 学 卒 、 企 業 へ就 職 、 定 年 後 、 フラ ンス な ど数 ヶ国 を旅 行 。
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性 格

家族

館 との出会 い

発病

入 院、 死 亡

気 丈 夫 な 人 柄 、 イ ンテ リ、 温 厚 、 誠 実 、 紳 士 。

3世 代 同居 世 帯(老 夫 婦、 息 子 夫 婦 、 子 供)

生活 館 の 生 きが い クラ ブ に共 鳴 、 以 来 、 美 崎 生活 館 に入 会 。

2年 前(平 成 元 年)ネ フ ロー ゼ の 発 作 が 出、 以 来 、 生 活 館 の 医

師 に よ る医 療 相 談 を受 け る。 経 過 良 好 。 医 師 との 良 好 な 関係 を

保 つ 。

平 成3年1月23日 、 病 状 変 化 急 遽 入 院、3月21日 病 院 にて

死 亡 。

若 干 の コ メ ン ト 発 病 か ら死 亡 まで の2年 間 、 館 の 医 師 との 疎 通 が う ま く い き病

状 管 理 が う ま くで きた こ と、 さ ら に病 状 の 変 化 と とも に家 族 と

生 活 館 との密 な る連 絡 によ り適 切 な 判 断 と処 置 が 講 じら れ た こ

と、 入 院 時 一 時混 乱 が あ っ た が、 や さ しい看 護 によ っ て 持 ち 直

し入 院生 活 に適応 して い っ た。 総 じて 生活 館 の人 的資 源 は も と

よ り、 適 切 な 情報 の提 供 が 家族 を して病 状 の変 化 に適 した介 護

が で きた こ と だ し、 生活 館 の 支 え(訪 問 活 動)が 効 果 を あ げ た

の だ と一定 評 価 され よ う。

4.2.2専 門家(専 門機 関)へ 移 譲 した ケ イ ス

ケ イ ス(1)039男 性(老 人 性 痴 呆 症)

039氏 は老 人 性 痴 呆 の 患 者 で も っぱ ら家 庭 で 妻 の 介 護 を う け て い る会 員 で あ る。

91年 以来 生 活 館 の 会 員 と して デ イ ケ ア ー に参 加 して い たが 、 平 成3年 ケ イ ス カ ン

フ ァ レンス の結 果 、 わ れ わ れ の デ イサ ー ビスの 範 囲 を は る か に越 え て い る と い う判

断 を した。 したが っ て、 ホ ー ム ドクタ ーの 家 庭 に お け る ケ ア ー に移 す こ と、 ま た行

政 の ホ ーム ヘル プ 制 度 の 利 用 や そ の他 保 健 所 な どか ら専 門 的 な サ ー ビス を う け るの

が い い して、Aラ ン ク を はず し名 簿 か ら削 除 した。 た だ し、 今 後 家 族 の 介 護 体 制 な

ど不 測 の 事態 にそ な え る た め館 長 の友 愛 訪 問 活 動 を これ まで 通 り継 続 して ケ ア ー す
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る こ と を確 認 した。 な お、 生 活 館 の 医師 団 とホ ー ム ドク タ ー との 連 携 、 さ ら に は保

健 所 との 連 絡 を密 に と りあ い なが ら、 問題 の 複 合 化 や 家 庭 の 介 護 力 の 減 退 を予 防 し

て きた ケ ー スで 、 地 域 や 家 庭 で痴 呆 老 人 と息 子 の 精 神 障 害 をか か え なが ら家 族 の組

織 力 を維 持 させ て い る ケ イ ス で あ る。

経 過

平 成3年1月11日

館 長 訪 問 、 寝 て い る と い う理 由で本 人 には あ え な か っ た が、 夫 人 とは な し

あ う。 本 人 の ケ ア ー は ホー ム ドクタ ー に まか せ っ き り。

保 健 所 か ら も と き ど き来 訪 あ る との こ と。

1月14日 夫 人 か ら電 話 あ り、 高 島 の 実 弟 か ら野 菜 を も らっ た の で 取 りに き て ほ しい

との こ と。 昨 日の 訪 問 に た い して 感 謝 を して い る 旨 を伝 え られ た。

15日

2月28日

4月11日

5月10日

5月21日

そ の 後

片 野 坂 氏 、 野 菜 を と りに尋 ね る。

館 長 訪 問 、 ビデ オ撮 影 の 同意 を得 る た め訪 問 、 夫 人 か ら良 い返 事 。

訪 問

大 声 を だ さ な くな り、 次 第 に静 か に な っ て き て い る。(館 長 の 感 想)

館 長 訪 問 、 保 健 所 よ り0保 健 婦 の 訪 問

館 長 訪 問 、 た だ し夫 人 が 本 人 にあ わせ て くれ な い。

同意 を得 た ビデ オ(テ ープ)を 持 参 して訪 問 、 こ ころ よ く受 け取 っ て くれ

た。 ま た 、 ビデ オ放 映 にっ いて プ ラ イ バ シ ーの 侵 害 の お そ れ が あ りあ らか

じめ 了解 を得 て お きた い とお願 い した と こ ろ、 快 く承 諾 して くれ た。

息 子 さ ん(精 神 に障 害 の あ る人)と 会 う。 彼 の ケ ア ー に保 健 所 か ら月1

回 く ら い の割 合 で 家 庭 を訪 問 して指 導 して くれ て い る。

柳 原 医 師 の 所 見

039氏(M44年5月11日 生 まれ、 小林 住 宅 に在 住)

平 成3年5月1日 初 診 察 をす る。

昨 日 か ら発 熱 の た め 草 津 病 院 に緊 急 受 診 した が 帰 宅 させ られ た 。

5月5日 解 熱 剤 お よび 点 滴 施 行(食 事 が とれ な い た め)、
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5月10日

12月

発 熱(38～39。C)翌 日解 熱 す る。

嚥 下 困難 を う っ た え るた め ゾ ンデ にて 栄 養 補 給 をお こ な っ た。

10日 ご ろか ら腰 部 に じょ くそ う生 ず る。

大 声 を出 す(興 奮 状 態)こ とあ り。

現 在 鼻 孔 ゾ ンデ に よ り栄 養 供 給 中、

精 神 的 には 落 ち 着 い て い る、 血 圧(140～150/80-90)

呼 吸 器 使 用 、 エ ア ーマ ッ ト貸 し出 し、

と き ど き保 健 所 か ら保 健 婦 の 訪 問 を う け じ ょ くそ う次 第 に小 さ くな る。

と き ど きセ キ、 タ ンあ る も発 熱 な し、

家 族 の 状 態 も次 第 に落 ち着 きが み られ る よ う に な っ た。

ケ イ ス(2)038男 性(ね た き り)

平 成3年

1月12日 館長 、 松 原 医師 訪 問

本 人 あ い かわ らず 元 気 、 多 少 夫 人 の疲 れ が 目立 っ。

2月2日

3月7日

4月6日

4月27日

6月1日

7月6日

8月3日

館 長 、 松 原 医 師 訪 問 、 医療 相 談 、 変 化 な し。

館 長 、 松 原 医 師 訪 問 、 と く に夫 人 と会 い話 し あ う。

松 原 医 師訪 問 医 療 相 談

松 原 医 師訪 問

松 原 医 師訪 問

松 原 医 師 訪 問

松 原 医 師 訪 問 と く に問題 な し、 本 人 きわ め て元 気

家庭 にお け る介 護 が 効 果 をあ げ て い る様 子 が うか が わ れ る ケ イ ス。

7月 段 階 で生 活 館 の サ ー ビス に限 界 が あ り。 ホ ーム ドク タ ーの 専 門 の 治 療 を う け る 事

の 重 要 性 を認 め、 こ れ まで の松 原 医 師 とホ ーム ドク タ ー との 連 携 を は か りなが ら今 後

の 経 過 をみ る こ と に した。
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柳 原 医 師 の最 近 の所 見

平 成2年 ご ろ か ら しば しば 器 官 内感 染 症 あ り守 山市 民病 院 に入 院 を繰 り返 して いた

当 時38～39。C。

退 院後 も嚥 下 困難 あ り胃 ケ ープ に よ る栄 養 、 注 胃 お よび 点 滴 を行 な う。

平 成 元 年6月 ころ よ り排 尿 困難 あ りバ ル ー ンカル テ実 施 して い た。

唾 液 の 吸 引 の た め吸 引 器 を貸 し出 して い る。

夫 人 の看 病 疲 れや 息 子 の 精 神不 安 定 の た め介 護 の 必 要 が あ る。 月2～3回 の

訪 問指 導 を うけ て い る。

平 成3年12月 現 在

本 人 お よ び 家 族 の 状 態 安 定 して い る。

4.2.3移 動 し た ケ イ ス

ケ イ ス(1)007女 性(老 人 ホ ーム へ の措 置 によ る移 動)

家族構成 老夫婦 のみ

前妻

娘(既 婚 、 守 山市 在 住)

離 婚

夫(M38,平 成 年 死 亡)

結婚 子 な し

クラ イ ア ン ト(後 妻)(M40)

CCの 結 果 、 夫死 亡 後 先 妻 の子(娘 守 山在 住)の 暴 力 を う け る。 経 済 的 な 自立 は あ

るが 自由 にな らな い、 か さ ね て身 体 的 な異 変 あ り、 入 院 治 療 を続 け る が 好 転 の 兆 し

な し、 退 院 にて 療 養 す るがADL著 し く低 下 す る。 当局 へ 老 人 ホ ーム へ の 入 所 を 申
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請 。 この 間 、 生 活 館 の 医療 相 談 や シ ョ ー トス テ イ、 給 食 サ ー ビ ス な ど 中心 に 医 師 や

館 長 夫 人 の ケ ア ー を う け た。 平 成 元 年6月1日 よ り県 内 の 老 人 ホ ー ム に入 所 決 定 、

入 所。 入 所 後 の 消 息 は施 設 長 よ り連 絡 あ り、 入 所 当 時 は 施 設 へ の 適 応 よ くな か っ た

が 、 次 第 に落 ち着 きを取 りも ど し、 現 在 で は元 気 で ホ ー ム の生 活 を エ ン ジ ョ イ して

い る。 また世 話 す きで よ く人 の世 話 を よ ろ こん で して い る とか、 ホ ーム の 生 活 の様

子 は館 長 夫 人 に月1回 の割 合 で 手 紙 を くれ る、 そ の 文 面 の な か にも た の し く生 活 が

で きて い る様 子 が した た め られ て い る。

この お 盆(平 成3年8月)に は一 時 帰 省 して い たが 生 活 館 に挨 拶 に こ られ 館 長 失

人 や も との 仲 間(デ イ ケア ー活 動)た ち と たの し く歓 談 して いた。

ホ ー ム にか え られ てか らの 手 紙 に は 「あ と90日 で ま た 生 活 館 にか えれ る た の しみ

に指 折 りかぞ えて 待 っ て い ま す 」 と。

コ メ ン トCCの 結 果 、 市 に交 渉 して老 人 ホ ーム へ の入 所 をす す め てみ たが 、 ホ ー ムへ

の適 応 、 性 格 上 の 問題 な ど若 干 の疑 問 を残 した ケ イ スで あ っ たが 、 よ くホ ー

ム の生 活 に適 応 し、 も ち ま え の ひ と と仲 良 くす る性 格 を如 何 な く発 揮 して ま

え 向 き な姿 勢 が 回復 して きて い る こ とな ど一 定 の 評 価 が で き よ う。

と く にホ ー ム へ の 入 所 当 時 生 活 館 の 有 志 が ボ ラ ン テ ィ ア活 動 と して ホ ーム を

尋 ね友 愛 訪 問 活 動 を して 交 流 を続 けて きた の も一 助 にな っ た こ と は言 う まで

もな い こ とで あ る。 さ ら に070姉 妹 が お 盆 な ど で 一 時帰 省 しむ ら人 と接 す

る機 会 が あ る。 そ こで の 会 話 を通 じて む ら人 の 老 人 ホ ーム へ の 印 象 が 次 第 に

変 わ りっ っ あ る。 た と えば 、 最 近(平 成3年9月)死 亡 した015氏 の 夫 人

041姉 妹(再 度 嫁 との い ざ こ ざ に よ る 自殺 ら し き行 為 あ り?)、035姉

妹 な ど も元 気 で 帰 省 して い る070姉 妹 をみ て 「私 も ホ ー ム に い きた い 」 な

ど も らす ケ イ スや 実 際 施 設 の 見 学 会 へ の 参 加 、 ホ ー ムの 概 要 な ど を取 り寄 せ

検 討 して い る ケ イ ス な ど す くな くな いの も事 実 で あ る。 とも あ れ ホ ー ムへ の

偏 見 な どが こ う した ケ イ ス を通 じて じ ょ じ ょ に解 消 して き て い る こ と、 これ

はお お い に評 価 で き る と ころで あ る。

ケ イ ス(2)032女 性(娘 を失 い一 人 く ら しにな っ た た め 兄 弟 の家 も と に戻 っ た ケ イ ス)

この ケ イス は会 員(ふ じえ)の 母 親(032)と 娘 の3人 世 帯 か らな る生活
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保 護 世 帯 で あ っ た。

家族構 成

ク ラ イ ア ン ト(M32生 ま れ)

1一 ふじえ(s7)

夫()Et)L-45… して家を出る)

夫(死 亡)

村 の 有 力 な かっ 旧家 の 親 戚 す じに あ た り、 お お く の 親 戚 を もっ 家 で あ る。

ま た、 天 理 教 の 信 徒 ゆ え に村 内 に お お くの 信 徒 を持 ち 普 段 よ り交 際 が あ っ た。

しか し平 成 元 年7月 ふ じえ死 亡 、 娘(孫 娘)結 婚 して 家 を出 、 現 在 守 山市 在

住 。

そ の後 の経 過

会 員(ふ じえ)の 死 亡、 ま た孫 娘 の 結 婚 に よ り家 をで る。 そ の た め 一 人 暮 ら し老

人 とな る。 親 族 の 会 議 の 結 果 、 実 の 姉(名 古 屋)の 実 家 に転 居 が き ま り移 動 した

ケ イ ス で あ る。 そ こで 生 活 館 の ラ ン ク名 簿 か ら 「転居 」 によ る移 動 と して 削 除 し

た。

コ メ ン ト

会 員(ふ じえ)の 病気 治 療 か らケ ア ーへ 、 と くに本 人 が熱 心 な 天 理 教 信 徒 の た

め、 以 前 よ り懇 意 に して いた 松 原 医 師 の 医 療 相 談 を継 続 して う け る とが で きた こ

と、 生 活 館 の 存 在 、 友 愛 訪 問 活 動 、 さ らに は村 内 の天 理 教 信 徒 の ま じわ りや 奉 仕

を通 じて 家庭 で 治 療 が で き地 域 で 生 活 が 続 け られ た ケ イ ス で あ り、 地 域 ケ ア ー と

して福 祉 と医 療 との連 携 を通 じて 一 定 の効 果 をあ げ た ケ イ ス で あ る。

4.2.4そ の 他 の ケ イ ス

そ の 後 も 生 活 館 と の コ ン タ ク トが と れ な か っ た ケ イ ス 。
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027女 性(ね た き り)

館 長 たび た び 訪 問 す る が 家族 や本 人 と も コ ン タ ク トとれ ず 敬 遠 さ れ て い る ケ イ ス 。

居 住 環 境 北 の 部 屋 で 一 日明 か りの さ しこな ま な い部 屋 で ね た き りの 生 活 を して い る

家 族 構成3世 代 、 同居 世 帯 。

夫(T9)

結 婚

ク ラ イ ア ン ト

(T13

長 男(S26)

蕊2∴ 一[

次 男(s28)

孫(S50)

孫 娘(S48)

福 祉 訪 問 活 動 記 録

3月12日 館 長 訪 問

嫁 に会 う、 今 回 は気 持 ち よ く会 っ て くれ た。

再 度 生 活 館 の デ イサ ー ビス に027さ ん を誘 うが 快 諾 が 得 られ な い。

4月18日

6月22日

8月7日

8月9日

館 長 訪 問、 家 人 と話 す、 本 人 の身 体 的 変 化 は な い と言 わ れ る。

館 長 訪 問、 本 人 とは依 然 面会 で きず に帰 る

夫(長 男)に 出会 う、

館 長 よ り 「道 に面 した と ころ に窓 をっ くっ て外 部 の 人 と接 触 で き る よ

う に した ら」 と持 ちか け るが 、 わ ら って 「金 で もで きた ら」 と あ え て

回答 を に ご され て しま っ た。

この 日 も本 人 に は あ え な か っ た。

家族 の 者(嫁)と 出 会 う。

この よ う に館 長、 接 触 を求 め て ア プ ロ ーチ す るが 家 族 の ガ ー ドが きっ

く容 易 に接 近 で きな い ケ イ ス で あ る。 さ り とて家 族 の ケ ア ーが 十 分 と
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は言 え な い状 況 にあ る。 近 所 の嫁 さ ん との 会 話 で は最 近 失 禁 が お こ っ

て 困 りは じめ て い る こ と、 医者 に も見 せ ず 嫁 さんが 介 護 して い る ケ イ

ス で あ る。 問題 は なお 生 活 館 の ケ ア ーサ ー ビス の必 要 を認 め よ う と し

な い 事 情 が 存 在 して い る と思 わ れ 引 き続 き 間 をお い て見 守 る こ と に し

た ケ イ ス で あ る。

4.2.5総 合 判 断 な らび に処 方

議 題 その1、 死 亡(者)ケ イ ス の話 し合 い

015男 性 、006男 性 、M－ しか、Y－ み え、1一 きぬ 、K－ み っ、N－ り え、 合

計7名 の 高 齢 者 が 死 亡 した。 館 長 や そ れ にか か わ っ た 医 師 、 そ の 他 の 者 か ら死 亡 に い

た る ま での 生 活 館 と の接 触 につ いて説 明 あ る。 「ケ イ ス記 録 」(個 人 カ ル テ)に 死 亡

と記 録 しコ ー ドよ り削 除 す る こ と を承 認 した(な お 死 亡 に至 った 経 過 は 医療 ・福 祉 カ

ル テ を参 照 の こ と)と くに015(男 性)氏 の ケ イ ス にっ い て は医 療 相 談 を担 当 した

松 原 医 師 か ら所 見 と経 過 の コ メ ン トを依 頼 す る こ と に した 。

会 員 と して活 躍 した006(男 性)氏 の ケ イ ス にっ い て は 詳 細 に館 長 よ り報 告 さ れ、

と くに生活 館 が提 供 して き たサ ー ビス(医 療 と福 祉 の相 談 、 連 携)が 一 定 の功 を奏 せ

た こ と評 価 に値 す る こ と を確 認 した。 と もあ れ この 経 験 か ら新 来 者 に対 して 遠 慮 す る

こ とな く館 の 活 動 を 紹 介 し積 極 的 に勧 誘 す る必要 を 感 じた。 同 時 に館 が 提 供 して き た

サ ー ビス が 適 切 で あ っ たの か否 か再 度 検 討 して み る 必 要 の あ る こ と を議 題 と して 検 討

で きた。 特 に 「生 活 」館 資 源 で あ る 「生 活 」(そ の1っ は"考 え る"資 源 、2、"感

じ る"こ と、 そ して 第3は"行 為"す る こ と)資 源 とは な にか?、 館 長 や 医師 や そ の

他 お お くの 訪 問 活 動 を支 え て くれ た ひ とび と、 換 言 す れ ば 他 者(theother)の 存 在 と

い う こ とに な ろ うが 、 そ れ らの ひ とび と を介 して行 な わ れ る こ とば シ ンボル の 交 換=

会 話 、 これが 生 活 を さ さ え る福 祉 の舞 台作 り と言 っ て い い。 しか も会 話 は 生活(思 考

過 程)が 存 在 しな け れ ば な り立 ち得 な い し、 シ ン ボ ル な し には人 間 は また 感 動 も しな

い。 そ う した 感情 過 程 を介 して会 話 と い う人 間 の営 み(行 為)が 成 立 す るの で あ る。

と い う観 点 か ら も考 え る と、 感 じる、 行 為 レベ ル の 生 活 資 源 が提 供 で きた こ と は 断 る

ま で もな い。 同 時 に そ う した生 活 館 資 源 を 自 らで選 択 して み ご と に生 き(生 活)た こ

と は 生 活 館 の 主 義 、 主 張 とも合 致 す る とこ ろで あ る。 換 言 す れば"機 会 の画 一 化"と
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"生 き残 り"が 英 国 エ リザ ベ ス期 の 博 愛 主 義 の 証 しで も あ る
。 た だ、 残 念 なが ら そ れ

以 外 の会 員 の場 合 にっ い て は生 活 の3資 源 の 検 証 は で きて いな い。

た だ く りか え し く りか え し議 論 し反 省 しあ た ら しいア プ ロ ーチ を求 め た もの の 立 ち は

だ か る 障壁 は農 村 と い う地 域 性 と家 族 の 閉 鎖 性、 ガ ー ドの っ よ さが 問題 とな っ た し今

後 も挑 戦 すべ き難 題 とな るで あ ろ う。

議 題 そ の2、 ラ ン クBよ り[A]に 変 更 した要 重 ケ ア ー ケ イ ス

(a)029女 性(痴 呆 老 人)の ケ イ ス

この ケ イ スの 場 合 は館 長 よ り入 手 した 情 報 で は不 十 分 な た め 総 合 検 討 が 不 十 分 で あ

る 。 そ こで ま ず手 始 め に 医療 相 談(医 師)の ケイ ス と して ドクタ ーの 訪 問 を依 頼 した。

と く に医療 の レベ ル で の 差 し迫 っ た ニ ー ドの 有 無 を調 査 し、 しか るの ち に福 祉 サ イ ドか

らの ア プ ロ ーチ(福 祉 ニ ー ドの ヒア リング)を 検討 す る こ と に した 。

た だ し、 館 長 よ り入 手 した情 報 で は 県 レベ ル の 団体 加 入 が 不 明 な 点 、 ま た具 体 的 な 市

の機 関 にお け る利 用 で き る 「ぼ け介 護 」 に関 す る情 報 な ど入 手 して い る ら しいが 、 具 体

的 に どん な 団体 なの か 、 さ らに は 当市 にお け るケ ア ーの 内容 な ど引 き続 き調 査 して も ら

っ て 次 回 のCCに 報 告 して も ら う こ と に した。 した が っ て こ の 段 階 で ラ ンク の決 定 は さ

き に見 送 る こ とに した 。

(b)049女 性(不 定 愁 訴)の ケ イ ス

館 長 か らの 報 告 と(Kグ ル ープ の キ ーパ ー ソ ン017姉 妹 か らの 情 報)を 総 合 して

検 討 材 料 と した。 そ れ に よ る と普 段 よ りた べ す ぎの傾 向 が あ り、 そ の 為 消 化 不 良 と下 痢

が と も な う。 仲 間 へ の 配 慮 か?し き りに 「具 合 が悪 く ・ ・て 」 と訴 え る。 しか し最 近 で

は お も ら し(失 禁)が 出 現、 ひ ど く本 人 が 気 に して い る(ぬ れ た お こ しをっ か ん で 座 っ

て周 囲の 人 に気兼 ね す る)。 さ らに最 近 の 出来 事 と して は 夜 にな る と し き り にK宅 に い

き た が る。 そ の 時刻 にな る と じっ と して お れ ず 「017宅 に い きた い、 い きた い 」 と言

っ て は なれ か ら出 て い こ う と して 、 家 族 の者 を困 らせ て い る。 検 討 した結 果 柳 原 医 師 の

判 断 に従 う こ と に した。 疑 い は老 人 性 の痴 呆 で一 度 生 活 館 よ り医 師 の 訪 問 の 必 要 を提 案

さ れ た。 しか し本 人 の 医 師嫌 い"も あ り こ こは ホ ー ム ドクタ ー と連 絡 を と り継 続 して 観

察 して も らう こ と に した。 また 薬 の 飲 み方 な どの指 導 や 失 禁 の 改 善 な ど も相 談 す る こ と

に した。

(c)031女 性(ね た き り)
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(d)028女 性(老 齢 の た め寝 た りお きた りの 日々)

(e)004男 性(交 通 事 故 の 怪 我 が も とで寝 込 む よ う にな る)

こ の うち031と028の ケ イ ス は と も に高 齢 、 しか も最 近 寝 込 む よ うに な っ た ケ イ

ス で あ る が、 ど う にか 家 族 で 面倒 をみ て い る ら しい との 目下 の 噂 で あ る。 全 体 会 議 で は

い ず れ も正 規 の会 員 で な いた め しば ら くは 館長 の友 愛 訪 問 を 主 に して お い た方 が よ い と

の意 見 が 多 数 を占 め た 。 た だ、 問題 は031、 老 人 は 隣家 同 志 の 関 係 で仲 も悪 くは な か

っ た が こ ど も会 の合 宿 以 来 関係 が 悪 化 し現 在 で は ほ とん ど隣 っ き あ い の な い状 態 とな っ

て い る。

しか し、 最 近038さ ん の お も ら し(失 禁)が 出 て きて お り処 理 方 法 な ど家 人 が 困 っ

て い る ら しい との 噂 が 館 長 の耳 に入 って き て館長 が心 配 して い る様 子 が わ か る。 しか し

大 勢 の 意 見 が も う少 し静 観 して様 子 をみ るべ きで は な いか と い う こ と にな っ た。

004男 性 の ケ イ ス はIM(現 生 活 餌 理 事)氏 か ら紹 介 さ れ た ケ イ ス で あ るが 、 気 の

毒 な ケ イ ス で現 在今 井 医 師 が み て い るの で 医 師 に任 せ、 生活 館 との コ ンタ ク トは も う す

こ し後 で と い う こ と に決 定 した。

議 題 そ の4、 小林 グ ル ープ

035女 性 を中 心 と す る小 林 グ ル ープ は独 自の発 展 を とげ て きて い る。 新 興 住 宅 地 、

旧 自治 会 よ り独 立 し中 年 層 主 体 の ニ ュ ータ ウ ン 自治 会 を結成 、 独 自の 活 動 を展 開 して い

る 。 と く に住 民 の 高 齢 化 が 進 み(16%台)な か で も以 前 の 子 供 との 同 居 形 態 が 子 の 転

勤 に よ り老 人 夫 婦 の 世 帯 が 急 増 して い る(老 人 問 題、 医 療 問 題 、 市 街 地 か ら距 離 的 には

な れ て い るた め 起 こ る さ ま ざ まな 問 題 、 環 境 問 題、 風 俗 営業 の多 い地 域 、 参 加 阻 害)。

しか し、 こ う した 悪 条 件 の 中で 老 人 た ちの 助 け合 いの 中心 に な って い るの が 中心 人 物0

34で あ る。 と こ ろが しば ら く生 活 館 へ の 参 加 が と ど こ う り連 絡 もな い状 態 が 長 く続 い

た の で 心 配 して いた が 問 題 家 族 の ケ ア ー に ど う にか 対 応 して い る様 子 。

議 題 そ の5、K・ グ ル ープ の 活 動

キ ー パ ー ソ ン と して 選 んだK姉 妹 は よ くグル ープ の 面 倒 を み て くれ て い る。 グ ル ープ

は い ず れ も心 身 に問 題 を もっ 高 齢 者 た ちの 仲 間 グル ープ で あ るが よ く観 察 して 時 々刻 々

の 状 況 の 変 化 を館 長 につ た えて くれ て い る。 彼 等 の 動 静 を知 る上 で 重 要 な手 が か り とな

っ て い る。 キ ーパ ー ソ ン と して 役 割 はお お き くその 評 価 は高 い。
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と くに049(女 性)の ケ イ ス の場 合 情 報 が 的確 で 信 週 性 に富 んだ もの で あ っ た た め

わ れ わ れ ケ イ ス会 議 で の 判 断や 治 療 処 方 に大 き くプ ラ ス した そ の功 績 は お お き い。

た だ し一 点館 長 夫 人 よ りK宅 での デ イ ケ ア ー活 動 には 問 題 が あ るの で は な いか との 意

見 あ り、 慎 重 検討 した 結 果 少 し様 子 をみ る こ と に した。 そ の 理 由 は現 在 抱 え て い る会 員

中不 定 愁 訴 の049の ケ イ ス、 一 応 問題 は潜 在 化 して表 面 に で て こな いが 内 に病 巣 を も

っ て い る041の ケ イ ス、 いず れ も要 注意 の状 態 で あ り、 わ ず か な変 動 の情 報 で も見 逃

さ な いセ ミプ ロ的 な観 察 と行 動 力 を も っ キ ーパ ーソ ン017に 委 ね る こ と に した 。 さ ら

にも う1っ の 役割 は最 近 老 化 が 著 し く、 な をかっ 変 調 をみ せ て い る019の 存 在 で あ る。

次 に検 討 した 過程 を記 述 してお く。

議 題 その6、019女 性(急 激 な老 化)

K姉 妹 の 報 告 に よ る と頭 痛 の 訴 え あ り、 今 井 医 師 よ り安 定 剤 を処 方 して も ら っ て い る。

医 師 よ りK姉 妹 や館 長 が 代 理 で ク ス リを受 け取 り本 人 に手 渡 して いた が、 ど うや ら家 人

には 内緒 ら しか った 。 後 で分 か り問 題 にな っ た。 家 人(嫁)か ら厳 重 な抗 議 を う け る。

さ っ そ く今 回の ケ イ ス 会 議 にて は な しあ い処置 法 を検 討 した。 そ の 結 果 は ク ス リの 飲 用

は家 人 の理 解 が 必 要 だ と して代 理 で 手 渡 す こ と を反 省 し以 後 本 人 へ 直 接 クス リを 手 渡 す

こ と は しな い こ とに した。 館 長 の 同 意 を得 る。

議 題 そ の7、035の ケ イ ス

最 近 目立 っ こ との1っ に誰 の前 で も泣 くと い う事 態 が み られ る。 館 長 の 友 愛 訪 問 を通

じて も う少 し情 報 を集 め る こ と に した 。 同 時 に孫 の 面 倒 で生 活 館 の デ イ ケ ア ー活 動 に 出

席 で きな い苦 情 にっ い て も改 善 す るた め館 長 が 嫁 の バ イ ト先 の 店 長 と話 あ い、 嫁 さ ん の

時間 帯 に若 干 の変 更 が み られ る こ と を確 認 して き て い る の で 再 度 確 認 の た め店 長 とあ う。

議 題 そ の8、H家(039)の 息 子 の 問 題(精 神 障 害者)

最 近 の039氏 の様 子 は比 較 的 安 定 して い る 旨が ホ ーム ドク タ ーよ り報 告 され た。

しか しその 反 面 息子 の 様 子 に変 調 が み られ心 配 の よ うだ。 月1回 程 度 の 生活 館 か らの 訪

問 医 に よ る観察 を再 開 して は ど うか と い う意 見 が だ され 検 討 した。

館 と して は保 健所 の管 轄 に委 ね るべ きだ し、 生 活 館 よ り保 健 所 に連 絡、 保 健 所 の 保 健 婦

訪 問 指 導 に委 ね るべ きで は な い か と した。
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な お 今 回の ケ イ ス 会 議 の結 果 、 従 来 の ラ ン ク別一 覧 に変 更 が 生 じ修 正 を した 。(ラ ン

ク 別 一 覧 表 参 照)
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新 ラ ン ク ・月 別 ラ ン ク移 動 記(ね)ね た き り、

氏名 7月10月11月12月H4年1月2月3月

039男 性(小 林)A(ね)A但 し10月 以 後 専 門家(家 庭 医)の 手 に委 ね る

039男 性(小 林)A(痴 呆)10月 以 後 専 門機 関 に委 ね る

027女 性A(ね)A家 族 と の接 触 困難

049女 性D-A-B病 状 急 変 し死 亡 に至 る

037女 性A(ね)A(寝 込 む)

029女 性(小 林)A(痴 呆)A但 し夫 の 介 護 能 力 十 分 、 機 関 、 行 政 との連 携 良

031女 性A-(ね)家 族 との 接 触 不 良

004男 性B(ね)A生 活 館 の サ ー ビス を希望 しな いAA

O51男 性A(ね)交 通 事 故 に よ る寝 込 み が ち

015男 性B(高 齢 、 虚 弱)但 し8月 死 亡

036男 性

022男 性

014男 性

043女 性

037女 性

OO7女 性

む ら い女 性

い け ふ じ男性

006男 性

042男 性

041女 性

026女 性

019女 性

E

B(高 齢)B

E(ca)B

B(古 老)C

B(寝 込)B

E-BB

D(衰 弱)D

D(高 齢)B

いなれら

B

B

C

C

得が力協

B

B

C

C

の族家

B

B

C

B

B

D

B

B

C

C

C

B

ー

ー

化

D

C

難

行

悪

因

進

気

行

化

病

歩

老

E

D

C

D

E

D

B

A

B

C

C

D

B

A

D

B

C

C

B

B

C

C

B

A

B

C

C

B

B

C

C

B

A

D

C

C

C
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046女 性

017女 性

016女 性

026男 性

や ま だ

050男 性(大 曲)

035女 性(小 林)

008女 性

023女 性

034女 性

045女 性

046女 性

024男 性

018女 性

052

001男 性

003男 性

040女 性

002女 性

032女 性

021女 性

CCC

CCC

D(老 衰 兆 候)C

FCC

F-EEE

CCC

CCC

CC

CCCC

CB(失 禁)B(失 禁)B

CC

EE

準B準BBB

C準B(情 緒 不 安 定)BC

B(寝 込)リ ハ ビ リ中CC

C(RA)C

C

C

C

C(視 力 障 害)

CC

準B(術 後)

E(糖 尿 病D

E-C(胃 の 手 術)

C

D

C

C

C

C

C

C

C

B

D

C

C

C(DCサ ー ビス紹 介 中)

C(高 齢 、 同居 人 死 亡 後 移 転)

C(高 齢)C

B

D

C

C

C

C

C

C

C

C

B

D

C

C

C

C

C

C

C

C

B

D

C

C

C

C

C

B

C

C

D

D

D

C

B

C

D

D

D

C

B

C

D

D

D

C

C

A

C

C

D

D

D

C

A

C

D

D

D

C

B

C

C

D

D

D

048女 性

011男 性

005男 性

010女 性(大 曲)

051男 性

044男 性

009女 性(大 曲)

012男 性

C

C

E

C

E-C

D

D

D
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013女 性

030女 性

028女 性

007女 性

033女 性

045女 性

D

G-D

不 明

E-B

不 明

不 明

D D D

D

D D

D

D

D

025男 性

020女 性

(ア ル コ ール 中毒)

難 聴 の た め 外 出 困 難

4.3第2回 ケ イ ス 会 議

前 回 のCC会 議 にて 検 討 した事 柄 を ふ ま え幾 つ か の具 体 的 な提 案 を し同 時 に新 た な 戦

術 に っ いて 議 論 を 交 わ した。 抱 え込 んで きた ケ ア ー度 の 高 い対 象 ラ ベ ル[A]を 専 門

家 の 手 にゆ だ ね た り公 的 な 機 関 や 施 設 に措 置 した た め重 ケ ア ーの 対 象 の数 が 減 っ た こ と

か わ っ て 中程 度 の ケ ア ー を必 要 と す る[B]や[準B]、 そ れ に大 半 の 自立 して 身 辺 の

こ と が で きる健 康 な[ラ ン クC]を 対 象 に活 動 を展 開 しな け れ ば な らな くな っ た こ とで

あ る。 む しろ専 門家 の手 にゆ だ ね た 重 ケ ア ー を必 要 と す る ケ イ ス にっ い て は介 護 者 の介

護 能 力 の強 化 も し くは諸 々 の リス ク を防 止 す るた め の 予 防 に 力 点 を移 して、 従 来 の 館 長

ほ か ボ ラ ン テ ィ アの 友 愛 訪 問活 動 に期 待 す る こ と に した 。 ま た 介 護 者 同志 の横 の 連 絡 の

た め の 「・ ・友 の 会 」 な ど そ の接 触 の た め の 情 報 を提 供 す る働 き を強 化 す る こ と に した。

さ ら に[B]や[準B]ラ ン ク の ケ イ ス には お も に家 庭 にお け る介 護 の 重 要 性 を 家 人 が

学 習 した り教 育 を う け た りす る機 会 を 十 分 保 障 す る必 要 の あ る こ と を再 確 認 して、 その

対 応(学 習 の 機 会 の 画 一 化)に 備 え る た め の 戦 略 に変 更 した 。 具 体 的 に は 「介 護 教 室 」

な ど の 開設 で あ る。 今 回 は 当生 活 館 が 直接 介 護 教 室 を開 催 す る の で はな く市(行 政)や

社 会 福 祉 協 議 会 な どで 行 な わ れ て い る プ ロ グ ラ ム に合 流 す る方 法 を講 じる こ と に した。

他 方 生 活 館 を利 用 して い る高 齢 者 に は ビデ オ な どの メ デ ア を使 っ た学 習 会 を して ね た き

りの 予 防 法 や こ ころ が ま え な ど を学 習 し、 互 い に意 見 の 交 換 な ど を して お お い に意 識 を
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た か め てみ た い と考 え 具 体 的 な プ ログ ラ ム を計 画 して み る こ とに した。 な お 話 しあ い に

は 医 師 や ソ ー シ ャル ワ ーカ ーな どが参 加 し意 見 の交 換 が で き る よ う に した。 と く にカ ウ

ンセ ラ ー と して病 状 の 変 化 が ど う変 化 して い くのか 、 しか も そ の変 化 に応 じて ど の よ う

な介 護 が 必 要 か 、 患 者 と家族 の微 妙 な こ こ ろの 変 化 を解 説 しなが ら人 生最 終 期 を どの よ

う に す ご した らい い の か、 か らだ と精 神 、 そ して こ ころ(医 療 ・福 祉 ・宗教)の 乱 れ を

は か るタ ー ミナ ル ケ ア ー にっ いて も学 習 の 機 会 が ほ し い と い う こ とが 一致 した 。 そ の 他

予 防 策 と して リハ ビ リテ イ シ ョ ン にっ いて の 学 習 会 、 施 設 の 見 学 な ど企 画 す る こ と にす

る。 また会 員 相 互 が 助 け合 い の で きる シス テ ム(グ ル ープ活 動)を と りい れ る こ と、 新

会 員 の フ ェ イ ス シ ー トを作 成 す る際 ソ ー シ ャル ワ ー カ ー ら に よ る イ ン テ ク ワ ー ク を導 入

す る こ と に した。

〈 経過報告 な らび に総合判断 〉

この 間、 大 きな変 化 を み せ たの はラ ン ク[C]、[D]に 位 置 づ け ら れ て い る比 較 的 自

立 度 の 高 い会 員 に急 激 な 生 活 の 乱 れ が 生 じ、 以後 適 応 性 を逸 脱 して い る ケ イ スが 少 な くな

い。 た とえば 大 曲 グ ル ー プ で は050(男 性)と016(女 性)、Kグ ル ープ で は 特 に0

49、 そ れ に019(女 性)が 、 さ らに小 林 グ ル ープ で は キ ー パ ー ソ ン 自身 の変 調 が 見 ら

れ る よ う に な り、 予 想 だ に しな か った だ け にSADBA委 員 の 驚 きは 隠 せ な か っ た 。

そ の 他 、 前 回 か らの 経 過 報 告 で 痴 呆症 の老 人 をか か え る029(女 性)の ケ イ ス が 上 げ

られ る。 まず 前 回 に引 き続 き館 長 よ り報 告 を受 けた。 団 体 名 は レイ カ デ ア財 団 で そ の 名 簿

に登 録 さ れて お り現 在 適 切 な 介 護 情 報 を入 手 して い る こ とが 判 明、 また 市(福 祉 事 務 所)

に も登 録 され て お り週2回 の ホ ーム ヘ ル パ ーの援 助 を う け る よ う にな っ て い る こ と。 さ ら

に保 健 所 か ら月1回 、 保 健 婦 の 巡 回 指導 を う けて い る実 態 が あ き らか に な っ た 。 そ の ほ か

ホ ーム ドク タ ー よ り市 の 老 人 保 健 セ ンタ ー に週1回 程 度 の リハ ビ リが 申請 さ れ て い る事 も

わ か っ た。 ま た家 の介 護 条 件(床 を落 と した風 呂、 トイ レ)な ど を改 善 して家 庭 で 介 護 で

き る よ う十 分 整 え て い る様 子 が 報 告 され 当面 生活 館 の サ ー ビス は館 長 の 友 愛 訪 問 活 動 で 十

分 で あ る こ とが 判 明 した 。

と ころ で 急 激 な変 化 をみ せ た の が ケ イ ス(048女 性)で1ケ 月 も経 た な い うち に寝 込 ん

で しま った。 そ の 様 子 は キ ーパ ー ソ ンのK姉 妹 か ら館 長 の も と に伝 え られ て きた が 、 離 れ
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に1人 で 寝 起 き して いる こ と、 最 近 頻 繁 に048の 失 禁 が 目 に っ くこ と、 しか も嫁 に きず

か れ て しま っ た こ と、 夜 にな る と家 の ま わ りの うろ っ きが 目立 っ て き た こ と、 「気 が す っ

か り弱 くな っ て しま って 」 と、 しよ げ て しま っ て いる こ とな どが 詳 細 に報 告 され て き た。

さ っ そ く館 の 医 師 か ら担 当医 に連 絡 を と り処 置 方 を依頼 した 。 未 だ そ の後 の 報 告 は な い。

館 長 が 後 日家 の 者(長 男 夫 婦)に あ っ て 話 して み る とぼ け(痴 呆)を お そ れ て い る様 子 が

うか が わ れ そ の 対 応 をめ ぐっ て検 討 した が 医 師 の ア ドバ イ ス に よ っ て暫 く医 師 に任 せ て 静

観 す る こ と にな った。 ま たKグ ル ープ で は こ こ しば ら く問題 を み せ な か っ た041(女 性)

がCC会 議 に出 た。 問 題 は再 び 嫁 と の い さか い ら しい、 館 長 夫 人 の記 録 か ら要 約 して み る

と041宅 に仲 間 が 集 ま っ た時 、 部 屋 中 を きれ い に掃 除 して い る姉 妹 をみ た。 「ど う した

の?」 とK姉 妹 が き くと、 「いっ 死 ん で も い い よ う に家 の 内 外 を き よめ て い るの 」 と返 事

が か え っ て き た。 不 思 議 に思 っ たが 、 原 因 は 前 回 同 様 風 呂 の 問 題 ら しい。 自 費 を投 じて 息

子 の 家 に風 呂 をっ くった もの の 自 由 に 入 れ て も らえな いの が 不 満 の種 、 ど うや らそ れ が 今

回 も引 き金 にな って い る ら しいが 訳 に っ いて 話 して くれ な い。 さ ら に困 っ た こ とは042

姉 妹 の 話 しに よ る と梁 に紐 でぶ らさ が っ て い るの を息 子 にみ っ か り 「な に す ん のや 」 と一

喝 され 以 来 気 落 ち して家 の 掃 除 を した り、 家 の 四隅 に塩 を播 い て清 め るの だ とい う行 為 が

み られ 心 配 だ と言 う。 ケ イ ス会 議 で は 山 口 研 究 員 か ら2年 前 の 息子 をっ れ て家 出 した 事 件

にっ い て 説 明 あ り、 しば ら くケ ア ー を 要 す る問 題 だ と判 断 し再 び 山 口の 訪 問 が要 請 さ れ詳

しい調 査 をす る こ と に した。

019(女 性)姉 妹 あ い変 わ らずK宅 に き て いね む りが 続 い て い るが 特 別 問題 は な い。

た だ 館 長 に息 子 に対 す る不 満(親 不 孝 だ)を も ら して い る、 理 由 は ど うや ら息子 の 浮 気 ら

しい。 夜 の外 出 が お お く女 と飲(酒)み に い っ て い る ら し くそ れ が 心 配 だ と い う。

035(女 性)宅 を訪 問 、 この 間 孫(九 州)の 結 婚 式 が あ りそ れ に出 席 で きた の が 楽 しか

っ た と、 あ い変 わ らず 嫁 と の不 仲 が あ り 「も う忍 耐 の 限 度 」だ と も漏 ら して いた 。10月

10日 、 突 然 来 館、 館 長 夫 人 と は な す。 この 前 の 館 長 の 訪 問 を 感謝 した 旨伝 え た か っ た と、

さ ら に次 のDCサ ー ビス に は是 非 き た い と い っ てか え った。 後 日館 長 よ り署 名 運 動 の依 頼

を う け熱 心 に小 林 住 宅 の 高 齢 者 宅 の 署 名 活 動 に協 力 して くれ て い る。 しか し裏 腹 に市(行

政)や 福 祉 協 議 会 な どの 窓 口 にで か け て 生 活 館 が 金 も う け して い るの で は な いか?た ず ね

て 回 っ て い るの も見 聞 き してお り、 も う少 し静 観 して み よ う と い う こ と にな った 。 そ の 他 、

2回 目 の ケ イ ス 会 議 で 話 題 提 供 と と も に検 討 したケ イ ス の 報 告 が な さ れ た。
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1)039(男 性)氏 の 夫 人 よ り1年 ぶ り に館 に電 話 あ り、 弟 か ら も らっ た漬 物 が あ るの

で と り に きて ほ しい との 連 絡、 先 だ って の館 長 の 訪 問へ の お礼 ら しいが 等 距 離 を保 っ た 関

係 が の ぞ ま し く今 後 も こ の 対 等 で しか も等距 離 関 係 を保 っ て お き館 長 の 友 愛 訪 問 を 主 に家

族 の ニ ー ドに こた え て い くこ と に した。 と くに夫 人 の健 康 問題 を側 面 的(精 神 的 な 支 持)

に関 心 を も って 接 す る こ とが 最 善 で あ る こ と を一 同確 認 した 。

2)005(男 性)の ケ イ ス

ラ ン ク[D]が 突 然 家 の 中 で倒 れ市 民病 院 に入 院、 後 日生 活 館 に連 絡 が は い る。 館 長 、

館 長 夫 人 病 院 に見 舞 い に行 き様 子 をみ に行 くが本 人 とは面 会 が で きず帰 る。 ひ と月 して退

院 、 自宅 で 静 養 、 館 長 見 舞 い に い く。 奥 の部 屋 に休 んで い るの が分 か るが 本 人 とは 面 会 は

で きず 玄 関先 で 夫 人 と話 して 帰 って くる。 と くに生活 館 の サ ー ビス にっ い て は必 要 な い と

い う。 検 討 の課 題 は この ケ イ ス の よ う に急 な イ ベ ン ト(出 来 事)が 発 生 し、 そ の後 病 状 が

急 変 す る ケ イ ス で あ る。 そ の 場 合 の 対 応 で あ るが 本 人 は も とよ り家 族 の 理 解 が 欠 か せ な い

条 件 で あ る こ と は十 分 理 解 して い るつ も りだ が、 いざ接 近 とな る と家 族 が 大 きな 壁(障 壁)

にな っ て い る こ とが わ か る。 ケイ ス会 議 の 意 見 交 換 の結 果 は本 人 も し くは 家 族 の 依 頼 な し

に は土 足 で 踏 み 込 む よ うな こ とは すべ きで な い と して、 あ くまで も相 手 の 立 場 を尊 重 す る

こ と、 生 活 館 の 基 本 的 な 姿 勢 を確 認 して しば ら く様 子 をみ る こ と に した。

ま た 医 師 側 か らも 同様 の 意 見 が 出 さ れ前 回脳 動 脈 硬化 症 で 倒 れ入 院 治 療 した経 過 が あ り、

そ う慌 て て処 置 を講 じる こ とも な いだ ろ う と判 断、 当分 通 院 で 治 療 に専 念 す べ き こ とを 確

認 。

た だ 山 口研 究 員 よ り発 言 あ り、 この ケ イ ス は前 回 の研 究 報 告 で 自立 度 の高 い事 例 研 究 と

して取 り上 げ た ケ イ ス9で あ り、 わ ず か半 年 もた た な い 内 に彼 の 健 康 状 態 が 急 に悪 化 して

入 院 して しま っ た。 彼 の 健 康 管 理(積 極 的 な 姿 勢)は 会 員 の健 康 管 理 の モ デ ル とな っ て い

た だ け になぜ 彼 が と い う シ ョ ッ クの よ うな もの がMSADB委 員 一 同 を襲 っ た。

3)050(男 性)の ケ イ ス

毎 回 のDCに は参 加 して くるが、 人 との交 わ りな どま っ た く関 心 を 示 さ な くな っ た 。 時

間 にあ っ ま り定 席(座 席)に す わ りプ ログ ラ ム(ビ デ オ学 習 、 講 師 の は な し等)を き い て

い るが 居 眠 りが 非 常 に 目立 っ よ う に な った が それ 以 外 は別 段 変 っ た様 子 は み られ な い。 月

1回 託 老 に も出 席 しあ い か わ らず 昼 食 時 の 食 欲 の み が旺 盛 に残 る。 生 きが い活 動 と して は
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自発 的 な軽 い作 業 さ え今 で は 困難 に な っ て きて い る。 特 に最 近 の変 化 が 大 曲 グル ープ の キ

ーパ ー ソ ン(009)や 移 送 サ ー ビス を担 っ て くれ て い る現 理 事 や 運 転 手 た ち か ら聴 取 で

き た。 家 の な か で起 きた 事 故(不 安 定 な椅 子 か ら転 倒)が 元 で 骨 折 を した ら しい。 原 因 は

例 の い ね む りの よ うで椅 子 か ら落 ち て胸 を打 っ た もの と と思 わ れ る。 本 人 は さ ほ ど痛 み は

苦 に な っ て い な い との こ とだ った。

さ っ そ くCC会 議 にて 話 しあ い今 後 の 対 応 を相 談 した。 当分 は家 庭 で 治 療 に専 念 して も

ら い、 経 過 をみ て生 活 館 の 託 老 プ ログ ラ ムやDCな ど に誘 う こ と に した 。 但 し事 故 以 来 家

族(妻)の 極 端 な外 出 を た め ら う様 子 もみ られ性 急 な処 置 を講 ず る こ と な く今 回 は 病 気 の

治 療 に専 念 して も らう こ と に した。 大 曲 の キ ーパ ーソ ン009(女 性)の 活 躍 に期 待 す る

こ と に した。

4.4第3回 ケ イ ス 会 議

4.4.1そ の1

前 回 の ケイ ス 会 議 か ら状 況 を変 化 させ ラ ン ク を大 き く変 動 さ せ た ケ イ スが 少 な くなか っ

た 。 と くにBを 中心 に(006男 性)氏 がBか らAに,(041女 性)姉 妹 がCか らBに 、

(050男 性)氏 がCか ら準Bに 、 そ して(005男 性)氏 が 退 院 して 家 庭 で静 養 中、 ど

うや ら寝 込 む 日が 多 くな っ て きて い る。 しか しそれ 以 外 は そ う大 き く変 化 した ケ イ ス は な

い 。

そ こ で今 回 の ケ イ ス 会 議 は も っ ぱ ら以 上 の よ うな ラ ン ク に急 激 に変 動 をみ せ た ケ イ ス を

中 心 に ケイ ス 会 議 を開 き情 報 の交 換 や 総 合 判 断 、 治 療 の た めの 検 討 会 を も っ た。

ま ず(006)氏 の 場 合 急 な病 状 の変 化 が み られ たが 家 庭 医 が み て お り当分 は本 人 も し

くは 家 族 へ の 接 近 を控 え るべ きで は な いか との 意 見 が あ りも う少 し様 子 を み る こ と に した。

た だ し この 間 の 事 情 につ い て は館 長 夫 人 よ り くわ しい レポ ー トを提 出 して も ら うか ま た は

そ の 良 好 な ラ ポ ニ トな 関 係 を通 じて今 必要 な ニ ー ドを調 査 して も らっ て は ど うか と い う意

見 が あ り、 そ の 旨 を夫 人 に連 絡 を と り協 力 を依 頼 した。

次 に(041女 性)で あ る が最 近 の情 緒 不 安 定 が 話 題 に な りそ の 真 相 や そ の対 応 をめ ぐ
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っ て検 討 した 。 と くに そ の 問 題 行 動 とは前 ケ イ ス会 議 で 検 討 した よ うな 自殺 意 図?の 疑 い

が あ っ た こ とで あ る。 そ の 後Kグ ル ープ の キ ーパ ーソ ン よ り詳 し く事 情 を 聞 き出 す こ とが

で き た が、 さ して 当面 問 題 状 況 で も な い とい う判 断 に も とず い て も う1ケ 月継 続 して様 子

をみ よ う と い う こ と に した。 その 判 断 はKグ ル ープ の041姉 妹 へ の 対 応 で あ りみ ん な で

暖 か く見 守 っ て い る 様 子 が 十 分 み られ る こ と、 ま た今 井 医 師 も事 情 を 察 し医学 的 な 処 方

(薬 物)に よ る経 過 をみ て い る こ と な ど を総 合 しての 判 断 で あ る。 と く に館 長 と してK姉

妹 か らの情 報 に注 意 して 適 切 な 対 応 が とれ る よ う生 活 館 の 医師 団 と も連 絡 を とっ て お こ た

りな くケ ア ーが で き る よ う万 全 の 準 備 は してお くよ う依 頼 した。 と くに ラ ンクCよ りBに

急 変 した の も 一 時 的 な 変 動 で あ ろ う とい う判 断(山 口研 究 員)で あ る。 そ れ に 自殺 意 図 も

山 口の 判 断 で は 前 回 同 様 狂 言 自殺 の お それ も十 分 あ り、 こ れ ま た 様 子 を み て お く必 要 が あ

る。 っ ぎ に(050男 性)氏 の 場 合 で あ るが 、 事 情 が 前 回 よ り は っ き り して きた。 まず 怪

我 の 様 子 で あ る が 頭 部 の 打 撲 と骨 折(肋 骨)の た め 入 院 、 原 因 はパ イプ(不 安 定 な 椅 子)

か らの 転 倒 で例 の 居 眠 りの よ うで あ る。 現 在 入 院 中、 館 長 見 舞 う、 本 人 元 気 に して い る。

そ こで 回復 後 ま た 生 活 館 活 動(DC,托 老)に 参 加 す る よ う促 す と夫 人 曰 く。 「迷 惑 を か

け るの で 」 と参 加 を しぶ っ て い る様 子 が うか が わ れ る。24時 間 夫 の お も り役 を こ ど も達

か ら期 待 さ れ て い る責 任 上 けが な ど させ て は 申 しわ けな い とい うの が 本 音 の よ うだ 。 夫 へ

の気 配 りに は多 少 神 経 質 にな って きて い るの が わ か る。 さ いわ い家 庭 内で の事 故 ゆ え に適

切 な 処 置 が で きた が 他(生 活 館 や そ の 他)で は十 分 対 応 が で き な いの で は な い か を 心 配 し

て の こ と と思 わ れ る。 さ ら に意 外 な 情 報 を 夫 人 か ら入 手 す る こ と に な っ た。 そ れ は最 近

(2～3ケ 月 く ら い前 か ら)お も ら し(失 禁)が あ る ら しい と い う こ とで あ っ た 。 む しろ、

この 方 が 夫 人 に とっ て シ ョ ッ クだ った よ うで あ る。 さ らに くわ えて 今 後 病 状 の変 化 と と も

に ど ん な こ とが お こ るの か が 不 安 の 様 子 が は っ き りとみ られ た。 む しろ 問題 の複 合 化 を怖

れ て の 複 雑 な気 持 ち の 動 揺 で はな いか と館 長 よ り報 告 を う け る。

そ こで 館 で は(050)は じめ 数 人 失 禁 の 恐 れ あ る者 が い る の で 今 後 の対 応 と して 失 禁 対

策 を講 ず る検 討 を す る こ と を に した。 今 回 は(050)の 今 後 の 対 応 を検 討 す るた め さ ら

に詳 しい氏 の ラ イ フ ヒス トリー を うか が う こ とに した。

氏 は(050男 性)現 在 大 曲 在 住 、 老 夫 婦 の2人 き りの年 金 に よ る世 帯 、 数 年 ま え まで

は 長 男 夫 婦 と(大 阪 在 住 、K大 学 教 授)と 同 居 して い たが 、 昭 和57年 ご ろ30代 で 発 見

され て い た頭 部 の 手 術(動 脈 瘤)を う け た。 経 過 は順 調 だ っ た が 術 後 次 第 に こ れ ま で の よ

うな シ ャ ープ な 性 格 が 失 せ、 もの ご とに こ れ ま で とは正 反 対 の 消 極 的 な 態 度 が み せ は じめ
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る よ う に な る。 永 い 間鉄 道 関 係 の 仕 事(事 務)に っ いて きた が は っ き りと した 自分 の 立 場

や 態 度 や 意 見 を も ち 自 己 主 張 の で き た氏 で あ っ た し、 ま た 時 に は多 少 他 人 との 間 に意 見 の

一 致 を み られ ず決 裂 す る こ とが あ っ た が そ れ程 の強 固(「 び っ ち と した 」 同 僚 の 談)な 意

見 の持 ち 主 で通 っ て い た 。

職 を退 き平 和 な 家庭 生 活 を して い た、 また 長 男 に孫 が誕 生 し喜 ん で いた。 と ころ が 術 後

次 第 に 病 身 の 祖父 の 病 状 が お もわ し くな く同 時 に無 気 力 にな りっ っ あ る親 との 間 に 感情 の

い さか い が 生 じ調整 が っ か ず や む な く別 居 と い う事 態 にな って しま った。 しか し別 居 後 は

年 に数 回 まご を連 れ て 親 家 を訪 ね て きて い る。 普 段 の 氏 の 生 活 は 起 立 して い るが も っ ぱ ら

家 を は な れ る こ とは な く部 屋 の な か で椅 子 にす わ って い るか 気 分 が よ けれ ば 外(庭)に 出

て 庭 の 手 入 れ をす る程 度 で 、 畑 仕 事 や 家 の仕 事 な ど と い った 雑 用 す らで きな い状 態 の よ う

で あ る。 自分 で で き る こ とは身 の 回 りで も洗 面、 トイ レ、 入 浴 、 食 事 と限 られ た程 度 で2

4時 間 夫 人 の ケ ア ーや サ ポ ー トが な け れ ば 生 活(自 立)が で き な い状 態 で あ る。 そ う した

全 面 的 な 支 持 と家 庭 や 畑(田 圃)な どの 管理 を一 手 に引 き受 け て い る夫 人 の 労 苦 は な み 大

抵 の こ とで は な い と判 断 で き る。 今 後 館 で は 夫 人 の 介 護 苦 の 軽 減 な ど も話 しあ う必 要 を感

じる。 最 近 家 の 中 で 居 眠 りを して い て 転 倒 して怪 我 を した こ と はす で に ケ イ ス記 録 に記 載

した こ とで あ るが、 そ の いね む りが トイ レや 風 呂の 中で も あ る こ とが 夫 人 や 近 所 の 者 か ら

知 っ た。 この 春 村 で 温 泉 に一 泊 旅 行 した と きの こ とで あ る。 夫 人 か ら 「風 呂 に夫 と一 緒 に

は い い っ て ほ しい」 と依 頼 さ れ た こ とが あ る。 その 時 夫 人 か ら風 呂で よ くい ね む る こ とが

あ るの で 十分 注 意 して お い て ほ しい との 念 をお す よ うな 事 づ け が あ りど こ で も座 っ た らい

ね 眠 る と い う事 を知 っ た 。 と くに風 呂 の 中で の 居 眠 りに夫 人 が 神 経 をっ か っ て い るの が 分

か り家 で は か な らず 一 緒 に入 浴 して い る との こ とだ。

また 託 老 やDC時 に送 迎 の た め家 に迎 え に い くが 、 背 広 姿 に カ ッタ ー シ ャ ツ と い う 出 で

立 ち で 家 にま っ て い るが 、 き ま っ て椅 子 に も た れ て居 眠 りを して い る。 声 を か け る と 「も

うそ ん な 時 間?」 っ て お き て き て車 にの りこ むの も運 転 手 か ら入 っ て くる情 報 で あ る。

彼 の ラ イ フ ヒス トリ ーは 父(と う ざ え もん;注 この 集 落 で は 「西 の げ んべ いか 、東 の と う

ざ え も ん か 」 と言 わ れ た ほ どの 集 落 きっ て の 富 豪 の1つ 、 栗 太 郡 の 小 学 校 の有 名 な 校 長 歴

任)と 母 との 間 に長 男 と して誕 生 、 下 に弟 と妹 が あ り3人 兄 弟(現 在 生 存)、 現 妻 と結 婚 、

男 子2人 を も うけ る、 鉄 道(国 鉄)勤 務 、 定 年 退 職 を して現 在 に い た る。 退 職 後 も地 元 の

「M市 所 得 者 会 議 」 の監 事 と して 活 躍 、 地 元 に貢 献 した 人 物 で あ る そ こで ケ イ ス 会 議 で

は 氏 の 様 子 を み な が らDCや 託 老 に参 加 で き る よ う にな っ た時 居 眠 りを して も怪 我 の な い
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よ う に 注意 す る こ と と、 安 定 した 肘 つ きの いす を用 意 して お い て 転 倒 を予 防で き る よ う に

配 慮 で き る よ う確 認 した 。

最 後 に意 見 の 交 換 した ケ イ ス は(005男 性)で あ る。 前 回 の 報 告 か ら新 しい情 報 は な

い。 平 成3年 暮 れ に倒 れ て 入 院(医 師 の 判 断 で は 過労?と か診 断 名 な い)。 館 長 恒 例 の小

学 生 の っ くった ク リスマ ス(小 学 生 の 手 ず く りカ ー ド)を 持 参 して家 庭 を訪 問 した と き入

院 を知 る。 病 院 を訪 れ見 舞 い に館 長 が い く。 病 名 が わ か らな い の だ と言 わ れ るが 自分 で は

過 労 で はな いか と思 い寝 れ ば す ぐ治 る ので は な いか とは な して くれ た。 さ らに 「毎 日 きば

っ てや る さか い疲 れ た ん で 、 シル バ ー にい くの も12月 で しま い」 だ と も も ら して い る。

そ して12月 の は じめ再 度 入 院 とな り3週 間 ほ ど入 院 す る。

退 院 後 館 長 が 自宅 を訪 問 す るが 本 人 には あ え ず夫 人 か ら話 を して 帰 る 日課 が 続 く。

と く に わ れ わ れ の議 論 の 中心 は急 激 な病 状 の変 化 とそ れ に伴 う 生 活(思 考 、 感 情 、 行 為)

の 変 化 で あ る。 これ まで の 氏 の活 動 、 週5日 の シル バ ー人 材(襖 は りの 講 習 会 の 講 師)な

ど、 さ ら に時 間 をみ っ け て の宗 教 活 動(托 鉢)な ど多 忙 な 日課 で 生 活 館 のDCに も参 加 で

きな い 日が あ っ た ほ どの 多 忙 ぶ り。 そ の他 、 弁論 大 会 で の 活 躍(連 合 老 人 ク ラブ 主 催 老 人

の 主 張 弁 論 大 会)や 投 稿 活 動 な ど驚 くほ どの気 力 とタ フで エ ネ ル ギ ッ シ ュ な活 動 は ケ イ ス

会 議 の 面 々 の驚 きだ っ た 。 そ の気 力、 思考 、 そ の豊 か な 感 情 、 そ して あ ふ れ るば か りの 行

動 が 病 気 を契 機 に低 迷 して い る様 子 が 対 照 的 に映 っ た こ とで あ ろ う。 ナ ゼ、 ど う して か 詮

索 した い衝 動 にか られ る が この 際 しば ら く静 観 して お くべ き こ とを一 同確 認 した。 そ の ほ

か 館 長 よ りKグ ル ープ と大 曲 グ ル ープ 、 そ れ に小林 グル ープ の 活 動 や 問 題 点 にっ い て の報

告 が あ った。 その1っ はK－ グ ル ープ の 件 で 、 自治会 との 関 連 性 にっ いて 検 討 した 、 これ

は 本 来 自治 会 か らの 支 援 や 支 持 の 必 要 を も っ と説 得 させ て い くべ きで はな いか と い う意 見

だ っ た しさ らに周 囲の 人 々 を も参 加 させ て互 いの 老後 を ケ ア ー す る体 制 っ くり に生 活 館 は

指 導 す べ きで は な いか と い う貴 重 な意 見 交 換 で あ った。 む しろ生 活 館 の 接 触 は深 入 り しな

いで"見 守 る"と い う館 の 態 度 が 必 要 で は な いか と い う意 見 の よ うで あ る。 これ は も っ と

もな 意 見 で あ るがK－ グ ル ープ の メ ンバ ーの 中 に は(041女 性)(019女 性)(04

9女 性)(026女 性)の よ う な身 体 的 に虚 弱 な高 齢者 が 多 く い る た めの 心 配 で は な いか

と思 わ れ る。 しか し判 断 はK－ グル プ の 中心 的 な人物(017女 性)が お り互 い に助 け あ

っ て い る現 状 を高 く評 価 して も う少 し様 子 を見 よ うで は な いか と い う こ とに な っ た。 大 曲

グ ル ー プ は め っ き り虚 弱 化 して き て い る(050男 性)と(016女 性)の2人 の ケ ア ー、

い ず れ も家 族(嫁)の っ な が りが あ り継 続 で き る ケ イ ス で あ る。 と くに キ ーパ ー ソ ン の
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(OO9女 性)の 存 在 は大 き く、 虚 弱 な 高 齢 者2人 の 面 倒 を よ くみ て くれ るの で 助 か っ て

い る。(009)姉 妹 の 最 近 の健 康 状 態 には な ん ら問 題 な く、 風 邪1っ ひ か ず に元 気 で あ

り体 重 の 変 化 な し・ 食 欲 あ り・ 便 通 定 期 通 りあ る、 血 圧 正 常 、 そ の ほ か思 考、 感 情 、 行 為

とも に問 題 はな し と いっ た現 状 で あ る。

家 庭 内 の 台所 か ら掃 除洗 濯 、 畑 仕 事 い っ さ い を 引 き受 け、 そ の 上 まわ りの高 齢 者 の 面 倒 を

老 人 会(と も の わ会)の 役 員 と して活 躍 して くれ て い る。 信 仰 心 の あっ いヤ ング オ ール ド

で 体 が う ごけ る間 感 謝 して 生 きて い こ う と い う 「妙 好 人 」 の 感 じを一 層 す る方 で あ る。

4.4.2そ の2

この 会 議 は館長 と山 口 とで個 人 的 に開 いた ケ イ ス 会 議 で あ る。 普段 目 を通 して い な い ケ

イ ス にっ いて そ の後 の事 情 な りを館 長 か ら ヒア リング して 整 理 す る 目的 で 開 催 した 会 議 で

あ る 。1)ラ ン クの変 更 者(049女 性)Bか らDへ の 変 更 、(026女 性)、(035

女 性)ら の9月 か ら10月 にか け て の ラ ンクDか らCへ の 変 更 とそ の 理 由 、 イ ベ ン トを ヒ

ア リ ン グ した。2)最 近 の動 向(048女 性)の 退 院、3)死 亡 ケ イ ス の 整 理(3件)と

く に(006男 性)の 記 録 の た め夫 人 か ら館 長 夫 人 が ヒア リン グ して詳 しい レポ ー トに作

成(亡 夫 との悲 哀 過 程)を 依 頼 す る た め の資 料 っ く り を した 。 ま た(015男 性)の 死 亡

ケ イ ス で は残 され た夫 人 へ の 接 近 と して友 愛 訪 問 で の館 長 の 感 想 を 聞 く こ と、4)そ の 他

と して 専 門 家 の手 にゆ だ ね た ケ イ ス の うち(039男 性 痴 呆 老 人)の 家 庭 との 交 流 、 老 人

ホ ーム へ の 入所 希 望 して い る2姉 妹(007女 性)と(035女 性)へ の情 報(パ ンフ レ

ヅ ト)交 換、 そ れ にあ た ら し く生 活 館 の託 老 やDCに 関 心 を もっ 者 へ の勧 誘 に関 す る相 談

な ど を う けた。 そ の ほ かK－ グル ープ の(019女 性)の ケ イ ス で と く に今 後 注 目 して お

か ね ば な らな い事 柄 が指 摘 され た。 そ れ は11月 か ら12月 にか け て幻聴(館 長 の判 断)?

が 出 て きて いる こ とで あ る。 内容 は最 近 保 健 証 を紛 失 しぞ う と う シ ョ ッ ク うけ た ら しい。

館 長 に再 発行 の た めの 相 談 あ り、 相 談 にの っ て あ げ て い た が こ の事 情 をK姉 妹(017)

が 知 り 「部 屋 の なか を一 緒 に さが そ う 」 と い っ て あ ち ら こち ら探 して くれ た と ころ 部 屋 の

中 か ら保健 証 が 出 て き た と い うイ ベ ン トが あ っ た。 ど うや ら幻 聴 は そ の前 後 にあ っ た ら し

く耳 も と にな にか が 聞 こ え て きて い て それ に大 変 お び え る よな 仕 草 を す る とい うK姉 妹 の

伝 言 で あ っ た。 ま たそ の 前 後 に も近 所 の 家 にで か け て い っ て 「う る さ い 」 「しず か に して
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くれ 」 な ど と怒 鳴 り込 む こ とも あ っ た とい うが 、 ど うや らその 幻 聴 の た め で は な い か と の

K姉 妹 の 感 想 で 、 加 え て 最 近 め っ き り衰 えが 目立 っ て き て お りゲ ー トボ ール ご と に悪 化 し

て きて い る と も報 告 して くれ て い る。

K－ グル ープ の(026女 性)の 様 子 に は変 わ った 様 子 は な い。 生活 館 のDCに も定 期

的 に参 加 す る よ う に な り比 較 的 安 定 した 老 後 生 活 をお く っ て い る よ う だ。 と く に 生 前 の

(049)の 世 話 を よ く面 倒 み て い た。 み ず か らは熱 心 な 天 理 教 の信 仰 を もち 奉 仕 の 日 々

に生 き る こ と を大 切 に して い る オ ール ド ・オ ール ドで あ る。

た だ(041女 性)の 場 合 、 夏 以 後Kグ ル ープ と う ま くい っ て い たが10月 に な る と急

に適 応 性 に乱 れ が 生 じて きて 仲 間 との 関係 、 へ ん な贈 り物(く さ っ た果 物 を生 活 館 や 仲 間

の 所 に お く り と ど け る)な どの 変 異 行動 が み られ る よ う にな る。 そ して っ い に年 が 改 ま り

平 成4年 の1月 には弱 い鯵 状 態 を呈 す るよ う にな り。 今 井 医 師 か ら抗 うっ 剤 を も ら う12

月 の 末(26日)で は そ の 心 配性 をお さえ る薬 が 功 を奏 して い る ら し く一 応 元 気 を と り も

ど して きて い る。 前 回 は 今 井 医 師 の指 示 の も とでK姉 妹 宅 で入 浴 を させ て も ら い、 気 分 上

々 、 生 活 館 か ら用 意 して い っ た サ ン ドイ ッチ もぺ ろ り と平 らげ 帰 りは1人 で さ っ さ と車 に

の りこ みか え っ て い っ た こ と を館 長 夫 人 が 見 届 け た と い う。 来 月 のDCに はK姉 妹 の誘 い

も あ り老 人 ホ ー ム の見 学 に い くとよ ろ こ んで い る。

月1回 の 託 老 活 動 の 様 子 は館 長 夫 人 よ り詳 細 な 会 員 の 活 動 報 告 が 山 口の も と にお く られ

て きて い る。 そ の ときの 様 子 にっ い て ど んな こ とで も記 録 すべ き内 容 が あ れば 記 載 して お

こ う と思 い以 下 に そ れ を 記 録 す る。

まず(050男 性)で あ る が、 毎 回の 食 事 に は関 心 が あ り、 そ の 食 欲 も旺 盛 で た く さ ん

食 べ るの が 印 象 的 で あ る 。 しが し、 午 後 か らの 作 業 や 生 きが い 活 動 に は その 作 業 能 力 が ず

いぶ ん 低 下 して き て い る こ とが報 告 さ れて い る。 と き に は失 禁 ら しいお も ら しの あ る こ と

も 報 告 さ れ て きて い る。 つ ず い て 虚 弱 が ち な(016女 性)で あ るが 托 老 に お け る 作 業

(モ チ ー フ)が で き なか っ た り、 食 事 な ど もお そ い、 全 般 的 にお と ろ え をみ せ て い る。 た

だ の こ され た 感 情 面 で は 一 時 の様 子 は な く 「ただ 感 謝 で す 」 を く り返 す よ う に な っ て きて

お り、 あ ま り生 きが い活 動 や 作 業 に興 味 を も たな くな っ て きて い るの で は な い か と思 わ れ

る。 「悠 々 の郷 」(老 人 ホ ーム)の 見 学 の と きの 感 想 文 にも文 章 ら しい とこ ろ が ま っ た く

な い。 そ の 思 考 能 力 に も 大 分 衰 えが で て きて い る。 と く にも の 忘 れ が ひ ど く、 しか も忘 れ

た と い って め そ め そ 泣 く よ う にな っ て き た。 家(よ め)は 失 禁 の お そ れが あ り外 出 させ た

くな い と いっ て 生 活 館 の 託 老 にも消 極 的 にな って きて い るが 、 館 長 夫 人 の ア ドバ イ ス に よ
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っ て 心 配 しな いで参 加 を す す め て い る のが 効 果 をあ げ は じめ て き て い る。 まだ 自分 か ら生

活 館 の プ ログ ラ ム に参 加 しよ う と して 「今 度 い くの いっ?」 と リーダ ー(009)に 毎 日

の よ う に き き に きて いる ら しい。 さ らに大 曲 グル ープ の(010女 性)は 元 気 、 と くに 問

題 は な い。 た だ し会 議 が お わ り館 長 との 雑 談 の な かで1っ わ れ わ れ に大 きな誤 解 が あ っ た

こ とが 指 摘 され た。 とい うの は(034女 性)の 場 合 一 般 に 「老 人 の 介 護 には 嫁 が 問 題 」

だ と い わ れ て い るが、 館 長 が 実 際 そ の 介 護 者(嫁)と あ って は な しを して み る と意 外 な こ

と に き ず きは じめ た とい うの で あ る。(034)を それ とな く面 倒 をみ て い るの はKグ ル

ープ の(017)で あ る が彼 女 とて(034)の 嫁 の こ と は よ くいわ な い
。 また本 人 に あ

っ て み る と実 によ く薬 を飲 む しか も大 量 に飲 む人 で あ る こ とが わ か っ て きた。 もち ろ ん本

人 自身 が 薬 は多 量 に飲 む の が効 くの だ と頑 な に信 じ込 んで い る た め 医 師 か ら も らっ た薬 の

他 に薬 局 か ら売 薬 を も か っ て も ら って の んで い る。 これ な どKグ ル ープ で以 前(049)

が 下痢 が ひ ど く家 庭 医 の薬 で よ くな っ た こ とを 聞 い てか ら自分 か ら今 井 医 師 の薬 が ほ し い

とK－ グ ル ープ に接 近 し大 量 の薬 を医 師 に求 め る よ う にな った 。 と も あ れ介 護 を して い る

若 い お 嫁 さ ん は よ その 評 判 とは うっ て 変 わ っ て パ ワ フル で しか も しっか り と老 人 を介 護 し

て い る 模 範 的 な嫁 さ んで あ る こ とが 館 長 にわ か っ て きた。 そ こ で 老 人 と若 い嫁 との 言 い分

の 違 い にっ い て も うす こ し館 と して 問 題 に してみ て は と いっ て 老 後 老 人 問 題 の勉 強 会 を ひ

らい て 老 人 と若 い世 代 との誤 解 を さ け る ため の 懸 け橋 の 役割 を演 じるべ きで は な いか と い

う あ た ら しい挑 戦 な り使 命 にっ い て は な しあ っ た。

その 後 の(035女 性)の 様 子 にっ いて も報 告 して お きた い。 全 般 的 に落 ち着 き を と り

も ど して き て い る。 今 年 は じめ て の定 例 の1月 のDC活 動 日 「悠 々 の 郷 」老 人 ホ ーム に見

学 会 を か ね て い っ たが 、 じっ は こ れ は(035)姉 妹 の希 望 も あ っ て 計 画 した もの で あ る

が 興 味 を も って 施 設 内の 見 学 を して いた し、 施 設 を案 内 して くれ た係 の 者 に質 問 を して い

た 。 さ ら に こ こ しば ら く(4～5回 ほ ど)生 活 館 のDCに 出席 で きな か っ た が 、年 が あ ら

た ま り生 活 館 プ ログ ラ ム に以 前 同 様 参 加 で き る よ う にな っ て き た。 ど うや ら館 長 の 再 度 に

わ た るKマ ー トの 社 長 へ の お 願 いが 叶 え られ た の だ ろ うか、 嫁 の 土 曜 日(DC開 催 日)の

勤 務 日 か 時 間 が 変 更 され た の か は っ き り確 認 して いな いが 、 そ の 日孫 の 食 事 を す る 努 め か

ら開 放 され た よ うで あ る。 見学 時、 いっ にな く表情 も あ か る か っ た。

(019女 性)年 の お わ りころ は幻 聴 ら し き ものが あ っ たが 、 ど うや ら今 は納 ま っ て い

る ら しい。 年 が あ らた ま りそ の1月 の 託 老 の定 例 会 には松 原 医 師 の 医療 相 談 をK姉 妹 にっ

れ られ て 生活 館 に きて相 談 を受 け る、 さ ら に柳 原 医 師の 診 察 に も血 圧 の 測 定 な ど月 に2同
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の血 圧 管 理 が は じま る 。 と く にK姉 妹 の ア ドバ イ ス を参 考 に 「ゲ ー トボ ール 毎 に体 力 が衰

弱 して い く」 こ と を重 視 して しば ら く管理 を継 続 して い く方 針 が 医 師 団 で 確 認 され た。

(005男 性)1月 よ りあ た た か い 日 を選 ん で外 出 して い る よ うす を村 人 が 見 か け た り

館 長 夫 人 も見 か け て い る。2月 館 長 と道 端 で あ う形 通 りの 挨 拶 を す ま せ 「地 域 に お け る

「生 と死(タ ー ミナル)の ケ ア ー 」(平 成4年 度 庭 野 財 団活 動 プ ロ ジ ェ ク ト)へ の は な し

を す す め る が 「い まは した くな い 」 と こ とわ られ る。2月 には い り館 長 夫 人 が あ う、 「生

か され て い るの が うれ し い」 と い う こ とば が 印象 的 だ っ た と報 告 して くれ た。 徐 々 に健 康

が 回復 して い る よ うす が 伺 れ 一 同 安 堵 した。2月 には 自転 車 に の っ て外 出 して い る姿 を 目

撃 して お りだ いぶ元 気 に な っ て きて い るの が 分 か る。

(026女 性)姉 妹 よ り館 に電 話(12月15日)あ り 「地 域 にお け る生 と死 の 問 題

(タ ー ミナ ル ケ ア ー)」 にっ いて い いテ ープ が あ るの で み ん な で きか な いか と誘 わ れ た 。

(035女 性)1月 「外 出 が しや す くな っ た 」 と連 絡 あ る、 小 林 団 地 との 老 人 ク ラ ブ と

も交 流 あ り、 生活 館 の オ ピニ オ ン リーダ ー と して の役 割 を じょ じ ょ に開 始 して い る こ と を

連 絡 して くる。 そ の会 話 に も従 来 の 明 る さ と力 を取 り戻 して き て い る、 前 の よ う に く よ く

よ と泣 く こ とが な くな っ て きて い る。 思 考、 感情 、 行 為 と も に ク リア ー(明 晰 さ)が も ど

っ て き て い る。 また前 回 の ホ ーム の 見 学 か ら感想 をも ら して い るが 「老 人 ホ ー ム は 最 後 の

手 段 だ 」 と も い い、 な に か1っ 乗 り越 えた 様 子 が伺 わ れ現 段 階 で は と くに問 題 は な い。

ひ き続 き送 迎 サ ー ビス を週2回(T医 院 、 成 人 病 セ ンタ ーへ の 通 院 に よ る受 診)を 要 請 さ

れ て い る の で要 望 に答 え られ る よ う調 整 中。

(014男 性)現 在 生 活 館 の ケ ア ー 中断 またDCへ の 出 席 も な いが 、 よ く電 話 で 連 絡 あ

り様 子 を伝 え て くれ て い る。 夫 人 の 伝 言 に よ る と こ こ半 年 ほ ど痴 呆 の 傾 向が で て い る との

こ とで あ る、 ど うや らそ れ は 同 じ住 宅 内で 道 を間違 え て か え っ て こな い こ とが よ くあ る と

い う こ とで あ る。 そ の た め か あ ま り外 出 して お らな い様 子 だ し、 唯 一 金 沢 に住 む末 娘 の 孫

に あ う た め 出掛 け て い た が 今 で は そ れ も ま まな らな い状 態 の よ うで あ る。 最 近(035)

の 家 に い っ た 時 も道 にま よ っ て か え らず 夫 人 が難 儀 した ら しい。 本 人 は 「か え り道 が わ か

らな い 」 と い い、 本 人 は 生 活 館 のDCに も と希 望 す るが 夫 人 の 許 可 が なか な得 られ な い。

この ケ イ ス な どは今 後 濃 厚 な ケ ア ー体 制 をひ か な け れ ば な らな いケ イ スの1っ に な る が

い ま しば ら くは夫 人 の 介 護 能 力 に期 待 して い いケ イ ス だ と思 う し、(035)姉 妹 が 元 気

で い さ え す れば 地 域 で ケ ア ー で き るケ イ ス で は な い か と思 わ れ る。

(022男 性)90才 ま で現 役 で 仕 事 を して いたが 、2年 前 か ら視 力 に障 害 が お こ り現
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在 で は 完 全 に視 力 の な い盲 目の状 態 にな って い る。 しか しこの 間 も持 ち 前 の あ か る さ を生

か して 自称 「老 人 す こや か 体 操 」 を 開 発 して お お い に地 元 の 老 人 クラブ にひ ろ め て い る。

先 日録 画 と りを した が いた っ て体 力 、 知 力 と も に衰 え をみ せ ず 元 気 に生 に取 り組 ん で い る

そ の 外 こ こで は 託老(2月8日 午 前10:30～ 午 後4:30)に 出席 して きて い る高

齢 者 を紹 介 して お きた い。

参 加者 は館 長 夫人 とボ ラ ンテ ィア と して中村 寛 子姉 妹 、 参 加 者 は5名(050男 性)、

(009女 性)、(010女 性)、(016女 性)そ れ に今 井 医 師 、 全 員10時30分 に

館 に到 着 、10時45分 ま で 雑 談 後 正 午 まで 女 性 は館 長 夫 人 よ り糸 を使 っ た モ チ ー フの 釣

ば り編 み の膝 掛 の 指 導 を う け る。 男 性 は 「生 活 館 ニ ュ ー ス 」 を お る作 業 を して も ら った 。

昼 食12時 か ら13時 ま で、13時 か ら1時 間 昼 寝 の 時 間 、14時 半 か ら今 井 医 師 に よ る

健 康 相 談 、 そ して16時 半 に は送 迎 車 で 帰 宅 す る と い うス ケ ジ ュ ール で あ る。

活 動 中 い ろ い ろな 興 味 あ る会 話 や 能 力、 興 味 な どが 観 察 され た の で 若 干 書 き とめ て お く。

唯 一 男 性 の(050)は 女 性 の な か には い って お ん な た ち の 話 を き きな が ら 「ニ ュ ー ス

第7号 」 をお り結 構 た の しそ う に して いた。 女 性 た ち は 生 きが い事 業 と して(モ チ ー フっ

な ぎ あ わ せ 膝 掛 をっ くる手 芸)を 中 心 には じまる。 手 を う こか しな が ら いろ いろ な 話 が で

て くる 。 作 業 推 進 の 中心 的人 物 の年 令 の 若 い76才 の(009)が 体 力、 気 力 、 と も に旺

盛 で 自分 の 作 業 ば か りで は な く時 間 が あ まれ ば 生活 館 の 作 業 ま で 手伝 って くれ る。(01

0女 性)は 家 庭 的 に恵 ま れ て い る た め か 穏 や か に老 後 の 生 活 を エ ン ジ ョイ して い る。 多 少

自分 が しあわ せ な せ いか 他 人 に痛 み とか 不幸 にっ い て は 理 解 が 不 足 す る。 た とえ ば

(016女 性)に 対 す る 批 判 は き び し い。 「な ん で あ な い愚 痴 ば か りいわ は るの や ろ う 」

「嫁 さ んが 大 変 や は 」 「信 心 して は る 人 とは思 はへ ん 」 な どす る ど い批 判 を館 長 夫 人 に そ

っ と継 げ 口す る。

(016女 性)の 作 業 は 未 完 成 の タ オ ル 人形 に と り くん で も ら っ た。 ほ とん ど館 長 夫 人 が

手 伝 わ な けれ ば仕 事 が す す ま な い。 そ の あ い 間 に は な しか けて く る。 「や っ ぱ り子 供 が な

けれ ば あ き ませ ん な 一」 と しょ んぼ り と語 りか け て くる。 館 長 夫 人 「そ ん な こ と あ らへ ん

(017)さ ん は8人 子 を う んで は る け ど長 男 夫婦 と同 居 して は るの に食 事 は1人 で して

は る そ う よ」 「ね た き りの 人 を思 え ば こ う して生 活 館 に きて み ん な で食 事 を した り、 は な

しが で きた り、 会 うた りで き るの は喜 ぶ べ き こ とよ 」。(016)「 そ うで ん な あ 」 と う

な つ い て くれ る。 数 日ま え か らお も ら しが あ る ら しい、 迷 惑 を か け るか ら行 くの を 見 合 わ

せ た い と嫁 さんが 云 っ て こ られ た様 子 。 「内輪 だ け の集 ま りだ か ら少 し くら いお も ら しが
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あ っ て も楽 しん で お られ る の な ら 「是 非参 加 させ て ほ しい 」 と連 絡 して お いた が 、 当 日天

気 も よ くいっ も の メ ンバ ーが そ ろ っ て来 館 。 さ っ そ く作 業 を す す め る。 肝 腎 の お も ら しは

な か っ た。12時 昼 食 の 時 間、 み ん な お い しい と いっ て くれ 料 理 を用 意 さ れ た館 長 の 労 が

む くわ れ た。 会 員 の1人 「ま る で料 理 屋 さ ん で たべ て るみ た い 」 な ん っ て 云 っ て く れ た。

13～14時 まで 昼 寝 の 時 間、 全 員 たの し そ う に昼 寝、 ね な が らお し ゃ べ りが は ず む。

(016)「 こ ん な あ りが た い部 屋 、 こ こ は極 楽 部屋 で す 」 、 館 長 夫 人 との会 話 「そ う い

えば この 部屋 の ル ーム ネ ー ム まだ な いわ ね 」 「ど うみな さ ん"極 楽 部屋"っ て い うの?」

全 員 同 意 。 極 楽 部 屋 と命 名。14時 半 よ り今 井 医 師の 健 康 相 談 の 時 間 が は じま る。 と く に

(016)に は1人 で 相 談 室 には い って も らっ て 「先 生 くわ し く聞 いて あげ て くだ さ い 」

と い っ て介 添 な しに医 務 室 には いっ て も らっ た。 最 近 もの 忘 れ が ひ ど い、 先 日 も着 物 が ど

こ に あ るの か 忘 れ て しま っ て嫁 が か く した い っ て泣 いた ら しい、 結 局 自分 で ふ と ん の 下 に

敷 い て い て 見 っp>ら な か っ た の を嫁 の せ い に して いび る。 こ こが(010)姉 妹 を して

「嫁 が か わ いそ う だ 」 と も 「い く ら信 心 して い た って そ ん な事 で は 」 とす る ど い批 判 を 浴

びせ るの も無 理 か らぬ こ とで あ ろ う。 しか しい く ら信 心 あ っ き人 間 で も老 いは か な わ ぬ も

の 、 い い しれ な い悲 しみ にお そわ れ る もの で あ ろ う。 そ う した こ こ ろの 欝 積 を 吐 き 出 す た

めの 聞 き入 る姿 勢 の 必 要 が あ る、 そ れ が 生活 館 の 医師 との 唯 一 の コ ミュ ニ ケ イ シ ョ ン な の

で あ ろ う。 すが す が しい 顔 を して 医 務 室 か ら(016)が で て きた。

お わ りに

ひ と ま ず本 年 度 の活 動 の終 わ り にあ た っ て若 干 の ま とめ を して お こ う と思 う。 総 じて

こ の評 価 は定 量 的 な評 価 ま で は い か ず定 性 的 な域 をで な いが 感 じた こ と を記 述 して お き た

い。

ま ず その1っ は、SADB,っ ま り1人1人 の 個 人 的 な情 報 を集 積 して お いて 必 要 に応

じて使 う とい う シ ステ ム で あ るが 、 十 分 にそ の 用 途 に供 す る こ とが わ か っ た。 た だ しそ う

した 機 能 を十分 に生 か す た め には な お、会 議(ケ イス カ ン フ ァ レンス の 回 数(月1回)、

時 間(1回 の 会 議 時 間)、 美 崎 シル バ ーデ ー タ ーベ ース(MSADB)の 利 用 頻 度 、 立 場

の 異 な る専 門 集 団 の 相 互 理 解 は も ち ろ んの こ と意 見 の交 換 をは じめ総 合 判 断、 処 方 と い っ

た 一 連 の診 断 プ ロセ ス の 有 機 的 な 機 能、 相互 判 断 の た め の 一定 の 基 準(マ ニ ュ ア ル)な ど
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を今 後 さ らに検討 す る必 要 が あ る よ う に思 わ れ る。 ただ 利 用 に あ た って メ リ ヅ トは 個 人 の

細 か な 変 化 を フ ォ ロ ーで き る点 で あ ろ う。 一 般 に高 齢 者 の変 化 は緩 慢 だ とい わ れ て い るが

実 際 わ れ わ れが 経 験 した こ とは む しろ変 化 、 状 況 な ど急 激 な変 化 を遂 げ て 発 展 す る と い う

こ とで あ った。 そ れ は前 後 の 変 化 を記 録 して そ れ を 横(時 系 列 的)に 眺 め る と い う方 法

(管 理 方 式)が 功 を奏 した もの とお もわ れ る。 そ こで今 後 はそ う した質 的 な 変 化 を量 的 に

と らえ る統計 的 な手 法 の 導 入 が 検 討 さ れ て く るの で はな いか と思 わ れ る。

第2の 点 は 効果 で あ る。 一 応 こ こで は4っ の 面 か ら説 明 して お くが、1っ は生 活 館 の サ

ー ビス を う け る受益 者 の 側 か らの 効 果 で あ る、 病 状 の 変 化 が 急 激 だ と い う こ とが 会 員 の例

を通 じて十 分 熟 知 で きた こ とで あ ろ う。 そ こで 効 果 は 自 己 自身 に関 連 す る も の と して健 康

問題 にっ いて基 本 的 に は 「自己管 理 」 が で き る よ う な気 運 が と との え られっ っ あ る こ とで

あ ろ う。 そ して他 者 に対 して は 自己 の経 験 を人 に知 らせ る と と も に生 き る と い った 経 験 か

ら体 験 に至 る学 習 の シ ス テ ム を学 ん だ こ と に あ ろ う。 さ ら にす す んで 老 後 老 人 問 題 に ど う

対 処 す べ きか を支 え ・支 え あ う互 助 精 神 と そ れ にも とつ くシス テ ム を も独 自の 方 法 を開発

展 開(地 域 で の小 グ ル ープ の 活 動)さ せ て き て い る事 実、 そ れ にも う1っ わ れわ れ が 実 験

的 な こ こ ろみ と して実 施 して い る"福 祉 を 買 う"(「 福 祉 の 消 費 主 義 」)が 主 体 者 の 意 志

によ っ て選 択 され た と い う事 実 で あ る。 多 少 の 問 題(流 言 蛮 語"か わ い そ うな年 寄 か ら金

を ま き あ げ る あ さ ま しい老 人 酷 使")も な くは な いが い ちお う定 着 して き て い る。 買 う と

い う思 考 、 感 情 、 行 為 に通 じる 「生 活 」意 識 に若 干 の 変 化 が み られ る よ う にな って きて い

る こ と は おお き な評 価 と解 して い い で あ ろ う。 そ れ に も う1っ 、 「早 期 発 見、 早 期 治 療 」

と い っ た言 葉 が こ れ まで の よ うな 一 人 あ る きか ら地 にっ いた意 識 構 造 にな りっ っ あ る こ と

を と く に記 述 して お き た い。 っ ぎ に これ に参 加 した ワ ーカ ー(ふ れ あ いボ ラ ンテ ィ ア)の

立 場 か らの効 果 で あ るが 、 各 専 門 家 との 意 見 交 換 の ス キ ール は今 後 も残 したが 会 員 の 微 細

な変 化 や 動 き にっ い て細 心 の 注 意 が い き と ど く よ う にな った こ とが この カ ンフ ァ レ ン ス に

よ っ て 油 養 さ れ た こ とに あ る。 た しか に専 門領 域 の 違 い は越 え られ な い障 壁 とな っ て い る

こ とは 事 実 で あ る が、 そ の 障 害 を と りの ぞ くた め の お 互 いの 接 近(ケ イ ス カ ン フ ァ レ ンス)

とそ の 場 は大 きな 成 果 を あげ た と思 う。 老 後 老 人 問 題 の ど こを ど う調 節 す るの か ノ ーハ ウ

は 一 定 評 価 で き よ う。 と は い え本 格 的 な調 整 機 能 につ い て は今 後 の 研 究 に負 う とこ ろ が あ

る こ と は い う まで もな い こ とで あ る。 ま た、 第3の 効 果 を問 う レベ ル はMSADBを 管 理

す る母 体 で あ る生 活 館(高 齢 者 福 祉 互 助 会)と い う組 織 な り団 体 か らの 効 果 で あ る 。 タイ

ム リー とい っ て い いの で あ ろ うが 全 国 的 に も"ゴ ール ドプ ラ ン"が ま た 本 県 で は"レ イ カ
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デ ア プ ラ ン"(老 いの 理 想 郷 っ く り)な どが 始 動、 小 地 域 にお け る福 祉(介 護)シ ステ ム

の具 体 的 な は な しが 進 め られ る よ う にな っ て きた。 ま さ にそ の 具 体 的 な シ ス テ ム を こ こ生

活 館 で はデ ー タ ーベ ー ス をっ か った 取 り組 み が 注 目 され 再 評価 さ れ る と思 うが 、 市 の長 と

の 懇 談 が す す み 具 体 的 な 支 援 と して 助 成 が 約 束 さ れた 経 緯 か ら も理 解 さ れ る だ ろ う と思 う

が 最 大 の ネ ヅ ク に な っ て い た行 政 との ネ ヅ トワ ー キ ン グ に一 歩 前 進 で き た こ との 効 果 は お

お い に評 価 で き る か と思 う。 さ らに は この 背 後 には会 員 に よ る署 名 運 動(専 従 の 福 祉 職 員

の 要 求 す る運 動)を 全 市 にむ か っ て 自主 的 に展 開 した こ とも否 定 で き な い。 そ して 最 後 の

効 果 は 地 元 自治 会 へ の接 近 で は な いか と思 う。 具 体 的(目 にみ え る福 祉)な 生 活 館 の 医 師

や 福 祉 ワ ー カ ーな どの 医 療 相 談(医 師 の訪 問 相談)や 福 祉 問題 の 相 談 な ど また 友 愛 訪 問 な

どが地 元 に見 え は じめ た こ とで あろ う。 従 来 は"ひ と ご と"で あ っ た 問 題 が 自分 の 家 庭 の

問題 と して意 識 され は じめ た こ とで あ ろ う。 ね た き り、 痴 呆 に よ る俳 祖 、 介 護 疲 れ 、 入 水

事 件 な ど老 後 老 人 問 題 が み じか にな った こ と だ ろ う。 生 活 館 の 福 祉 互 助 会 の 会 員 の 家 族 は

も と よ りそ れ以 外 の 地 域 住 民 に も高 齢 化 社 会 の 問 題(鉄 砲 水 の 恐 ろ し さ)と して 認 識 が 一

段 と す す ん で き て い る こ と とも関 係 して い る と思 わ れ るが 地 域 や 自治 会 で の う ご き にも進

展 が あ っ た よ う に思 わ れ る。 市 の トップ との 懇 談 にも地 元 の 議 員 さ ん が 出席 され る よ う に

な る。

3っ め の 評 価 は今 回 は 重 介 護 を要 す る ケ イ ス は で きる だ け専 門 家 の 手 にわ た し、 ラ ン ク

B以 下 を対 象 と して 生活 館 の サ ー ビス の提 供 にっ とめ る に して も っ ぱ ら予 防 、 教 育 、 学 習

面 にち か らを い れ て活 動 を 展 開 しよ う と した が、 予 想 に反 して 準Bや そ れ 以 外 の軽 介 護 ケ

イ ス に思 わ ぬ イ ベ ン トが お こ り状 況 や 病 状 が 急 激 に展 開 して生 活 を著 し く阻 害(不 適 応)

す る よ うな事 態 に発 展 す るケ イス が す くな くなか った こ とで あ る。 対 応 の わ る さが 指 摘 で

き る。 また建 前 と して 一 定 の 専 門集 団の 会 議(ケ イ ス カ ン フ ァ レ ンス)を 通 じて 総 合 判 断 、

処 方 、 処 置 な ど を き め る こ と に して い たが 事 態 が 急 を要 す る 問 題 の た め 臨 時 の 会 合 を もっ

こ とが 出来 ず 従 来 通 り館 長 の判 断 に負 う と こ ろが す くな くな か っ た こ と も あ り、 理 想 通 り

の 試 行 が で きな か っ た こ と を上 げ て お か ね ば な らな い。

さ ら にデ メ リ ッ トと し て述 べ て お か な け れ ば な らな い こ とが あ る。 そ れ は あ ま りに デ ー

タ ーペ ース 化(個 人 情 報 の 入 力)に 主 力 が そ そ い だ た め、 本 来 の 館 の活 動(医 療 相 談 や福

祉 相 談)に 若 干 の 支 障(と ど こ う り)が で て きた こ とで あ ろ う か、 利 用 者 か ら研 究 ば か り

で わ た した ち に は す こ しも … 」 と いっ た 不 平 や 不 満 が あ っ た こ と も否 め な い事 実 で あ

る。 しか しそ れ を補 う よ う な 成 果 もで て きて い る。 た だ この 活 動 に直 接 か か わ る も の で は

一59一



な い が 月2回 の 託 老(心 身 にハ ンデ ーを もっ 者 同志 の い きが い ク ラブ)を 続 けて き て い る

が こ の 場 の会 話(コ ミュ ニ ケ イ シ ョ ン)や 情 報 の ソ ース な ど間 接 的 なMSADBの 情 報 提

供 の 役 割 を に な っ て くれ た こ とで あ る。 館 長 夫 人 を中 心 に企 画 され て い る託 老 は い まで は

す っか り定 着 し、 常 時5～6人 の 高 齢 者 が あっ ま り活 動 を して い る。 午 前10時 に は あ っ

ま りひ さ しぶ りの話 には ず む(こ の 様 子 を館 長 夫 人が 注 意 して1人1人 を観 察 して そ の 日

の 日誌 に か き とめ 山 口 に 報 告 して くれ て いた)、 この 館 長 夫 人 の 聞 き役 は お お き い。 胸 の

内 を明 か す と い う 力 タ リシ ス が お こ な わ れ て い る。 また 生 きが い作 業 と して 手 芸 品 の作 成

をす す め て きて い るが 作 業 の す すみ 具 合 に個 人 差 が あ って ば らば ら、 しか も劣 る者 に とっ

て作 業 の す す み 具 合 は勝 ち負 け と して意 識 して しまっ て 複雑 な 心 情 を呈 す る こ とが あ るが

館 長 夫 人 が そ れ を う ま く調 整 をす る。 い っ て み れ ば わ れ わ れ に変 わ って 集 団治 療(構 造 治

療)を 実 施 して い るの で あ る。 した が っ て こ こで 培 わ れ る気 持 ち(心 情)と は多 少 の 障 害

(ハ ン デ ー)が あ っ て も 社 会 へ の 参 加 を通 じて社 会 性 を そ だ て"一 緒 に い きる"と い った

暗 黙 の 内 に共 通 した 感情 が は ぐ く まれ て き て い る し、 とき に老 い を生 き に く
、く して い る孤

立 化 を 防止 す る役 目は お お きか っ た と思 う。 普 段 午 前 中 は こ う した 作 業 を 中心 に時 間 が過

ご され る。 昼 食 を 一堂 に あっ ま り夫 人 の 手 料 理(会 費)を い た だ く、 この 時 間 を会 員 は た

の しみ に待 っ て い る、 料 理 の材 料 か ら調 理 の 仕 方 な ど よ もや ま話 に縦 横 無 尽 に話 は展 開、

そ れ が たの しい ひ と と き とな っ て い る。 食後 は食 や すみ と称 して 階上 の 和 室 で ひ る ね、 こ

れ が ま た楽 しい。 たが い に横 にな っ て は な しあ うが 家 の こ と家 族 の事 、 地 域 の こ と、 か ら

だ をや す め る ど こ ろか 、 は な しに夢 中 にな っ て しま う時 間 帯 で あ る。 そ う した 会 話 の なか

に こ こ ろの 内(深 層)を み せ て くれ る こ とが あ り、 カ ンセ ラ ー役 を も っ館 長 夫 人 や 山本 姉

妹(カ ンセ ラ ー)が こ こ ろ を読 み 取 っ て記 録 して くれ て い る。 託 老 に あ っ ま る会 員 が 定 着

して い るた め 余 計 な 気 苦 労 な ど はな くな っ て きて い る。 た とえ ば 失 禁 の お そ れ の あ る会 員

も参 加 して い るが 会員 相 互 の 理 解 と あ た たか い同情 によ りそ の 場 を適 切 に処 理 す る コ ツ を

互 い に 覚 え て きて い る、 は じめ は 失 禁 を して 当惑 して い る会 員 を他 の 会 員 が た だ み て い る

だ け だ った が最 近 で は役 割 を にな い あ っ て い る。 こ こで も互 助 精 神 が い か さ れ て い るの を

わ れわ れ が しば しば 目撃 す るが ほ ほ え ま しい チ ーム ワ ーク で あ る。 この 事 実 は か れ ら を送

り出 す 家庭(嫁)の 心 配 で あ るが、 そ れ も今 日で は安 心 して家 か らだせ る よ う に な って き

て い る。 これ な ど は館 と家庭 との ハ ーモ ニ ー とい っ て い いで あ ろ う。

4っ めの 評 価 点 は的 確 な情 報 の ソ ース(提 供 者)で あ る。 っ た え て くれ る情 報 の 内 容 や

そ の 信 週 性 が 問 題 にな る が。 こ う した 一 連 の ケ イ ス カ ン フ ァ レ ンス を実 施 して くる 内 に次
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第 に洗 練 され て わ れわ れ が 必要 と して い る診 断 の た めの 信 週 性 の あ る情 報 の提 供 に一 役 か

っ て くれ た の が この 活 動 に直接 関係 して い るわ れ わ れ以 外 に館 長 夫 人 、 移 送 サ ー ビ ス を し

て くれ て い る ドラ イバ ー、 各 グ ル ープ の 地 域 キ ーパ ー ソ ン な ど判 断 の供 され た情 報 に よ っ

て適 切 な判 断 が で きた こ とが少 な くな か った。 お お き く評 価 して お きた い。 む しろ 今 後 は

そ う した 雑 然 と した 情報 群 か らい か に判 断 の た め の情 報 を選 別 す る か の ス キ ール が 必 要 か

っ 急 務 に な る課 題 で あ ろ う。
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5.コ ン ピ ュ ー タ 通 信

「美 崎 ネ ッ ト 」 の 試 み
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5.1.美 崎 ネ ッ ト開 設 の 経 緯

当初 、 個 人 カル テ だ け で な く老 人 福 祉 全 般 にわ た るシル バ ー デ ー タベ ー ス を桐 に よ っ て

構 築 す る こ とを考 え た。 しか し、 以 下 の よ うな デ ー タベ ー ス ・ソ フ ト上 と コ ン ピュ ー タ 通

信 用 ホ ス ト ・プ ロ グ ラ ム上 で の デ ー タ ベ ー ス 開 発 を比 較 検 討 し た結 果 、 桐 で は 個 人 カ ル テ

の み を 扱 う こ とが 妥 当で は な い か と い う結 論 に至 っ た。

(1)デ ー タベ ー ス ・ソ フ ト桐Ver.3で の デ ー タベ ー ス 開 発

1.リ レー シ ョナル ・デー タ ベ ー スで あ るた め に デー タ の 検 索 、 加 工 、 編 集 な どが

柔 軟 に な さ れ る。

2.一 括 処 理(マ ク ロ)プ ログ ラ ム によ り操 作 を簡 略 化 す る こ とが で き る。

3.桐 で 作 成 した デ ー タ を利 用 す る た め には、 利 用 者 が 直 接 、 来 館 す るか 、 あ る い

は、 桐 本 体 を持 っ て い る こ とが 最 低 限 の前 提 とな る。 仮 に、 通 信 回 線 を通 じて

桐 にア クセ ス しよ う とす れ ば、 ホ ス ト側 とユ ーザ ー 側 とが 共 に通 信 用 の 特 殊 な

ソフ ト(例 え ば、 イ ンタ ー コ ム の リモ ー トミラ ー な ど)を 持 た な けれ ば な らな

い。

(2)コ ン ピュ ー タ通 信 で の デ ー タ ベ ー ス 開発

1.通 信 ネ ッ トワ ー ク に よ り不 特 定 多 数 の 人 間 か らの ア クセ ス を 受 け る こ とが で き

る。Tri-Pな どの 公 衆 回線 に接 続 す れ ば 日本 全 国 か らの ア クセ ス を期 待 す

る こ とが で き る。 っ ま り、 ネ ッ トワー クの拡 大 に と も な っ て 様 々 な 方 面 か らデ

ー タ ベ ー ス構 築 の た め の 生 きた情 報 を得 る こ とが で き る。

2.デ ー タベ ー ス以 外 に様 々 な機 能 が あ る。 例 え ば、 電 子 メ ー ル、 電 子 掲 示 板 、 プ

リー ソフ トウ ェ ア ー の 利 用 な ど。

3.デ ー タベ ー ス と して全 テ キ ス ト検 索 な どは で き るが 、 本 格 的 な リ レー シ ョナ ル

・デ ー タ ベ ー ス と比 べ る と機 能 は 劣 る。 しか し、 単 純 で あ る反 面 、 誰 に で も使

いや す い と い う長 所 も あ る。

以 上 の よ うな考 察 か らデ ー タ の 用 途 に応 じて 二 種 類 の デ ー タ ベ ー ス 開 発 を展 開 す る こ と

にな っ た。 っ ま り、 個 人 カル テ の よ うな 内 部 向 けの デ ー タ は桐 に よ って 管 理 し、 福 祉 情 報
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な ど外 部 に対 して 広 くオ ー プ ン に さ れ るべ き性 質 の もの は コ ン ピュ ー タ通 信 上 で の デ ー タ

ベ ー ス 開 発 を 目指 す こ と にな った。

コ ン ピュ ー タ通 信 用 の ホ ス ト ・プ ロ グラ ム と して は ナ ツ メ社 のBIG-Model4.

0の3回 線 版 を採 用 した 。 現 段 階 で は これ を一 回線 で の み 使 用 して い る。 取 り敢 え ず、 こ

の通 信 ネ ッ トワー ク を 「美 崎 ネ ッ ト」 と名 付 けて、 現 在 、 試 運 転 中 で あ る。 以 下 に美 崎 ネ

ッ トの ア クセ ス条 件 にっ いて記 す。

回線電話番号

通信速度

転送制御手順

通信方式

同期方式

データ ビッ ト長

ス トップ ビ ッ ト長

受 信 フ ロ ー制 御

送 信 フ ロー 制 御

パ リテ ィ チ ェ ッ ク

SI/SO制 御

漢 字 コー ド

受 信 改 行 コー ド

送 信 改 行 コー ド

一 〇775-85-7672

-300/1200/2400BPS

－ 無 手 順

一 全 二 重

一 非 同 期

一8ビ ッ ト

ー1ビ ヅ ト

ー 有 効

一 有 効

一 な し

一 無 効

一 シ フ トJIS

-CR+LF

-CR

バ イ ナ リ転 送 方 式 －XMODEM、YMODEM、Quick-vAN
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5.2.美 崎 ネ ッ トの 基 本 コ ン セ プ ト

い わ ゆ る デ ー タ ベ ー ス ・ソ フ ト と も 異 な り、 ま た 、 近 年 、 数 多 く出 て き た 草 の 根BBS

(BulletineBoardSystem)と も 異 な る コ ン セ プ トを美 崎 ネ ッ トは 持 と う と し て い る 。 老

人 福 祉 問 題 を 考 え る 時 に 、 な ぜ 、 美 崎 ネ ッ トを 開 設 す る 必 要 が あ る の か と い う 理 由 も 含 め

て 、 以 下 に 美 崎 ネ ヅ トの 目 指 す 基 本 コ ン セ プ トに っ い て 述 べ る 。

(1)お 年 寄 りとお 年 寄 りの 生 の 声 を っ な ぐ

桐 に よ る個 人 カ ル テ ・デ ー タベ ー ス で もお年 寄 り一 人 一 人 の本 音 を取 り上 げ よ う と

す る方 向 は あ るが、 そ れ らは あ くまで も一 人 一 人 を独 立 した情 報 の ユ ニ ッ トと して

考 え て い る。 っ ま り、 そ れぞ れ の お年 寄 り と美 崎 生活 館 にお け るケ ア ー 提 供 者 との

間 の情 報 交 換 が基 本 で あ る。 そ れ に対 して、 美 崎 ネ ッ トで は情 報 の流 れ をお 年 寄 り

とお年 寄 りの 間 で の 相 互 交 流 と して役 立 て る こ とを 目指 す。 そ こで は、 美 崎 ネ ッ ト

は あ く まで もホ ス ト役 に過 ぎ な い。

(2)有 用 情 報(福 祉 情 報 、 医 療 情 報 な ど)を お 年 寄 り に共 有 して も ら う

個 人 カル テ ・デー タ ベ ー ス はお 年 寄 りか らで き る だ け多 くの 情 報 を収 集 す る こ と を

目的 と した。 そ れ に対 して、 美 崎 ネ ッ トはで き る だ け多 くの 有 益 な情 報 をお 年 寄 り

とその 家 族 に提 供 す る こ と を 目的 とす る。 お 年 寄 り自身 が、 始 め か らキ ー ボ ー ドに

向か っ て直 接 的 に美 崎 ネ ッ トにア クセ スす る と い う こ と は ほ と ん ど期 待 で き な い。

き っか け はお 年 寄 りの ま わ り に い る若 年 層 の 人 々 と い う こ と に な るが 、 そ う い っ た

人 々 を媒 介 と しな が ら老 人 福 祉 の 問題 点 や老 人 の 声 そ の もの が ネ ッ トワ ー ク上 にも

た ら され て い くこ とを 目指 さ な けれ ば な らな い。 そ の た め には ネ ッ トワ ー クが 共 有

す る情 報 や 声 をメ デ ィ ア を変 え て お年 寄 り に届 け る努 力 がぜ ひ と も必 要 で あ る。 よ

り迅 速 で 魅 力 的 な 紙 面 づ く りにDTPソ フ トの効 果 的 活 用 が考 え られ る。

(3)ネ ッ トワ ー クを福 祉 行 政 の 改 善 の た め に生 か す

ネ ッ トワ ー ク上 の 様 々 な 声 は時 と して行 政 上 の不 行 き届 きを指 摘 す る批 判 と不 満 の

声 とな る で あ ろ う。 そ の よ うな 意 見 を ネ ッ トワー ク の 中 で と じこめ、 自己 満 足 的 な

慰 め を考 え る だ け で は な く、 直 接 的 に その 声 が 行 政 の現 場 へ と届 け られ る必 要 が あ

一66一



る。 特 に、 そ の よ う な こ と に 困難 をお ぼ え るお年 寄 りに か わ って 行 政 との 交 渉 にの

ぞ む 準 備 が ホ ス ト側 に要 求 さ れ る。

↓

↑

高

齢

者

→

←

→

←

高↓

齢

者↑

↓ ↑

公共機関 医療機 関

↓↑

高 齢 者

5.3.美 崎 ネ ッ ト の メ ニ ュ ー ・ マ ヅ プ

美 崎 ネ ッ トの操 作 や機 能 にっ い て は こ こで は述 べ な いが 、 美 崎 ネ ッ トが 基 本 的 に 目 指 し

て い る 方 向性 を 明 らか に して い くた め に美崎 ネ ヅ トの メニ ュ ー 構 造 に若 干 の 説 明 を加 え る。

下 図 は 美 崎 ネ ッ トの トップ メ ニ ュ ー で あ る。

1[A]自 動 ダ ウ ン ロ ー ド

1[B]電 子 掲 示 板

1[C]チ ャ ヅ ト

1[D]デ ー タ ベ ー ス

1[E]終 了

1[H]ヘ ル プ フ ァ イ ル

[L]ア ン ケ ー ト[T]電 報

[M]メ ー ル ボ ッ ク ス[田 端 末 環 境 変 更

[N]新 ア ー テ ィ ク ル 探 索[W]ア ク セ ス 状 況 通 知

[0]新 ア ー テ ィ ク ル 見 出 し[X]全 シ グ 探 索

[P]プ ロ グ ラ ム コ ー ナ ー[Z]ハ ム レ ッ トゲ ー ム

[Q]質 問 コ ー ナ ー[?]ヘ ル プ
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トヅ プ メニ ュー の 中 か らア ル フ ァベ ッ トを選 択 す る こ と に よ っ て そ れ ぞ れ の機 能 を利 用

す る こ とが で き るが 、 主 軸 とな る メニ ュー の 構 造 は次 の よ う に な る。

轍 τ;i;:糠三漂 ㍍

デ ー タ ベ ー ス ⌒騰

1
医療情報

質問コ+「 二::灘 遵

(1)美 崎 ネ ッ トの概 要

こ こで は 「5.2.美 崎 ネ ッ トの基 本 コ ンセ プ ト」 で 述 べ た よ うな 内 容 が 記 され て

お り、 初 め て ア ク セ ス して き た人 が 美 崎 ネ ッ トの 意 図 な ど を把 握 しや す い よ う に ま

とめ て あ る。

(2)オ ンラ イ ン ・マ ニ ュ ア ル

美 崎 ネ ッ トの トッ プ メニ ュ ー で 用 い られ る コ マ ン ドの 説 明 を 中心 に しな が ら、 美 崎

ネ ッ トを利 用 す る上 で 必 要 な 操 作 の 説 明 が 詳 細 に記 さ れ て い る。
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(3)美 崎 ネ ヅ ト運 営 会 議 室

現 時点 で美 崎 ネ ッ トの 中心 とな って い るボ ー ドで あ る。 こ こで は、 美 崎 ネ ッ トを そ

の基 本 コ ンセ プ トに沿 っ た運 営 に導 いて い くた め の 様 々 な ア イ デ ィア が 出 さ れ る。

同時 に、 そ れ ぞ れ の 分 担 の 打 ち合 わ せ な ど事 務 的 な こ と を処 理 す る上 で の 掲 示 板 的

な役 割 も果 た して い る。

(4)談 話 室

直接 、 美 崎 ネ ッ トの 運 営 に は関 係 の な い雑 談 を す るボ ー ドで あ る。

(5)デ ー タベ ・一・一ス

現 段 階 で デ ー タ が 整 備 され て い るの は福 祉 教 育 と シル バ ー 情 報 だ け で あ るが 、 こ れ

か らの デ ー タ の 入 力 を考 えて、 そ れ ぞ れ の項 目 にっ いて 説 明 す る。

1.福 祉 用 品

老 人 向 け の 製 品 を出 して い る、 い わ ゆ る、 シル バ ー 産 業 の 関 連 各 社 の カ タ ロ グ

や 福 祉 新 聞 な どの 情 報 を収集 して、 そ れ らを さ ら に用 途 別 に分 類 して デ ー タ ベ

ー ス化 して い く。

2.福 祉 サ ー ビス

公 共 機 関 が 提 供 す る様 々 な福 祉 サ ー ビス を デ ー タ ベ ー ス を通 じて 理 解 しや す い

よ う にマ ニ ュ ア ル 化 す る。

3.福 祉 教 育

主 に福 祉 関 連 書 籍 の 情 報 をデ ー タ ベ ー ス化 す る。 以 下 に そ の サ ンプ ル を 示 す。

00020

00021

00022

00023

00024

89-03-2500:00:00NICHIGAI高 齢 化 社 会 一 病 院 ・家 族 ・地 域 ぐ る み の 看 護

89-Ol-1500:00:00NICHIGAIシ ル バ ー ビ ジ ネ ス

88-12-0100:00:00NICHIGAI介 護 福 祉 士 養 成 講 座2老 人 福 祉 論

88-11-2100:00:00NICHIGAI高 齢 化 社 会 と き み た ち 一21世 紀 に は ど う な る

88-10-2500:00:00NICHIGAI介 護 者 の た め の 老 人 問 題 実 践 シ リ ー ズ9

一69一



5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

4

4

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

88-10-2500:00:00NICHIGAI

88-09-2600:00:00NICHIGAI

88-06-2000:00:00NICHIGAI

88-06-0500:00:00NICHIGAI

88-04-1500:00:00NICHIGAI

87-10-3000:00:00NICHIGAI

87-09-2500:00:00NICHIGAI

87-09-1500:00:00NICHIGAI

87-04-2900:00:00NICHIGAI

87-03-3100:00:00NICHIGAI

86-12-0100:00:00NICHIGAI

86-11-2500:00:00NICHIGAI

86-09-2000:00:00NICHIGAI

86-07-3100:00:00NICHIGAI

86-06-2000:00:00NICHIGAI

86-03-3000:00:00NICHIGAI

86-03-2500:00:00NICHIGAI

「老 人福祉 」とは何か一新 しい人間社会 の創造…

老 人 と家族の暮 ら しの相談室PART2

老年 期の痴呆

現代 社会の趨勢一 医療 と福 祉

老人の 医療 と福 祉 ここ に問題が

生活関係の形成一社会福祉 主事の新 しい課 題

ヒュー マン サー ヴィスー ゆたか な人生 のアル…

父 と子が語 るお父 さんの 「定年後 」

現代社会福祉の探究

老後保障最新情報資料集6

図説 臨床老年医学講座 第11巻

在宅サ ー ビスマニュ アル ー老人福祉施設 の実践…

全国老人 ホームガイ ドー ここな ら安 心の127選

老後保障最新情報資料集5

現代家族の福祉一家族問 題への対応

講座 社会福祉7現 代家族 と社会福祉

中間施設の潮流一保健 医療 と福祉 の課題

標 題

要 旨

内 容

備 考

中間 施 設 の 潮 流 一 保 健 医 療 と福 祉 の 課 題 小 山秀 夫 著

中央 法 規 出版'86.3.25

205p19cm(B6)¥1,900

今 国 会提 出の 老 人 保 健 法 改 正 案 に も盛 り込 ま れ た 中間 施 設(老 人保 健

施 設)。 その 全 容 を解 き明 か す と とも に、 老 人 病 院 ・特 養 な ど既 存 の

施 設 ・制 度 へ の 影 響 を も評 価 す る。 保 健 ・医 療 ・福 祉 関 係 者 必読 の 書

o

な ぜ 中間 施 設 を考 え るか 一 老 人 ケ アの 現 状 と課 題;中 間施 設 を考 え る

;中 間施 設 の ゆ くえ

ISBN4-8058-0372-X【B8604592】

情 報 提 供 者:紀 伊 國 屋 書 店,東 販,日 販,口 外
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4.シ ル バ ー情 報

新 聞 記 事 な ど に掲 載 され た 老 人 福 祉 関 連 情 報 を ク リ ップ す る。 以 下 にそ のサ ン

プ ル を 示 す 。

00020

00021

00022

00023

00024

00025

00026

00027

00028

00029

00030

91-04-2300:00:00ASAHI(M)

91-04-2100:00:00ASAHI(M)

91-04-2000:00:00ASAHI(M)

91-04-2000:00:00ASAHI(M)

91-04-0200:00:00ASAHI(M)

91-03-1800:00:00ASAHI(M)

91-03-1400:00:00ASAHI(M)

91-02-0800:00:00ASAHI(M)

91-02-1900:00:00ASAHI(M)

91-02-2100:00:00ASAHI(M)

91-02-2600:00:00ASAHI(M)

行 政 の文 化 を変 え る とき だ(社 説)

若 者 に奉 仕 活 動 を 提 案 しま す(声)

不 安 な き老 後、 「先 輩 」 に学 ぶ

益 税 、3割 強 は解 消 消 費 税 是 正

豪華 庁 舎 よ り老 人 問題 が 先(声)

東 京 下 町 で 聞 いた 「家 庭 戦 士 」の 叩 き

福 祉 の マ ンパ ワー 不 足 深 刻 国 際 比 較 シ ン ポ

老 人 福 祉(91統 一 地 方 選)

衆 院 予 算 委 公 聴 会 公 述 人6氏 の 発 言 く要 旨 〉

「長 寿 の活 力 」大 集 合 シル バ ー サ ー ビス展

なぜ 「ひ と り」 に こだ わ るか(ゴ 問 ゴ答)

「単 身 け ん 」発 起 人(い しか わ ・ゆ き)

「ひ と りで 生 き るた め に、 単 身 者 の 生活 権 を検 証 す る会 」(略 称 単 身 け

ん)が 今 月3日 、 結 成 され た 。 ひ と り暮 ら しの 不 便 や 不 利 、 不 安 な ど を検

証 し、 人 を 「ひ と り」単 位 で 見 な い社 会、 家 族 ぐ るみ で の 施 策 ・対 策 しか

な い社 会 に もの 申 して い こ う、 とい う会 だ。 い ま 、 なぜ 「ひ と り」 に こ だ

わ るの か 。 事 務 局 の 石 川 由紀 さ ん(46)に 聞 い た。

<1>会 をっ くっ た きっ か け は何 で す か。

10年 前 、 女1人 で も安 心 して飲 め る場 所 が ほ しい ね、 と女 性3人 で 渋

谷 に居 酒 屋 をっ く りま した 。 そ れか ら時 代 は随 分 と変 わ り ま したが 、 カ ヅ

プ ル や 家 族 単 位 で もの ご とを考 え る社 会 に は あ ま り変 化 が な い よ う で す 。
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生 活 評 論 家 の 金 谷 千 都 子 さ ん と、 フ ァ ク シ ミ リを 使 って 冠 婚 葬 祭 や高 齢 者

の 暮 ら しな ど に関 す る相 談室 を開 い て い る ほ か、 女 性 問題 に関 す る い ろ い

ろ な 会 で 活 動 して い るの で す が、 寄 せ られ る様 々 な 声 を聞 い て い る と、 行

き着 く とこ ろ は み な家 族 単 位 で もの ご とを考 え る こ とか ら生 じて い る あつ

れ きで す。

た とえば 気 楽 にひ と り暮 ら しを した い と思 っ て いる老 人 で も、 家 族 か ら

「世 間 体 が あ る か らい っ しょ に暮 ら して くれ 」 と言 わ れ た り、 逆 に家 族 が

い な い とな か な か家 が 借 り られ な か っ た りす る。

私 は子 供 が18歳 に な っ た ら別 居 を、 と思 って い たの で す が、 周 囲 は 「

自立 して い る 」 とは思 わ ず に 「親 子 が う ま くい っ て い な い 」 と と るの で 面

倒 にな っ て や め ま した。 結 婚 して いな い男性 は 「ど こか お か しいの で は 」

と疑 わ れ た り。 ひ と りで い る こ とが歓 迎 され な い社 会 に、 私 は疑 問 を 感 じ

た の で す 。

(以 下、 省 略)

5.医 療 情 報

お年 寄 りが 自分 自身 の 健 康 管 理 を す る た め の指 針 や 、 い ざ と い う時 の 医 療 サ ー

ビス を デ ー タ ベ ー ス化 す る。

(6)質 問 コ ー ナ ー

福 祉 や 医療 に関 す る質 問 をす る コー ナ ー 。 可 能 な範 囲 で 美 崎 ネ ッ トの ス タ ッ フが サ

ポ ー トす るが 、 よ り専 門 的 な 質 問 に関 して は、 美 崎 生 活 館 に関 係 して い る福 祉 、 医

療 の 専 門家 に相 談 して 答 え を与 え る。
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評 価 と 考 察
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今 回 、 シル バ ーエ イ ジ の 医療 と福 祉 の 情 報 にっ い ての デ ー タ ベ ース の 構 築 を行 な っ た。

特 に、 前 年 度 か らの継 続 と して検 索 可 能 な シ ステ ムで あ りま た容 量 的 に も改 良 され た シ ス

テ ム に す る こ と を先 ず第1の 目的 と して 、2番 目 に これ を元 に ケ イ ス カ ンフ ァ レ ン ス を実

施 す る こ と、3番 目 には パ ソ コ ン通 信 網 を利 用 して 「美 崎 ネ ッ ト」 をっ く り活 用 す る こ と

を 目的 に実 施 した。 以 下 に、 そ れぞ れ にっ い ての 評 価 と考 察 に っ いて 述 べ る。

先 ず 第1の 目的 の シス テ ムづ く り につ いて で あ る。

今 回 の 試 み に よ り従 来 に比 較 して格 段 の 進 歩 が あ っ た こ とは い う ま で も な い。

イ ンプ ッ トにお いて も容 易 にな っ た し、 項 目 の検 索 が 可 能 に な っ た こ と、 ま た 容 量 的 に も

相 当拡 大 され た こ と は今 後 の情 報 の イ ンプ ッ トにお いて も、 ま た そ の 活 用 にお いて も非 常

に有 効 で あ る こ と は疑 う余 地 も な い。 医 療 と福 祉 の 両サ イ ドの 情 報 の デ ータ ベ ー ス とい う

こ とで も大 い に価 値 あ る もの で あ る と考 え る。

この 様 な 状 態 の 中で 、 あ え て 問題 点 とい う こ とを挙 げ て み る と、 今 後 ず っ と継 続 して い

くた め に は メ イ ンテ ナ ン ス の 面 で、 更 に よ り簡 易 な方 法 を採 用 す る こ と を考 え て い くこ と

も必 要 で は な い か とい う こ とが あ る。

そ の た め に は イ ンプ ッ トの項 目数 を も っ と限定 して、 あ る項 目 にっ いて の み 情 報 を イ ン

プ ッ トして い く こ とが 必 要 で あ る と考 え る。 そ の た め には 必要 な項 目の み に限 定 す る こ と

が 必要 で あ るが 、1例 と して あ げ て み る と、

健 康 に関 す る情 報(健 康 状 態 に関 す る こ と),

運 動 機 能 に 関 す る情 報(身 体、 行 動 の 可 能 性 に関 す る情 報),

精 神 的 な こ と に関 す る 情 報(精 神 状 態 が 安 定 して い る、 不 安 定 で あ る と い っ た情 報),

人 々 との 関 係 に関 す る 情 報(家 族 関 係 、 近 隣 との 接 触 状況 、 親 族 との 関 係 等 の情 報)と

と いっ た項 目の み に限 定 して情報 を収 集 して イ ンプ ッ トして い く こ と も考 慮 す る こ とが 必

要 で は な いか と考 え る。

勿論 、 現 在 、 約100項 目 につ いて の デ ー タ をイ ンプ ッ トす る こ とが で き る よ う にな っ

て い る の に対 して、 この 場 合 に は、 情 報 が 数 的 に減 少 す るの で 、 判 断 の 精 度 が 低 下 す る と

い う こ とが あ る。 しか し、 判 断 の ポ イ ン ト、 即 ち 判 断 項 目 を絞 る事 が 将 来 可 能 にな る こ と

も考 え られ る の で、 その 時 に はそ う い う こ と もで き るの で はな い で あ ろ う か。

簡 便 化 とい う面 で は、 イ ンプ ッ トの 方 法 にっ いて も言 語 で記 述 と い う方 式 で は な く、 記

号(番 号 等)に よ りイ ンプ ッ トして い く とい う方 法 を採 用 す る こ と も得 策 で あ る と考 え る

一74一



そ の た め には標 準 的 な 基 準 化、 マニ ュ アル の 作 成 や 書 式 の 作 成 が 必 要 で あ る。

この 時 に、 情 報 を集 め る方 法 にっ い て も、 検 討 す る必 要 が あ る。

例 え ば、 健 康 状 態 にっ い て、 「元 気 が 良 い.」 と い う状 態 を採 りあ げ て も,

「顔 色 が よ い」(非 常 に よ い1、 良 い2、 普 通3、 悪 い4、 非 常 に悪 い5)

「喋 る 」(よ く喋 る1、 喋 る2、 普 通3、 喋 らな い4、 全 然 喋 らな い5)

「機 嫌 が よ い」(非 常 に 機 嫌 が よ い1、 機 嫌 が よ い2、 普 通3、 機 嫌 が 悪 い4、

非 常 に機 嫌 が 悪 い5)

とい う よ う に具 体 化 した 項 目 によ り、 情報 を 収集 す る こ とが 可 能 で あ る が、 こ の よ うな 方

式 が 望 ま しいの で は な い で あ ろ うか。

こ の 方 式 で あ れば デ ー タ も と りや す い し、 高 齢 者 の 家 族 が 記 録 して い くこ とも可 能 で あ

る。 定 期 的 にハ ガ キ に よ り この よ うな デ ータ を記 入 して 送 り、 そ れ をイ ンプ ッ トして い く

とい う シ ステ ム を とっ て い くとデ ー タの 収集 も楽 に な る。

この 他 の情 報 の 収 集 法 にっ いて も今 後 ど う して い くか とい う問 題 が あ る。 誰 が情 報 を入

手 して い くか とい う問題 で あ る。 近 隣 の 人 々 や 専 門の 情 報 収 集 家 を養 成 して い く と い っ た

こ と も必 要 で あ る。 この 場 合 に は、 正 確 な 情 報 の 記 録 とい う事 にお いて も或 程 度 専 門 家 に

よ るチ ェ ックが 必 要 で あ る。 また その ため の ネ ッ トワ ー クづ く り も必要 で あ る 。

2番 目の ケ イ ス カ ン フ ァ レ ン ス にお い て は実 施 した が、 この 作 成 した シ ス テ ム を使 用 し

て 、 医 療 と福 祉 の 両 面 か ら総 合 的 に判 断 出来 た こ とは 非常 に有 効 で あ っ た と考 え る。

医 療 の み の情 報 で は判 断 出来 な い こ とも あ るが、 福 祉 の 情 報 も加 え て総 合 的 な判 断 に使

用 出 来 た こ とは 非 常 に有 用 で あ っ た し、 充 分 に評 価 出来 る こ と で あ る と考 え る。

シス テ ム と い う面 か ら判 断 して も、 充 分 に利 用 可 能 で あ る と判 断 す る。

今 回 は時 間 的 に も制 約 が あ り、 まだ充 分 に シス テ ム の もっ 機 能 にっ い て 利 用 す る こ とが

出 来 な か った が、 今 後 は そ れ ら を更 に有効 に利 用 して い くこ と に留意 して い く。

そ の た め に も勉 強 会 を 開 催 して い くこ と を計 画 して い る。

ま た これ らの デ ー タ を プ レゼ ンテ ー シ ョ ン ・デ ィス プ レ イ ・パ ネ ル を 利 用 して 写 しだ し

て 、 全 員 で 判 断 す る とい う よ う に して、 ケ イ ス カ ン フ ァ レ ン ス を行 な っ た が 、 この や り方

も良 好 で あ った と判 断 す る。

この 他 に、 問 題 点 とい う面 か ら あげ て み る と、 記 録 に お い て は 文 章 化 が 不 適 切 で あ り、

誰 で も が 読 んで 理 解 出来 た か と い う と疑 問 な 所 も一 部 残 っ て い る と い う こ とが あ る。5W
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1Hと い う点 にっ い て は 不 充 分 で あ り、 今 後 の 課 題 と して 考 え て い く。

しか し、 全 体 と して こ の よ うな 医 療 と福 祉 の 両 面 か ら総 合判 断 が 可 能 な シス テ ム が っ く

られ た こ とは 大 い に有 意 義 な こ とで あ る と考 え る。 今 後 も充 分 に利 用 して い きた い。

今 後 は高 齢 者 の 長 期 的 な カ ウ ンセ リ ング に も利用 して い きた い と考 え て い る。 そ の た め

に も細 か い心 理 的 な動 き、 人 間 的 な 面 や 思 考 の 面 や行 動 を も網 羅 して 記 録 可 能 な デ ー タベ

ー ス に して い くこ とも必 要 で あ る と考 え る
。

3番 目の 「美 崎 ネ ッ ト」 の 設 置 で あ るが 、 完 成 して お り、 これ か らの 活 用 に期 待 す る所

で あ る。1番 目の シル バ ー エ イ ジ ・デ ー タ ベ ー ス が美 崎 生活 館 と い う制 限 さ れ た人 々の 個

々人 に 関 るデ ー タ を イ ンプ ッ トして い る の に対 して、 こ こで は 不 特 定 多 数 の お年 寄 り とい

う よ う に対 象 を広 く して い る こ とが 特 徴 で あ る。 実 際 に情 報 を と って い く時 に、 ま た、 情

報 を提 供 して い く時 に対 象 を広 げ る必 要 性 を今 回 の調 査 にお いて 痛 感 したの で 、 この よ う

な パ ソ コ ン ・ネ ッ トワー ク を設置 す る こ と を考 慮 した。

今 後 は パ ソ コ ン ネ ッ トを利 用 して、 高 齢 者 に関 す る情 報 収 集 に利 用 した り、 「お 喋 りの 場

」 と した り、 意 見 交 換 に利 用 す る こ と に よ り、 高 齢 者 の ニ ーズ を知 る、 情 報 を提 供 す る と

い う こ とに利 用 して い きた い。
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今 回 シル バ ーの デ ータ ベ ー スの 構 築 を行 な っ た が、 最 後 に 「理 想 的 な シル バ ーデ ータ ベ

ー ス の 構築 」 の条 件 と い う観 点 か らま とめ る
。

図3に 示 す様 に、 必要 条 件 と して は以 下 の3点 が あ る。

1)質 の よ い情 報 が イ ンプ ッ トさ れ て い る こ と

2)シ ス テ ム の メイ ン テ ナ ン スが 容 易 で あ る こ と

3)利 用 しや す い シス テ ム で あ る こ と

1)の 質 の良 い情 報 で あ る た め に は最 新 、 か っ正 確、 密 度 の 濃 い 内容 の情 報 が 入 って い

る こ とが 必要 で あ る し、 こ の た め に は、 迅 速 な情 報 の 入 手 の た め の ネ ッ トワ ー クが 必 要 で

あ る。 また そ れ らの情 報 の 正 確 さ を判 断 した り、 情 報 を翻 訳 して真 の 意 味 を理 解 して い く

た め の 専 門家 、 医療 や福 祉 に精 通 した人 が 必 要 で あ る。 また そ れ らの 情 報 を受 けて 何 らか

の ア ク シ ョ ンが 必 要 な 時 に は とっ て い く人 材 が 必要 で あ る。

2)の シス テ ム の メ イ ン テ ナ ン ス の容 易 さ に っ い て は 、 イ ンプ ッ トしや す い、 取 扱 いが

容 易 で あ る、 検 索 が容 易 で あ る と い っ た項 目が 必要 で あ る。

その た め には イ ンプ ッ ト情 報 の書 式 や フ ォ ー マ ッ ト、 操 作 マ ニ ュ アル と いっ た もの が 必 要

に な っ て くる。

3)の 利 用 しや す い シ ス テ ム と い う点 で は、 画 面 、 操 作 の 容 易 性 、 シ ス テ ム の 設 計 にお

け る工 夫や 使 いや す い操 作 ・使 用 マ ニ ュ アル と い っ た も の が 必 要 で あ る。

この よ うに、 「理 想 的 な シル バ ーデ ータ ベ ー ス の構 築 」 の た め に は、 多 数 の 必 要 条 件 を

満 た す こ とが 必 要 で あ る。

今 回 行 な った もの は、 これ らの 条 件 を どれ だ け満 足 して い る か と い う とま だ まだ 不 充 分

で あ る。

今 後 は これ らの こ とを考 慮 した デ ータ ベ ース に成 長 さ せ て い くた め に は、 人材 は もち ろ

ん、 ネ ッ トワ ー クづ く り をは じめ、 多 数 の こ と を実 行 して い く こ とが 必 要 で あ る。

今 後 、 これ ら を 目指 して実 行 して い きた い。
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図3 「理 想 的 な シル バ ーデ ー タベ ー スの 構 築 」 の条 件

質 の良 い情 報 が

イ ンプ ッ ト

され て い る

シ ス テ ム の

メ イ テ ナ ンス

が容 易

利 用 しや す い

シ ス テ ム

最 新 の 情 報 が イ ンプ ッ ト 入 手 しや す い情 報 収 集 法*ネ ッ ト

され て い る 迅 速 に情 報 が 伝 わ る シ ス テ ム ワ ー ク

正確 な情報が インプ ッ ト 専 門家 によ る情報の判 断

さ れ て い る

1㌔1情 報がインプット[:繋 駕 鳶報の判断

イ駒　 欝 鐸 三

機 械 の取扱 が容易 操作が簡単*マ ニ ュアル

の作 成

検索 が容易 操作 しやす い

手間 がか か らない*書 式

使いやすい'「 灘:蕊1:1三 ÷
ユァノ,

理 解 しや す い 内容 明確 な 言語 、 表 現

総 合 的 な判 断 が 出来 る ケ イ ス カ ン フ ァ レ ン ス

に利 用 可 能
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